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　老舗和菓子店の宵よい月づき庵あんは、東京の路地裏にひっそりと佇む小さな店だ。

　町家造りの趣ある外観は下町の雰囲気によく馴染み、店先にはあずきや餅米の甘い香りが漂っている。開店直前の店内にはできたての和菓子が整然と並べられ、客の訪れを待っていた。

　その店の片隅で、月つきヶが瀬せ美み羽うは店内に飾る花を生けていた。

　水仙、桃の花、ラナンキュラス。早春の花はやさしい香りだ。東京でも二月下旬はまだまだ真冬の寒さだが、明るい色合いの花々を眺めているだけで春めいた気分になる。

「練ねり切きりここに置くぞ、美羽」

「はい、ありがとう。……わー、うぐいすだ。春っぽくなってきたね」

　和菓子職人である祖父の朔さく太た郎ろうが、厨房から上生菓子を運んでくる。その手元をのぞき込んで、美羽は声を弾ませた。

　梅の花やうぐいす、福寿草をかたどった練切。華やかな和菓子は春が近いことを感じさせ、明るい気持ちにしてくれる。

「お前の着物も春らしくていいな。女将の着物か」

「うん。お母さんが若いころに着てたんだって」

　美羽ははにかんで帯留めに触れた。

　十八歳で若女将に指名されて、もうすぐ五年。和服で店に出ることにもすっかり慣れた。

　今日は草木染めの大島紬に梅鉢文様の帯を合わせている。やわらかな薄紅色の着物と、それを引き締める渋い色合いの染め帯。どちらも母から譲り受けた、お気に入りの品だ。

　客から和服美人などと褒められても、控えめな性格の美羽は反応に困る。でも老舗の箱入り娘として育った美羽は、和服がよく似合った。艶のある黒髪や白い肌、楚々とした顔立ち。丁寧に花を生ける姿は、若女将らしくしとやかだ。

　すっかり年頃の女性らしくなった孫を、朔太郎は目を細めて見つめた。

「そうだ、おじいちゃん。春の新商品考えたんだけど、今日か明日にでも試食してくれる？」

「……ああ、そうだな。うん……」

　美羽の言葉に、祖父は言いにくそうに歯切れの悪い返事をした。職人気質の祖父は仕事には厳しい人で、いつもはっきりものを言う。こんなことはめずらしい。

「美羽。ちょっと話があるから、今日店が終わったあと時間を空けておきなさい」

「……はい、分かりました」

　重々しく言って厨房へ戻る祖父を見送りながら、美羽は首を傾げた。

　……急に「話がある」だなんて。一体何の話……？

　祖父の様子が気になるものの、開店時間まであとわずかだ。今は話を聞いている時間はない。

　美羽は生けた花を定位置に飾り、磨き上げたショーケースに和菓子を並べた。厨房に顔を出して、深々と頭を下げる。

「まもなく開店です。本日もよろしくお願いいたします」

　口々に返事を寄越す職人たちの中には、大旦那としてまだまだ現役で働く祖父と、女将として店を取り仕切っている母の姿もあって心強い。祖父と母と、家族同然の三人のベテラン職人たち。人見知りの美羽にとっては、家族経営の小さな店は居心地がいい職場だ。

　千本格子の引き戸を開け、入口に暖簾を出す。澄み切った青空に白い暖簾がはためくのを、誇らしい気持ちで見上げた。

　宵月庵は、名店がひしめく東京で二百年以上続く老舗だ。

　ひとつひとつ丁寧に手作りする和菓子には根強い人気がある。他への出店も地方発送もしていないので、遠方からわざわざ買い求めに来る客も多い。

　素材にこだわった和菓子と、たくさんの人に愛されてきた歴史ある店。ここで働けるのは幸せなことだと、しみじみ思いながら暖簾を眺める。

　そのとき、店の前に黒塗りの車が停まった。車の後部座席に見慣れた顔を見つけ、美羽は自然と笑顔になる。

「若女将、おはよう」

「おはようございます、桐きり谷たに様。いらっしゃいませ」

　ニコニコと車を降りてきた白髪頭の好々爺は、祖父の友人でもある常連客だ。

　彼は大手洋菓子メーカーの会長職に就いている。今は息子や孫に会社を任せ、週三日ほどの勤務らしい。開店時間に合わせてやってきたところを見ると、今日は仕事が休みなのだろう。

「まだ開店前だった？」

「ご準備できておりますのでどうぞ。どら焼きでよろしいですか？」

「うん、お願いできるかな」

　桐谷の買い物はいつも決まっている。美羽は彼を店内に迎え入れ、厨房に注文を通した。

　注文が入ってからあんを包むどら焼きは、宵月庵の人気商品だ。

　蜂蜜多めの生地はしっとりしていて存在感があり、大粒の北海道産あずきを使ったあんも風味が強い。少し時間が経ってあんと生地が程よく馴染んだところを食べるのもおいしいが、生地とあんの個性を楽しめるフワフワのできたてもおすすめだ。

　桐谷の妻はこのどら焼きが大好物で、昔からしょっちゅう買いに来てくれた。店に顔を出すたび、美羽のことを自分の孫のようにかわいがってくれたものだ。

　体調を崩して入退院を繰り返すようになってからは、彼女が店に来ることはなくなった。そのことを思うと、美羽の表情も曇る。

「奥様のお加減はいかがですか？」

「あまりよくないな。すっかり食が細くなってね……甘いものだけでも少し食べられるといいんだけど」

「そうですか……。よろしければ、お花をお裾分けさせていただきたいんですが」

「ああ、ありがとう。女房も喜ぶよ」

　母屋に生けるつもりで残しておいた水仙があったのを思い出し、手早く包む。

　大企業の会長夫人でありながら、桐谷の妻は庭いじりや畑仕事の好きな人だ。でも体調のすぐれない今は、草花の世話もままならないだろう。少しでも早春の香りが届くようにと思いながら、素朴な庭の花を袋に入れる。

　その美羽の姿を眺めながら、桐谷は「すっかり年頃の娘さんらしくなったねぇ」とのんびり言った。

「女房も美羽ちゃんのこと気に入ってるしさ、うちの孫のところに嫁に来てくれたらいいのにって言ってるんだけど」

「あんまりからかわないでください」

　美羽は苦笑しながら手を洗う。

　この手の冗談は、店に出ていればしょっちゅう言われるものだ。息子や孫の嫁に来ないかという言葉は挨拶代わりみたいなもので、美羽もいちいち本気にすることはない。

「慧けいのこと気に入らない？　わが孫ながら、なかなかの男前だと思うんだけどな」

「そんな、気に入らないなんて」

　……何だろう……今日は長いな、この話。

　美羽は戸惑いながら、できあがったばかりのどら焼きを手早く包んだ。早く菓子を手渡し、この話を終わらせたい。

　でもそうしているうちに、来客を知らせる軽やかな鈴の音が聞こえた。「あれ、慧」という桐谷の声に、美羽はビクリとする。

　顔を上げると、どこから見ても文句なしの美形が店内に入ってくるところだった。知性を感じさせる端整な面差し、きちんと整えた清潔感のある黒髪。身長百八十センチ以上の身体は程よく鍛えられ、高級感のある三つ揃えのスーツを嫌味なく着こなしている。

　今まさに話題になっていた、桐谷の孫——桐谷慧だ。

　彼もこの店にしょっちゅう通ってくれているが、まさかこんな話をしているところに来るとは思っていなかった。「おはようございます、いらっしゃいませ」と言う声が、動揺のあまり上ずってしまう。

　慧はそんな美羽を不審に思う様子もなく爽やかに挨拶を返し、祖父である桐谷に向き直った。

「おじい様、おはようございます。どら焼きですか？」

「ああ。それからこちらの若女将に、うちの孫の嫁になってくれってお願いしてるところだ。邪魔するな」

「またそんな、ご迷惑な話を」

　困惑した声音と、長いため息。

　美羽は黙々と包装を続けながら、何となく小さくなる。いや、別に自分が悪いわけではないけれど。

　でも彼はきっと迷惑だろう。いくら冗談でも、こんな平凡な自分を嫁にと言われるなんて。

「若女将、祖父がまた失礼なことを……」

「だ、大丈夫です。気にしていませんので」

　カウンター越しにのぞき込まれて、美羽はそっと身を引いた。

　相変わらず、慧はいかにも女性の目を引く雰囲気の男性だ。——ただし、全然愛想がないのが玉に瑕だが。

　……怒ってる？　それとも、いつもの無表情？

　ただでさえ若い男性に免疫がない美羽は、慧のことが少し怖かった。クールな眼差しで見つめられるたびにドキドキするのは、美しい顔立ちにときめきを感じているわけではない。ニコリともしない慧に緊張しているせいだ。

　彼はなぜかカウンターから動かず、こちらを見つめ続けている。美羽はその視線に耐えながら、何とかどら焼きの箱にリボンを結んだ。

「桐谷様、お待たせいたしました。どら焼きです」

「ありがとう。見送りはいらないよ。じゃあね、慧のこと前向きに検討してね」

　桐谷は外まで見送りに出ようとする美羽を手で制し、冗談とも本気ともつかない口調で言って帰っていった。

　……前向きにって。検討ってどういうこと？

　美羽は首を傾げながら、店内にいる慧の背中をチラリと見た。

「慧さん、お決まりでしたらお包みしますが」

「もう少し見せてもらう。ありがとう」

　ショーケースの商品を眺めている彼に、努めて明るく声をかける。でも返事はいつもどおりそっけなかった。

　……うーん……私、やっぱり慧さんに嫌われてるのかな……。

　美羽は苦笑する。子供のころは、彼とはそれなりに仲がよかったと思うのだが。

　七歳年上の慧は、よく美羽と一緒に遊んでくれた。美羽には兄がいるが、あまり仲のよくない兄より、やさしい慧のほうがずっと好きだった。

　わりと頻繁に会っていたのに疎遠になったのは、慧が両親と一緒にしばらく海外に行くことになったからだ。

　そしてちょうど美羽が若女将になったころ、帰国した彼と再会した。そのときにはもう、慧はずいぶんよそよそしい態度で、さびしい気持ちになったのをよく覚えている。

　何か、彼に嫌われるようなことをしてしまったのかもしれない。何度考えても、全然身に覚えはないけれど。

　……昔みたいに仲良くできたらって思うこともあるけど、もう子供じゃないしね。慧さんは大きな会社の次期社長だし、なれなれしくされるのは嫌なのかもしれないし。

　慧の家が経営する洋菓子メーカーは、三百店舗以上のケーキ屋を全国展開している。手ごろな価格と幅広い品揃えで知られる有名店だ。

　社長令息である彼は、その会社の専務として働いている。大企業の御曹司である彼と、この小さな和菓子店の娘である自分とでは、立場が違いすぎるのだ。子供のころのように気楽に話せないのは当然のことだろう。

　そのことを少しさびしく思いながら、美羽は厨房から持ってきた豆大福を手早く並べていく。

「この猫の練切は、若女将が考えたのか？」

「……っ、そうです。よくお分かりになりましたね」

　突然話しかけられて、ドキッとした。

　慧が眺めている上生菓子のショーケースには、美羽が提案した新商品があった。

　上生菓子は季節に合わせて商品を入れ替える。今回は「美羽も新商品を考えてみるか」と祖父に言われて、初めて自分の和菓子を提案させてもらうことができたのだ。

「分かるよ。君が考えたものはすぐ分かる」

「もしかして、その猫だけ浮いてます？」

　丸くなって眠る三毛猫の背中に、鮮やかな紅梅の花がぽとりと落ちている意匠の練切。たくさん悩んで何十回も試作した自信作だ。

　でもひょっとすると、自分が考案した商品は、店の雰囲気に合っていないのかもしれない。

　そういえばさっき祖父に試作品の味見を頼んだときも、曖昧な返事をされたのだ。試しに若女将にも新商品の提案をさせてみたものの、いまいちな出来だったと思われているのだろうか。

　どんどん不安になっていく美羽に、慧はショーケースを見つめたまま、「いや」と首を振った。

「いいと思う。見た目もかわいくて若い女性や子供が喜びそうだし、ちょっとした手土産にもよさそうだ」

「本当ですか、よかった……！」

　かわいい和菓子だと言ってもらえると、素直にうれしい。

　どうしても和菓子は洋菓子に押されがちで、若い世代の人からは「和菓子はわざわざ買ってまで食べない」と言われることが多い。宵月庵の常連客も、ほとんどが年配の人たちだ。

　和菓子のおいしさや奥深さを、もっとたくさんの人に知ってほしい。

　美羽はそのためにも、若い世代の目を引くような華やかで見映えのする和菓子を作りたいと思っていた。

「そういうかわいい和菓子、うちでももっと出したいんですよね。写真映えするスイーツって、やっぱり話題になりますし」

「ああ、最近華やかな和菓子も増えたな。見た目が洋菓子っぽいのとか、北欧テイストのパッケージとか」

「そうなんです。斬新でおしゃれな商品をあちこちのお店が出してるので、負けたくなくて」

　慧は相変わらずニコリともしないが、美羽は先ほどまでの緊張も忘れ、カウンターから身を乗り出す。

　自分が考案した和菓子を褒められたことがうれしかった。そしていつも寡黙な慧と、久しぶりに天気以外の話題で雑談できたこともうれしかったのだ。

「これ、全部いただくよ」

「え？」

「猫の練切。あるだけ包んでくれるか」

「……ありがとうございます」

　ちょっと商売っ気を出しすぎてしまっただろうか。全部買ってくれるなんて、美羽の意気込みを見て気遣ってくれたのかもしれない。

　美羽は羞恥に襲われながら、手早く練切を包装した。

「お待たせいたしました、練切です」

「ありがとう」

　大切な宵月庵の商品が、誰かの手に渡る瞬間。それは、美羽をいつもうれしく誇らしい気持ちにさせる。

　ましてや自分の考案した和菓子を買ってもらえるのは、感慨もひとしおだった。美羽は喜びを噛みしめながら店の外まで彼を見送り、和菓子の入った紙袋を手渡す。

「若女将は頑張ってるよな。この店のために、ずっと頑張ってきたんだよな……」

「……慧さん？」

　無表情のままこちらを見つめる慧。ほんの少し表情を曇らせているように見えるのは、気のせいだろうか。

「さっきの、祖父の話だけど」

「はい、何でしょう」

「俺は、若女将が嫁に来てくれるなら大歓迎だよ」

「え……」

　一瞬、何を言われたのか分からなかった。美羽はまじまじと慧の顔を見つめる。

　彼の祖父は陽気でいつも軽口を叩くが、慧はそういうタイプではない。冗談でもそんなことを言うとは思えないのに。

「本当に大歓迎だから。覚えておいてくれ」

　いつもより少しだけぶっきらぼうに言って、彼は去っていく。

　美羽は困惑しながら、その背中を見送った。

「……冗談、だよね？」

　いや、絶対冗談だ。嫁に来てくれるなら大歓迎だと言った慧。慧のことを前向きに検討してほしいと言った彼の祖父。——そんなこと、できるわけがないのだから。

　現在、宵月庵の店主は美羽の母だ。歴史ある店の看板は、五年前に祖父から母へと受け継がれた。

　そしていずれは腕のいい和菓子職人を婿に迎えて、美羽が店を継ぐことになっている。そのことは慧も、その祖父も知っている。それなのに、どうしてあんなことを言ったのだろう。

　美羽は首を傾げながら店内に戻る。

　でもしばらくしたら、慧に言われたことはすっかり忘れてしまった。急に大忙しになって、それどころではなくなったのだ。

　猫の練切を買いたいという客がひっきりなしに訪れ、問い合わせの電話も多かった。追加でどんどん作っても間に合わず、取り置きの予約も何日分も埋まった。

　いきなりこんなに忙しくなることはめずらしい。美羽は休むまもなく、一日中接客に追われていた。

　

　

「つ、疲れた……」

　店の片付けが終わると、美羽は祖父に言われていたとおり母屋の客間に向かった。

　ここまで忙しかったのは久しぶりだ。座って一息つく時間もなく、立ちっぱなしだった足はだいぶ浮腫んでいる。

　今日は「これ買いたいんですけど」と、猫の練切の画像を見せてくる客ばかりだった。

　誰かがＳＮＳで投稿したらしいその画像はキラキラに加工され、「宵月庵の新作。ネコチャンカワイイ！」とテンション高めのコメントとともに公開されていた。

　慧も買ってくれた、猫の練切。

　まさか彼が投稿したわけではないだろうから、昨日買ってくれた賑やかな女性グループの誰かだろうか。誰であれ、こうして口コミで拡散してもらえるのはありがたい。……本当に忙しくて、一日てんてこ舞いだったけれど。

　美羽は疲れた身体に鞭打って、急ぎ足で廊下を歩く。

　広々とした母屋は平屋建てで、宵月庵の店舗部分と渡り廊下で繋がっている。昔はここに住み込みの職人も何人かいたらしいが、今母屋で暮らしているのは美羽と母、祖父の三人だけだ。

　わざわざ客間で話をするなんて、何かよっぽど込み入った話があるのだろうか。

　美羽は不思議に思いながらも、襖の前に座る。「美羽です、遅くなりました」と言うと、「入りなさい」と祖父の低い声がした。

「失礼いたします。……え？」

　作法どおり襖を開けたが、室内にいる人物と目が合った途端、美羽はぽかんと口を開けてしまった。

　てっきり祖父と母しかいないと思っていた客間に、他にも男性がいたのだ。

　顔を合わせるのは、実に五年ぶりだ。そこには五年前に家を飛び出したきり戻ってこなかった、兄の朔さく也やがいた。

「お兄ちゃん、どうして？」

「久しぶりだな、美羽」

「久しぶりって……」

「いいからあなたも座りなさい。お客様の前ですよ」

　母の言葉に、美羽はハッとした。

　兄の存在に気を取られていたが、朔也の隣には若い女性が座っている。膝が丸出しになる裾の短いスカートに、濃い化粧。美羽の周りにはいないタイプの派手な女性だ。

　全然状況が飲み込めないまま、少し離れたところに座る。

　これまで四人で何か話をしていたのだろう。女性の向かい側に座っている母は無表情で、明らかに機嫌が悪い。「お客様」と強調した声音には、彼女を歓迎していない雰囲気をありありと感じる。

　母の隣で腕を組んで座っている祖父も、難しい表情をしていた。

　……久しぶりに帰ってきた長男を歓迎している、という空気ではないな。お兄ちゃんはあんなふうに飛び出していったんだし、無理もないけど。

　六歳年上の兄である朔也は、いつも勝手なことばかりしている放蕩息子だった。

　本来なら、朔也は高校を卒業してすぐに、店の跡取りとして修業するはずだったのだ。でも彼は大学への進学を希望し、のらりくらりと店の手伝いを逃れては遊びほうけて学生生活を謳歌した。

　留年二回、取得単位ギリギリでの大学卒業。

　挙げ句「もっと大きな店で働いて稼ぎたいから、宵月庵は継がない」と言い出し、祖父や母と大喧嘩して家を出ていった。

　以来ろくに連絡も寄越さず、どこで何をしているのか全然分からなかった兄。こうして改めて思い返してみると、わが兄ながら結構なろくでなしだ。

　祖父や母の苦い表情に気付いていないのか、それとも気付かないふりをしているのか、朔也は明るい口調で切り出した。

「じいちゃんには電話で話したんだけどさ。俺、結婚したんだ。こちらが妻のみちる」

「え、結婚？」

　美羽は驚いて、思わず大きな声を出した。

　てっきり兄の恋人だと思っていたが、その女性とは二年も前に結婚しているという。さらに二人のあいだには息子もいると聞かされ、思いもよらない話にクラクラした。

　結婚。子供。

　兄は昔から奔放な自由人だったが、まさか家族に一切知らせないまま結婚して、子供までいるなんて。さすがにそれは想像していなかった。

「それで俺、今働いてる店をもうすぐクビになっちゃうんだよね。だから行くとこなくてさ。みちると息子を連れて、ここに戻ってくるつもりなんだけど」

「……え？」

「宵月庵は俺たち夫婦が継ぐから、美羽はこれから好きなことしろよ。悪かったな、今まで」

「……」

　何を言われているのか分からず、美羽は呆然と兄の顔を見つめた。

　五年前、朔也は「この家にはもう絶対戻らない」と威勢よく啖呵を切って出ていった。そしてそのまま連絡がつかなくなった。

　一度出ていった放蕩息子がこんなふうに戻ってくるとは、誰も思っていなかったのだ。

　だからこそ祖父は「朔也が店を継がないなら、美羽に継いでもらいたい」と頭を下げた。そして美羽も、突然跡取りに指名されたことに戸惑いながらも、祖父や母と力を合わせて店を盛り立ててきた。

　それなのに兄は、今さらしれっと帰ってくるという。そんな身勝手な話があるだろうか。

「だって、お兄ちゃんはお店継がないって言ってたでしょ。だから私が継ぐことになったんじゃない」

「そうなんだけどさ、状況が変わったんだよ」

「そんな勝手なこと……」

「なんで怒ってるんだよ。美羽だって、もともとはこの店継ぎたかったわけじゃないだろ。俺が戻ってきて継がなくて済むなら、よかったじゃん」

　朔也はケロッとした口調で言って笑っている。美羽は黙って兄の顔を見つめた。

　……たぶん、全然悪気はないんだよね。ただ絶望的に想像力とデリカシーがないっていうだけで。

　跡取りが突然いなくなって店が混乱し、働いている職人たちを動揺させたこと。親の責任だと、母が親戚たちにしつこく責められたこと。胃が痛くなるようなプレッシャーと戦いながら、美羽が若女将という立場を背負ってきたこと。

　そんな諸々は、兄にはまったく想像できないのだろう。

　そしてきっと、次の働き先がなくなったタイミングで、都合よく実家のことを思い出したのだ。「そうだ、自分には継げる店がある。東京の有名店で、それなりに儲かっている店だ」と。

　怒るよりも、力が抜けた。

　今さら兄に細やかな心遣いなど期待していない。でもこの行動は勝手すぎる。

　母もさすがに腹に据えかねているようだ。「私は許していませんよ」と言う声は冷ややかだった。

「こんな古くさい和菓子屋は継ぎたくないと言ったのは朔也でしょう。どの面下げて戻ってくるつもりなの。よくもまあのこのこと……不愉快だわ」

「でも本来なら、跡取りは朔也さんですよね？」

　母の言葉を無視するように、みちるはおっとりと首を傾げて祖父を見た。

「朔也さんが継ぐ気になったなら、美羽さんが跡取りになる理由はないですよね？」

「あなた、口を挟まないでくださる？　これはうちの問題です。私はあなたをうちの嫁と認めたわけではありません」

「認めるも何も、私と朔也さんはもう二年も前から夫婦なんですが」

　母もみちるも表面上は静かな口調で話しているものの、二人のあいだには険悪な雰囲気が漂っている。美羽はハラハラしながら二人の様子を見守った。母は気の強い人だが、みちるも負けていないようだ。

　……まさかわが家で、嫁姑争いを目撃する日が来るなんて。さっきまで兄嫁の存在すら知らなかったのに……。

　仲裁を期待して兄を見つめたが、彼はうんざりした表情であくびをしただけだ。

　それでも、これ以上ここにいても揉めるだけだということは察したのだろう。朔也は立ち上がってみちるの腕を引いた。

「まあ、今日は挨拶しに来ただけだから。そのうちまた来るよ」

「もう来なくて結構よ。絶対戻らないと言った言葉、しっかり貫きなさい」

　ぴしゃりと言う母に苦笑して、兄は帰っていく。遠くで表玄関の引き戸が閉まる音が聞こえたが、誰も見送りに立とうとはしなかった。

「お義父様。朔也はこの家の敷居を二度と跨がせないとおっしゃったはずですよね。それなのに、あの子たちを勝手に家に入れるなんて」

「うん、まあそうなんだが。でも朔也と絶縁したつもりはないし……子供もいるんだ、放っておけないだろう」

　母に睨まれて、祖父は気まずそうに目を伏せた。どうやら今日この場を設けたのは、兄からの電話を受けた祖父の独断だったらしい。

「あちこちの店で働いたが、どこの店でも長くは続かなかったみたいだな。本人はともかく、嫁さんと子供が気の毒でなー……」

「自業自得ですよ、本当に朔也は根気がないんですから。どんな娘さんか知りませんが、よくあんな息子と結婚する気になったものです」

　母が渋い表情でお茶を含む。

　この家を出てから、兄は和菓子の名店を転々としていたという。

　東京の宵月庵と言えば、それなりに名の知れた店だ。老舗和菓子店の息子である彼は、どこへ行ってもおそらく歓迎されただろう。

　でもろくに店の手伝いもしなかった兄には、和菓子作りの知識も技術もない。

　真摯に勉強する意欲も下働きから始める根気も、昔から一度も見せたことがなかった。長く働ける場所が見つからなかったのは当然のことだ。

「お兄ちゃん、いつのまにか東京に戻ってきてたのね。でも今さら戻ってこられても……」

「そもそも朔也はこの家を頼れる筋合いではないでしょ。どうせここにいたほうが楽だと思ったんだろうけど、うちにもそんな穀潰しはいらないわよ」

「そんなことばかり言うな、お前たち。朔也だって大事な家族で——」

「お義父様はあの子に甘すぎます！」

　母がテーブルを叩き、美羽と祖父はビクッと震えた。

　宵月庵の女将としていつも品よく振る舞っている母だが、兄のこと、そして父のことは地雷だ。青筋を立てて怒り出した母の横で、祖父が小さくなる。

　祖父の息子、つまり美羽の父も、宵月庵を嫌っていた。嫌々店の仕事をしていた父はやがて外に恋人を作り、この家を出ていった。

　本来なら父と離婚した時点で、母もこの店への義理はなくなったはずだ。それでも母は店に残り、祖父とともに老舗の看板を守ってきた。父が捨てた宵月庵を今まで以上に繁盛させることが、母なりの意地だったのかもしれない。

　父と同じように家を飛び出した息子を、母は今でも許していない。これは揉めそうだなと思いながら、美羽は母と祖父の顔をそっと見比べる。

「いや、だってなぁ……朔也は心を入れ替えて働くというし、曾孫の顔も見たいし」

　自分のほうが分が悪いと察しているのだろう、祖父は小声でモゴモゴと言う。

　昔から祖父は兄に甘かった。美羽もかわいがられてはいたけれど、大切な店の跡取りである朔也は、本当に散々甘やかされてきたのだ。

　かわいい初孫が家に戻ってくる。しかも今度は曾孫も一緒だ。

　激怒している母の手前、祖父は一応神妙な顔をしているが、内心喜んでいるのは隠しきれていない。母は呆れたようにため息をついた。

「どうしても朔也に店を継がせるおつもりなら、私の代で店を畳みますよ。馬鹿息子が傷をつける前に、綺麗なままで看板を下ろしましょう」

「いや、女将には苦労をかけたし申し訳ないと思ってる。でもそんなことは言わんでくれ、頼むから」

　祖父が弱り切った声を出す。

　二人の様子を見て、美羽はここからが本題なのだと悟った。たしかに兄が戻ってくるなら、きちんと話し合っておかなければならないことだ。

　美羽は祖父を見つめながら、「お店、お兄ちゃんが継ぐのね」と口にした。

　祖父の眼差しが揺らぐ。ここまで跡取りとして頑張ってきた美羽に対して、一応それなりの罪悪感はあるらしい。

　それでも祖父は、母の厳しい視線を意識しながらも、しっかり頷いた。

「美羽には申し訳ないことをした。でも朔也が戻ってくるなら、跡取りはあの子だ」

「そうだよね……本来ならお兄ちゃんが跡取りだったもんね」

　店を継ぐのは直系の男子。それは歴史ある老舗で脈々と受け継がれてきた慣習だ。

　母や美羽から見ればずいぶん古くさい話だと思う。でもこの家に生まれてさまざまなしきたりを守ってきた祖父にとって「跡取りは直系男子」というのは絶対の掟なのだろう。

　長男の嫁である母が祖父の跡を継いだのも、娘の美羽がその次の跡取りに指名されたのも、あくまでもイレギュラーなのだ。長男が店を継げない状況になったために指名された、単なる穴埋め。

　正当な後継者である兄が店に戻ってくるなら、いずれ店を継ぐのは当然兄だ。それは分かっていても、こんなふうに突然「お前はもういらない」と言われるのは、なかなかの衝撃だった。

「私もいきなり店を継げと言われて、ここまで頑張ってきたつもりなんだけど」

「分かってる。お前は本当によくやってくれた」

「でもお兄ちゃんが帰ってくるから、跡取りの座を明け渡せって言ってるんだよね？」

「すまん。本当に申し訳ない」

　直系男子に継がせる慣習。本来の跡取りが戻ってくる安堵感。その次の跡取りになるであろう、曾孫の存在。

　それらの前では、自分が宵月庵のために懸命に努力した日々など、何の意味もないのだろう。そう思うとさすがにむなしい。

　美羽はただ黙って、深々と下げられた祖父の白髪頭を見つめていた。
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　……だからって、どうしてこんなことに？

　美羽は内心困惑しながら、窓の外をぼんやりと眺めた。

　ここは都内にあるラグジュアリーホテルだ。

　ホテル内にある有名料亭の個室は落ち着いた雰囲気で、高層階なので眺めもいい。藍色と茜色がグラデーションになった夕暮れ時の空と、きらめき始めた都心の夜景。夕焼けに映える富士山のシルエットも、遠くにくっきりと見えている。

　東京育ちで見慣れているとはいえ、地上四十階からの夜景はやはり美しい。黒備前の角皿に盛られた先付も、上品でおいしそうだ。

　でも、今はそれどころではなかった。美羽はドキドキしながら、正面に座っている慧を見つめる。

　彼は日中仕事をしてきたと言っていたが、質のいいネイビーの三つ揃えを着たスーツ姿はいつもながらパリッとしていて、仕事の疲れは微塵も感じられない。

　そしてガチガチに緊張している自分とは違い、慧はずいぶんリラックスしているようだ。美しい所作で冷酒を口にしていた彼は、美羽と目が合うと首を傾げた。

「そんなに緊張しなくても」

「……っ、すみません」

「俺との見合い、嫌だった？」

「いえ、全然嫌ではないんですが……」

　嫌ではない。ただ、どうしてこんなことになったのか、いまだによく分からないだけで。

　先日祖父が「美羽に縁談がある」と言い出したときには、つい卑屈なことを考えた。これはおそらく厄介払いだろうと。兄夫婦が戻ってくれば邪魔になる小姑を、結婚という方法で円満に家から出したいのだろうと。

　……おじいちゃんは、行き場のなくなった私をどこかへお嫁にやりたくて、一生懸命あちこちにお願いしたんだろうけど……。

　祖父としては、友人の孫である慧には縁談を持ちかけやすかったのだろう。

　それは分かっている。でもお見合い相手が慧だと知らされたとき、美羽はずいぶん動揺した。

「え、慧さん？　慧さんとお見合いするの？」

　ニコリともしない顔が脳裏に浮かぶ。彼に縁談なんて持ちかけたところで、けんもほろろに断られるのではないだろうか。

「ああ。先方もぜひすぐにでも話を進めてほしいって言ってたしな」

「先方って誰……！」

　どうせ祖父同士で勝手に盛り上がった話なのだろう。あのそっけない慧が、お見合いに乗り気だとはどうしても思えない。

　早く断ってもらわなければと思ったのに、翌日には慧の祖父である桐谷から電話がかかってきた。

「慧の両親も俺たち夫婦も盛り上がっちゃってさー、せっかくだからちゃんとお見合いしたほうがいいって話になって。慧にいい店予約しろって言っておいたから、おいしいもの食べさせてもらいなさい。そういうわけでね、慧のことよろしくね！」

　桐谷はうれしそうにまくし立て、電話口には桐谷の妻も出てきた。

「美羽ちゃん、久しぶりねぇ。あなたと慧のあいだに縁談があるって聞いて、私もうれしくてうれしくて……。美羽ちゃんがお嫁に来てくれたら本当にうれしいって、息子夫婦ともずっと話してたのよ。気が早いわね、年寄りは嫌ね……でもうれしくてねぇ」

　涙ながらに「うれしい」と繰り返され、もはや断れる雰囲気ではなかった。結局その盛り上がりに押されるままに、今日この日を迎えてしまったのだ。

　……慧さんも、断るに断れなかったんだろうな。

　彼は江戸切子の繊細なグラスをゆっくり口元に運んでいる。その表情は静かで、何を考えているかは読めない。

　でも、自社の会長夫妻でもある祖父母が、あれほど縁談を喜んでいたのだ。立場上、彼が断りにくかったことは想像がつく。

　祖父同士が友人という関係を利用して、大企業の御曹司に孫娘との縁談を押しつけるなんて。こんなこと、慧にとっては本当に迷惑だろう。

「その着物初めて見た。いつもと雰囲気が違うね、綺麗だ」

「あ、ありがとうございます」

　単なる社交辞令だと分かっていても、慧から着物を褒められるなんて思っていなかったので、美羽は驚いた。

　光沢のある練色の地に華やかな挿し友禅が施された訪問着は、成人したときに母が誂えてくれたものだ。唐織の帯も、金銀糸を用いた格調高いものを選んだ。

　母に勧められるままこの着物を選んでしまったが、ちょっと派手すぎたかもしれない。美羽は頬を染めて俯く。

「今日は申し訳なかった、うちの家族がすっかり盛り上がってしまって。見合いが嫌でも断れなかっただろう」

「いえ、そんな。こちらこそ、祖父が無理を言って申し訳ありません」

　美羽は慌てて首を振る。嫌でも断れなかったのは、間違いなく慧のほうだ。

「俺はちょうどよかったんだ。祖母の体調が悪くて……できれば祖母が生きているうちに身を固めて安心させたいと思っていた」

「おばあ様、そんなにお悪いんでしょうか」

「入退院を繰り返していたけど、そろそろ時間の問題だな」

「そうですか……」

　先日電話で話した、慧の祖母の声を思い出す。今にも消え入りそうな、か細い声だった。本当に、もうそれほど長くはないのかもしれない。

「それより君は大丈夫なのか。宵月庵の跡取りでなくなったと聞いたけど、きちんと納得してるのか？」

「納得、してるんでしょうか。正直まだ少し混乱していて」

　美羽は食前酒のグラスを手に取る。古代米を使っているという食前酒は、甘酸っぱくフルーティーで飲みやすかった。

「兄が戻ってくると分かれば、喜ぶ親戚も多いと思うんです。母が店を継いだこと、いまだにいろいろ言う人たちもいますし」

　父が出ていったときも、母が祖父の跡を継ぐときも、口さがない親戚たちにはいろいろ言われたのだ。「あんなに気が強い嫁では、離婚したくなるのも無理はない」、「そもそも財産目当てで嫁に来たんじゃないか」、「血縁でもないただの嫁に、大事な店を継がせるなんて」等々。

　小さな和菓子店でも、二百年の歴史があって東京のど真ん中で経営しているとなれば、かなりの資産があるように見えるらしい。自分たちもおこぼれにあずかりたいと考える者、「赤の他人」である母に一円たりとも渡したくないと考える者は、残念ながらそれなりにいる。

　何か言われるたびに祖父が一喝し、母も完膚なきまでに反撃しているので、今のところその親戚たちはおとなしくしているようだ。

　でも次の跡取りが美羽だということも、明らかに快く思われていなかった。美羽は自分が店を継ぐときには何を言われるかと、内心ヒヤヒヤしていたのだ。

　やはりここは兄が継ぐのが順当というものだろう。たとえ頼りない兄でも、どこか信用できない感じのする兄嫁でも、正式な跡取りは兄夫婦なのだから。

「私が継げばまた揉めるでしょうから。これで収まるところに収まって、よかったと思います」

「君の気持ちは？　店を継ぎたかった？」

「継がなくてもよくなったことは、正直ホッとしました。もともと急に兄がいなくなって、何の覚悟もないうちから跡取りになることが決まりましたし……」

　本当は大学に行って勉強したかったし、家業とは関係のない会社で働いてみたかった。でも結局は、祖父に頭を下げられて、高校を卒業してすぐに宵月庵の若女将になることを決めた。

　あのころも、自分勝手な兄の行動にもっと怒ってもよかったはずだ。祖父の「女の子は大学まで行く必要はない」という時代錯誤な言葉にも反発するべきだった。

　でも美羽は、いつもどおり物分かりのいい発言でその場を丸く収めてしまったのだ。

　外に恋人を作って出ていった父と、奔放で身勝手な兄。

　気苦労の多かった母を見て育った美羽は、「自分だけはいい子でいなければ」という思いが強い。それは大人になった今でも変わらず、必要以上に我慢をしてしまう。損な性分だと自分でも思う。

「馬鹿ですよね、嫌なら嫌って言えばよかったのに」

「……何でも話せばいい。もちろんここで聞いたことは他言しない」

　穏やかに言いながら、慧がグラスに酒を注いでくれる。——美羽の頬にボロボロと零れてくる大粒の涙には、何も触れないままに。

　跡取りはやっぱり兄だと言われてから、もう何日も経っている。そのあいだ美羽は、誰かに愚痴を言うことも泣くこともできず、いつもどおり明るく振る舞い続けてきた。

　自分が下手なことを言えば、また職人たちを動揺させることになる。すっかり険悪な雰囲気になっている母と祖父のあいだを、これ以上拗れさせることも避けたかった。こんなときにも「いい子」な自分は、本当の気持ちを誰にも言えなかったのだ。

　黙ってハンカチを差し出してくれる手に、子供のころの慧が重なる。

　兄に意地悪されて泣いていた美羽を探しに来てくれたこと。父が出ていったとき、泣きやまない美羽といつまでも手を繋いでいてくれたこと。

　静かに話を聞いている慧は、包み込むような眼差しでこちらを見ていた。大人になった彼は寡黙だが、案外その眼差しは表情豊かだ。

　そんなふうに見つめられて、ついポロポロと本当の気持ちを漏らしてしまう。

「自分勝手な兄のこと、心の中で何度も責めたんです。でもあんなふうに自由に生きられるのが、本当は少しうらやましいような気もして」

　跡取りにはなりたくないと言って家を飛び出し、家族には何も言わないまま結婚して子供も作っていた兄。そして「やっぱり宵月庵継ごうかと思って」と、何事もなかったように帰ってくる兄。

　その裏で自分は進学を諦めて店のために献身的に働き、好きでもない相手との結婚も覚悟して……そして跡取りの座を追われた。

　心底バカバカしいと思うが、それも自分がいい子ぶって我慢してしまったせいだ。これからはもう、思うまま好きなように生きたい。

　美羽は慧が注いでくれたグラスの酒を一口含む。スパークリングタイプの日本酒はキリリと爽やかで、泣いて火照った身体にすうっとしみた。

「これからどうするんだ。宵月庵でまだ働く？」

「いえ、もうお店には出ていないんです。兄と顔を合わせた日、母に言われまして」

　兄が久しぶりに顔を出したあの日、母は祖父に向かって「美羽はもう店には出しません」と宣言したのだ。

「これまで美羽は、宵月庵のために真摯に努力してくれました。小さいころからよく手伝いをして、自分のしたいことも我慢して……。店の人手が急に足りなくなって、美羽には大学進学も諦めさせたこと、お義父様はお忘れですか。あの馬鹿息子は六年も大学に通ったっていうのに」

「それもすまないと思って——」

「口先だけの謝罪は結構です。美羽の気持ちよりも宵月庵の伝統としきたりが大事だとおっしゃるなら、私はこの店に娘を差し出すつもりはありません。これ以上は美羽の働きを期待しないでいただきましょう」

　母はキッパリと言い、祖父を黙らせた。

　そんなふうに母だけでも自分の努力を認めてくれたことが、美羽はうれしい。

　もう店に出なくていいと言われたことも、その場ではさびしく思ったが、あとから考えればそれでよかったのだろう。宵月庵のことは今でも大切に思っているが、「お前はもういらない」と言われた店にいつまでも献身的に尽くすほどお人好しではない。

　しかも、もうすぐ兄が戻ってくる。もともと仲のいい兄妹ではなかったこともあり、身勝手で怠惰な兄と一緒に働けと言われたら、きっと憂鬱だったはずだ。

　そのときのことを思い出しながら、美羽はグラスの酒を少しずつ飲む。宵月庵のことを考えると、今でもとても複雑な気持ちだった。

「私はもう、あの店で働くことはないと思います。兄が店に戻ったあと、宵月庵がどうなっていくのか心配ですけど……私に口出しできることではないですし」

「そんなこと、気にしてやる必要はないだろう。それより君の今後のことだ」

「そうですね、私は自分のことを考えないと。できるだけ早く家も出るつもりなんです。仕事も住むところも探さなくちゃ」

　もちろん出ていけなんて言われたわけではないが、美羽は早々に家を出たかった。あの兄嫁や会ったこともない甥と一緒に暮らすのは、どう考えても気が重い。

　今日も兄嫁のみちるは、母の留守を狙ったように家を訪れた。そしてズカズカと美羽の部屋に入ってきたのだ。

「ふーん、あんたの部屋は広いのね。うちの子が大きくなったら自分の部屋が必要だし、ここ空けてほしいわ」

「……あの、ノックをしていただきたいんですが」

「いいでしょ、別に。間取りの確認くらいさせてよ、もうすぐ引っ越しなんだから。……あーあ、広いけどボロい家よね、想像してたのと全然違うわ。全部リフォームしてくれたらいいのに」

　みちるは祖父や母の前では行儀よく振る舞うが、大人しい美羽のことは侮っているようで、ずいぶん無遠慮な物言いをする。

　兄も兄だが、兄嫁もなかなか苦手なタイプだ。好き放題言って帰っていったみちるを思い出して、美羽はため息をつく。

「それなら、俺とこのまま結婚しないか」

「……え」

　慧の言葉に驚いて、言葉を失った。酒に弱い美羽は、食前酒と日本酒を少し飲んだだけでフワフワしている。酔っていて何か聞き間違えただろうか。

　いや、からかわれているのかもしれない。そういえばこのあいだも、「嫁に来てくれるなら大歓迎だ」なんて、彼には似合わない冗談を言われたばかりだ。

「あの……そういうご冗談は、ちょっと」

「もちろん本気だ。こんなに急に家を出て、新しい仕事も探すなんて大変だぞ。この縁談がまとまればそちらのご家族も安心されるだろうし、ひとまず俺と結婚してからゆっくり今後のことを考えればいいんじゃないか？」

「心配してくださるのはありがたいですが……」

「もちろんそれだけじゃない。さっきも言ったとおり、俺は祖母が生きているうちに身を固めたいし、君のことは……嫌いじゃない。嫁に来てくれるなら大歓迎だと言ったのは本心だ」

　慧は大真面目な口調だ。どうやら本気で言っているらしい。

　口先だけで軽々しく「好きだ」なんて言わないところは信頼できると思ったが、彼は愛のない結婚に躊躇いはないのだろうか。祖母を安心させるため。美羽の状況を心配してくれているから。そんな理由で結婚を決めていいのだろうか。

　……このまま、結婚。慧さんと。

　美羽は混乱したまま俯いた。

　これは両家公認のお見合いで、結婚に向けて話が進む可能性はもちろんあった。でも普段そっけない慧から、こんなふうに結婚の申し出があるとは思っていなかったのだ。

　何か言わなければと思うが、何と返事をするべきか分からない。

　内心焦っていると、慧が話題を変えるように「そういえば」と口にした。

「このあいだの和菓子いただいたよ。猫の練切」

「ありがとうございます。どうでしたか？」

　宵月庵の商品の話になって、美羽はパッと顔を上げた。自分が提案した和菓子だ、客の反応はとても気になる。

　慧は急に前のめりになった美羽に苦笑しながら、「おいしかったよ」と言ってくれた。

「猫についていた梅の花、本当に梅の香りがして驚いた」

「そうですね、せっかくなので早春っぽい味や香りを出したくて」

「ずいぶん試作しただろう、あれは。頑張ったよな」

　仕事で商品開発にも関わる慧は、新商品を生み出す大変さも知っているのだろう。

　労うような口調と「おいしかった」の言葉にホッとする。毎日夜遅くまで試作を繰り返した甲斐があったと、しみじみ思った。

「君の努力は、もっと報われてもよかったと思う。こんな形で……言葉は悪いが、追い出すようにして跡取りを交代させるなんて」

「もういいんです、そのことは」

「もういいなんて、全然思っていないだろう。俺の前でいい子でいる必要はない。気持ちは分かるなんて言うつもりはないが、今の君が抱える悔しさや不安は理解できているつもりだ」

　きちんとまとめた髪を崩さないよう気遣いながら、そっと頭が撫でられる。子供のころ、泣きやむまでよくそうしてくれたように。

「……すみません、子供みたいに泣いてばかりで」

「悔しくて当然だよ。あの店を本当に大切に思っていたんだから」

　ポロポロと零れた涙は、今度はハンカチではなく彼の指先で拭われた。あたたかく、やさしい指先で。

「小さくてかわいかったあの女の子が、再会したら若女将として頑張っていて……これからもそれは変わらないんだと思っていた。あの店から連れ出してはいけない相手なんだと」

「……慧さん？」

「こんなふうに君をないがしろにするなら……跡取りでなくなったなら、もう遠慮しない。逃がすつもりはないから、このまま俺のところに来てくれないか」

　これではまるで口説かれているみたいだ。彼らしくない言葉に戸惑いながらも、熱っぽく見つめられて目が逸らせない。

「あの、本当に結婚することになっちゃうと思いますけど。結婚相手、私でいいんですか？」

「君がいい。一生大切にするよ。宵月庵が返せと言ってきても、もう絶対返さない」

　ただ慰めようと、美羽の状況に同情して言ってくれているだけなのかもしれない。でもあまりにもやさしい声音で紡がれた「大切にする」という言葉に、涙が止まらなくなる。

　全然悪びれる様子もなく「悪かったな、今まで」とヘラヘラ笑いながら、美羽から若女将の座を取り上げた兄。小姑はさっさと嫁げと言わんばかりに、いそいそと縁談を持ってきた祖父。

　もう、店にも家にも居場所はないような気がしていた。

　そんな自分を、慧は大切にすると言ってくれているのだ。それも、こんなにも熱心に。

　傷付いてささくれ立っていた心に、慧の言葉がじんわりとしみた。

　……どうかしているだろうか。酔っ払って、お見合いの席でそのまま結婚を決めるなんて。

　慧がこちらに手を差し伸べる。この手を取ったら、きっと彼の妻になることが決まるのだろう。でも慧の手を取ることに、不思議と迷いはなかった。

「こんな私でよければ……よろしくお願いいたします」

　慧のやさしい手は、急かすこともなく焦れる様子もなく、返事を待ってくれていた。そっと自分の手を重ねると、すぐにしっかりと握り込まれる。

　慧の手に触れるのは、大人になってからはこれが初めてだ。でも包み込むように手を握られて最初に感じたのは、ただただ穏やかな安心感だった。

「こちらこそよろしく、俺の奥さん」

　慧が笑みを浮かべる。

　久しぶりに見た、彼の笑顔。それは蕩けるように幸せそうな、満面の笑みだった。





◇






　結局、それからすぐに結納を済ませ、二人で婚姻届を提出しに行った。

　両家とも乗り気の縁談なので話は早かったし、結婚式の前に入籍して一緒に暮らしたいという慧の意向に、反対する家族もいなかったのだ。

　あのお見合いの日から二ヶ月。季節は新緑のまぶしい五月になっていた。

　そのあいだに区役所に婚姻届を出し、慧のマンションへの引っ越しも済ませた。諸々の手続きや引っ越し後の片付けに追われて、最近ようやく少し落ち着いてきたところだ。

「一緒に行ってくれてありがとう。疲れただろう」

　土曜日の今日は、慧と一緒に外出した。マンションの玄関を開けながら、慧が労るように言ってくれる。美羽は「いえいえ」と首を振った。

「おばあ様とお会いできてよかったです。少しお元気になられたようで、安心しました」

「美羽のおかげだ。俺たちが結婚すると言ったら、何だか急に体調がよくなって……現金だよな、ずいぶん」

　今日は慧とともに、彼の祖母の病室を見舞ったのだ。

　一時期危ないと言われていた祖母の体調は、二人が結婚の挨拶に行ったころから嘘のように安定している。

　慧が「祖母を安心させたい」と結婚を決めたことは、効果てきめんだったようだ。彼の祖母は「こうなったら曾孫の顔を見るまで頑張らなきゃって思ってるのよ」と、ベッドの上でニコニコしていた。

「母も来ているとは思わなかったが。うるさかっただろう、悪かった」

「楽しかったですよ。たくさんお土産もいただきましたし」

　祖母の病室には慧の母親も来ていた。「うちには全然遊びに来てくれないんだもの」とむくれる義母は、何かと美羽を気遣ってくれた。

「慧との暮らしはどう？　家事とか大変なことはないかしら。この子ったら、家政婦さんに全部任せたらいいって言ってるのに、美羽ちゃんの手料理が食べたいからって断っちゃうんですもの」

「あらあら。慧は本当に美羽ちゃんが好きなのねぇ。あんまりお嫁さんに負担をかけては駄目よ」

「……余計なことはおっしゃらないでください」

　慧の祖母と母はずいぶん仲がいいらしい。彼女たちは慧の仏頂面にはおかまいなしで、どれほど彼がこの結婚を望んでいたかを嬉々として語った。

「美羽ちゃんがお嫁に来てくれてよかったわー。慧は縁談をいただいたときからソワソワしていたし。お話がまとまって本当にホッとしたのよ」

「結婚が決まって、あんなにうれしそうな顔してたものねぇ。好きな子をお嫁さんにできて、慧は幸せね」

　祖母と母の言葉に、慧は知らん顔をして窓の外を眺めていたが、美羽は恥ずかしくなって俯いた。

　彼に「以前から君に惹かれていたんだ」と言われたのは、お見合いの日から半月ほど経ったころだっただろうか。さらりと口にされて、そのとき美羽はずいぶん驚いたのだ。

「あの、嫌いじゃないとは言われましたけど」

「子供のころ親しかったとはいえ、大人になってからは店の若女将と客という関係だったんだ。好意を持っていたと言われても気持ち悪いだろう」

「そんなこと……」

「結婚相手として俺を選んでくれただけで、今は満足してるよ」

　慧はやさしく言いながら、美羽の手を取った。手を繋ぐことにも少しだけ慣れたころ。彼の大きな手は、美羽をとても安心させた。

「しばらくは俺のそばでゆっくり休めばいい。すぐに同じ気持ちを返そうなんて思わなくていいよ。時間をかけて夫婦になっていこう」

「……はい。ありがとうございます」

　美羽はそれまでとても緊張していたのだ。

　自分の両親もお見合い結婚だった。そしてずっと不仲だった。その両親の姿を見て育った美羽は、結婚したらあたたかな家庭を築きたいという気持ちが人一倍強い。だから慧とは絶対に仲のいい夫婦になれるよう頑張らなければと、プレッシャーを感じていた。

　でも慧の言葉で肩の力が抜けた。そしてその言葉どおり、彼は美羽のペースを大切にしながら、少しずつ距離を縮めてくれた。

　お見合いの場で「大切にする」と言ってくれたとおり、妻として大切にされ愛されていると思う。一緒に過ごすうちに知った今の彼の人となりは、結婚前に想像していたよりずっと好ましいものだった。

「その着物、よく似合ってるな。祖母のものを着るのは嫌かもしれないが……」

「いいえ、とんでもない。大切にしますね」

　今日着ている淡い藤色の着物は、慧の祖母から譲り受けたものだ。自分はもう着られないからと何枚も譲ってくれた着物は、どれも一目で高価だと分かるものばかりだった。

　ほんのりぼかしが入った色無地は、色白の美羽によく似合う。「美羽ちゃんに着てもらえてよかったわ」と喜んでくれた慧の祖母を思い出しながら、美羽はしみじみと言った。

「幸せですね、私。慧さんにも、慧さんのご家族にもやさしくしていただいて」

「君が嫁に来てくれて、みんな喜んでるからな。もちろん俺も」

　慧の両親も祖父母も、美羽を桐谷家の嫁としてあたたかく迎えてくれた。宵月庵を離れ、家にも居場所がないと感じていた美羽は、そのことにどれほど救われたか分からない。

　ろくに恋も知らずに嫁いだけれど、穏やかな夫との結婚生活は幸せだ。結婚相手が彼でよかったと、今は心から思っていた。

「母がずいぶんいろいろ寄越したよ。肉もあるから夜はすき焼きにするか」

「わー、こんなにいただいてしまって」

「君が少し痩せたんじゃないかって、祖母が気にしていた。たくさん食べてくれ」

「そんなことないですよ、絶対太りました……！」

　慧は毎日のように自社のケーキを持ち帰ってくるし、桐谷家御用達の高級食材ばかりせっせと食べさせられて、明らかに体重は増加している。

　これから結婚式もあるし、そろそろ気を引き締めなければドレスが着られない身体になってしまう。そう思っているのに、慧は「これは君の好物だな」とずっしり重い箱を手渡してきた。夫の会社が経営するケーキ屋の箱だ。

「シュークリームですね。これ大好きです」

　この店で出しているシュークリームは、昔から美羽の好物だった。アーモンドダイスを散らした香ばしいシュー生地に、キャラメル風味のカスタードクリームがたっぷり詰められている。子供のころ、慧がよく手土産に持ってきてくれたものだ。

　保冷剤がたくさん入っていたので、シュークリームはひんやりと冷たいままで、甘い香りに誘惑される。ソワソワする美羽に、慧が小さく笑った。

「今ひとつ食べればいい」

「えっ、でも夕食が入らなくなりそうですし」

「じゃあその前に腹が空くようなことする？」

「……っ」

　からかっているのだろうか。それとも本気だろうか。慧は妙に色っぽい表情で美羽の頬をするりと撫でる。

　動揺しているうちに、仕事が早い夫はさっさとナイフとフォークを添えてシュークリームを出してくれた。ミルク多めのコーヒーも淹れてくれて、そこまでされれば食べないわけにもいかず、美羽は慧と並んでソファに座る。

「んー、おいしい……！　やっぱりキャラメル味が一番好きです」

　思わず笑顔になって隣の夫を見ると、彼はコーヒーを飲みながら穏やかな眼差しでこちらを見つめていた。

　大口を開けて食べているところを見られてしまった。恥ずかしくなって俯いたけれど、慧はおかまいなしに頬を寄せ、美羽の唇を舐めた。

「クリームついてる」

「っ、舐め……っ」

「うん、甘いな。ごちそうさま」

　しれっと言ってまたコーヒーを飲む夫の横顔に、美羽は頬を染める。

　無表情で、無愛想。大人になってからの慧のイメージはずっとそんな感じだったのに、結婚してからの彼はとても甘い。恋愛経験のない美羽は、そんな慧にいちいちドキドキさせられてしまう。

　……いつからこんなに好きになっちゃったのかな、慧さんのこと。

　お見合いのときは、愛のない結婚をするんだと思っていた。それでも、恋をして結ばれた夫婦ではなくても、やさしく尊敬できる彼とはそれなりにいい夫婦になれるのではと。

　でもいざ結婚してみると、慧は妻への愛情を隠すことなく溺愛してきた。

　今まで色恋沙汰に疎かったとはいえ、こんな極上の男性にまっすぐに好意を寄せられ、無関心でいられるほど美羽も鈍感ではない。自然と慧に惹かれるようになるまで、時間はかからなかった。

「あの、なんでずっと見てるんですか」

「かわいいから」

「食べにくいです」

「食べにくそうに食べてるところがかわいい。俺のこと意識してると思うといい気分だ」

「慧さんって時々意地悪ですよね……！」

　夫に熱っぽく見つめられて、もうシュークリームの味はよく分からなかった。

　何とか食べ終え、丁寧に口を拭く。クリームがついていたらまた舐められてしまうから。いや、別に嫌ではなかったけれど。いやいや、嫌ではなかったなんて知られたら恥ずかしいから、絶対にそんなこと言わないけれど。

　すき焼きの下ごしらえもしてしまおうかと思いながら、美羽は片付けのために立ち上がる。でもキッチンに向かうより早く、そのまま夫の腕につかまった。

「……美羽」

　しっかり抱きしめられて、名前を呼ばれる。

　慧の腕に閉じ込められることにも、低い声で名前を呼ばれることにも、もう慣れた。——彼に、欲情されることにも。

　慧が両手で美羽の頬を包み込んだ。彼の指先は思ったより冷たくて、抱きしめられて熱くなった頬に心地いい。

　本当に「腹が空くようなこと」をするんだろうか。美羽はドキドキしながら夫を見上げる。

「持ち帰られたお仕事、いいんですか？」

「あとでする」

「夕食の支度は」

「それもあとだ」

　真剣な表情で美羽を見つめたまま、綺麗な顔が近付いてくる。

　そのまま二人の唇がしっとりと重なった。触れたところから微かな痺れが広がって、身体が震える。

　こういう行為にも慣れてきたけれど、やはり最初は緊張する。

　ましてや、今はまだ日も傾いていない日中だ。こんな時間から求められるのは、初めてのことだった。

「ん、慧さん……」

　抗議するような声は、吐息とともに彼の口づけに飲み込まれる。

　思いのほかやわらかな唇が、美羽の緊張をほぐすようにやさしく触れては離れ、また触れた。身を硬くしてギュッと結んでいた唇が、啄まれるうちにゆるゆるとほどけていく。

　……キス、気持ちいい。こんなにたくさんキスしてくれるなんて、思ってなかった。

　普段クールな彼は、こういうことにも淡泊なのだろうと思っていたのだ。

　でも予想に反して、慧は毎晩のように妻を求めた。普段の彼からは想像もつかないような、情熱的な眼差しで。

　恥ずかしいけれど、大切に抱いてもらえるのは美羽も嫌ではない。むしろ最近では、そういう行為のたびに慧がどうしようもなく愛しく思えて、困るほどだ。

　やわらかく重ねられるキスに胸がいっぱいになって、ほろりと涙が零れた。その涙をそっと舐め取った慧が、頬に口づける。

「いいな、君の着物姿。久しぶりだ」

「今はあまり着る機会がないですからね」

　着物を着るのはずいぶん久しぶりだった。引っ越しのときに自分の着物も持ってきたが、若女将でなくなった今、日常生活で着ることはほとんどない。

　すぐ近くで夫に見つめられて、美羽は目を伏せた。

　着物姿なんて、今までだって何度も見られている。でも、こんなふうに熱を帯びた眼差しで見られたことはない。意味ありげな手つきで帯を撫でられたことも。

　これからされることを想像して、思わず熱い吐息が漏れる。慧は美羽の反応を確かめるようにゆっくりと身体の線に触れ、唇を重ねた。

「もっと触りたい。駄目か？」

「だめ、じゃないです……」

　薄く唇を合わせたまま吐息まじりにねだられ、弱々しく首を振った。

　とめどなく繰り返されるキスに、頭がぼんやりして何も考えられない。

　でも、触れたいと思われるのはうれしかった。もっと触れてほしくて、おそるおそる彼の背中に手を回す。

　その途端、ぐっと腰を抱かれて二人の身体が密着した。唇がやさしくこじ開けられ、熱い舌がぬるりと入り込んでくる。

「んぅ……っ」

「逃げないで。もっと舌出して」

「ふっ……ん……んん……っ」

　甘く囁かれて、反射的に引っ込めた舌をそろりと差し出した。

　ぐちゅりといやらしい音を立てて、小さな舌に吸いつかれる。ぬるぬるした舌に舐め回されると、身体の奥が甘く疼いた。

「ん、あ……っ、もうやめ……っ」

「駄目」

「ふ、あ……ッ、んんー……！」

　ただ触れるだけではない、深いキスがあることは結婚前から知っていた。でも実際にしてみると、それは想像以上に淫靡な口づけだ。

　甘く重なった唇の奥で、慧の舌は淫らな愛撫を続ける。舌を吸ったり甘く噛んだりするだけでは許されなくて、厚みのある舌に口の中を隅々まで味わい尽くされた。

　くちゅくちゅとキスの音を立てられて、美羽は呼吸もままならない。最後に唇を強く吸われて離れたときには、もう頭の中までトロトロに蕩けていた。

　立っていられなくなって慧に縋りつくと、抱き上げられてそのまま寝室に運ばれる。

　彼は美羽をキングサイズのベッドに座らせて、自分は床に膝をついた。トロリとした眼差しがこちらを見上げる。

「どうしたらいいんだ？　自分で脱ぐか、それとも脱がせてほしいのか」

　長い指が、美羽の半襟をつーっと撫でた。

　そういえば、着物を着ているときに求められるのも初めてだ。脱がせにくい着物の扱いを、美羽の判断に任せることにしたらしい。

　いや、でも。そんなことを任されても困る。「自分で脱ぐ」も「脱がせてほしい」も、口に出すにはハードルが高い。

「慧さん……」

「ほら、早く。もっとたくさん触りたい」

「ああ……っ、や、それっ……」

　身を伸ばした彼が首筋に吸いついてきた。

　薄い肌への口づけは、唇にされるものと全然違う。彼の吐息も唇も、とても熱い。痕をつけない程度にちゅ、ちゅっと吸われるたび、身体がビクビク震える。

「ひ、ぁっ、慧さん……っ」

「首にキスされるの好きだよな」

「ちが……っ、くすぐったくてっ……」

「ふーん。これもくすぐったい？」

「んぅッ……！」

　熱い舌に首筋を舐められた。ねっとりと蠢く舌が、焦れったいような快感を刻みながら耳まで舐め上げていく。

「あっ、それ、やぁ……っ」

「そんな甘い声を出して嫌がっても、説得力がないんだが」

「んんっ、あ、あっ！」

　耳孔をぐちゅぐちゅと犯しながら、「美羽」と何度も甘く名前を呼んで誘惑される。

「全部見せてくれ。明かりはつけないから」

　やさしい声で囁かれて、目を伏せた。

　たしかに寝室の明かりはついていない。でも外はまだ明るい昼間だ。遮光カーテンを引いていても、室内は夜のように真っ暗にはならない。

「ただ美羽を気持ちよくしたいだけだ。手伝って」

　安心させるように、頬がそっと撫でられた。その眼差しの熱さに、もっと触れられたいと欲が募る。

　自分から脱ぐなんて恥ずかしい。そう思う理性は残っているのに、彼にもっと愛されたいという願いには勝てなかった。

　震える指で、帯締めと帯揚げをほどく。

　和服で過ごすことが多かったので、脱ぎ着には慣れている。それなのに、簡単な結び目をほどくのにひどく時間がかかった。

　ベッドに腰かけたままゆっくり帯をほどいていく美羽を、膝をついた慧が熱っぽく見上げている。いたたまれなくて、美羽はそっと目を逸らした。

「あの、そんなに見られると……脱ぎにくい、です」

「……ごめん。でも、綺麗だ」

　慧が小さく喉を鳴らした。情欲に掠れる声に、美羽も落ち着かない気持ちになってしまう。

　楚々とした和服姿が、結び目をひとつほどくごとに乱されていく——彼に抱かれるために。それを目の前で見せつけられることは、夫をとても興奮させているらしい。

　自らの手で夫に抱かれる準備をしている美羽を、彼は熱に浮かされたような眼差しで見ている。焦らすつもりなんてないのに、震える指はいつものように動かない。ベッドの上に帯が落ち、着物と長襦袢も肩からすべり落ちるまで、ずいぶん時間がかかった。

　ようやく肌襦袢姿になった美羽は、胸元を庇うように腕で隠した。そんなことをしても薄手の生地には肌色が透けているし、羞恥に染まった顔を伏せている様子もいっそう夫を煽っているのだが、美羽は気付かない。

　劣情に染まった表情で、慧が美羽の顎を捉える。「かわいいな」と目を細められて、食べられそうな予感にゾクゾクした。

「そんなふうに隠しても、俺を興奮させるだけなのに」

「んん……っ」

「ほら、舌出して」

「ふ、ぁ……ん……」

　深く口づけて熱い舌でくちゅくちゅと翻弄され、美羽はまた頭がぼんやりしてくる。このキスは駄目だ。すぐに身体の力が抜けてしまう。

　胸元を隠していた腕も、だんだん緩んでいった。その隙を突くように、慧の手が身体のラインを辿り始める。

　肩から腕、そして腰からお腹。ゆっくりと撫でていく手はやさしい。やがて胸の膨らみに辿り着いた手が、形のいい胸をやわやわと揉んだ。

「あ……ん、っふ、ああっ……」

「……ブラつけてないんだな」

「締めつけるの苦手なので……あっ、ん……っ！」

　美羽は薄物を着る夏場以外、着物姿のときは和装用ブラをつけていない。締めつけは少なければ少ないほど楽だし、慣れればブラがないほうが断然快適だ。

　でもこうして触れられると、そのことがひどく恥ずかしい。胸元を守っているのが薄い肌襦袢一枚というのは、ずいぶん心許ない気がしてくる。

　慧は美羽がブラを身につけていないことに一瞬戸惑った様子だったが、すぐにふっと意地悪な笑みを見せた。

「あ……ッ！　慧さん、それっ……ああっ！」

「触りやすくていいな、これ」

　すでにぷっくりと硬くなっていた胸の先が、布越しにすりすりと弄られる。やさしくきゅうっと摘ままれて、美羽は思わず背をしならせた。

「乳首尖ってるの、自分でも分かる？」

「や、分からな……っ」

「ほら、ここ」

「んっ、ああっ……だめぇ……っ！」

　最初はくすぐったいような気がしたそこは、彼の指でやわらかく転がされるうちに強い快感を拾い始めた。

　完全に尖りきった胸の先に、慧が布地の上からふぅっと息を吹きかける。そんな小さな刺激にも、甘く焦れったい快感を得てしまう。

「これ、汚れてもいい？」

　唇が胸に触れそうな距離で、慧が囁く。「これ」は肌襦袢のことだろう。ぼんやりした頭でなぜ汚れるのかと思いながら頷くと、彼はそのまま舌を伸ばした。

　やわらかな舌が、布越しにぬるりと胸の先に触れる。予想していなかった刺激に、美羽の身体が震えた。

「ひ、やぁ……っ！　あ、あっ！」

　彼は肌襦袢の上から、ゆっくりと尖りに舌を這わせる。指でも愛撫されたばかりの先端が強く吸われると、じんと痺れるような快感が全身に広がった。

　夫の舌は熱く、ぬるぬると唾液をまぶしながら的確に美羽を追い詰める。気持ちいい。気持ちよくて、背中が震えて腰が浮いてしまう。

「ん、っ……あ、あッ……」

「腰動いてる。気持ちよさそうだな」

「んん……っ、あ、そんなに、舐めたら……っ」

「感じやすいね。もっと気持ちよくなってくれ」

「あっ、ふ、ぁ……っ！」

　やわらかなガーゼの肌襦袢は、胸のあたりだけが唾液で濡れて貼りついている。赤い尖りが透けて見えるのが、ひどく淫らだ。

　慧は見せつけるように、殊更ゆっくりそこを舐め回した。舌先でつついてはやさしく吸われ、美羽は腰を揺らした。

「肌着の上からでも感じるのか。こんなに乳首勃たせて……」

「あんっ、あ、やぁっ……」

　慧が舐めたり触れたりするたび、ぬるぬると濡れた布地が擦れて、すっかり敏感になった尖りを苛む。

　たっぷりと濡らして唾液を塗り込めるように指先で弄られ、美羽は嬌声を上げることしかできない。

「あっ、それ……やめっ……あ、あっ……」

「すっごくコリコリになってるな。こんなに濡れて赤くなって……」

「慧さんが……っ、な、舐めるからっ……」

「うん……？」

「き、気持ちよくなっちゃ……っ、あ、あッ！」

　息を詰めた彼が、いきなりじゅうっと強く吸いついてきた。痛いほど吸われて舐め回され、我を忘れて感じてしまう。

「ああっ！　や、あああぁ！」

「は、そんなに乱れて……すぐにでも犯したくなるだろ……！」

　耳元に口づけた彼が、「脱がせていい？」と切羽詰まった声で囁く。

　もう充分恥ずかしいことをされている。でも、明るいところで直接身体を見られるのは本当に恥ずかしい。美羽は慌てて首を振る。

「だ、駄目です……んぅ……っ、んんっ」

「意地悪だな、もっと気持ちよくしたいのに」

「慧さん……っ、や、あッ！」

　彼の指が両胸の先を弄ぶ。やさしく摘ままれて、指先でカリカリと引っ掻かれて。気持ちいいことばかりしてくる長い指に、吐息が乱れる。

　快感が強すぎて怖いほどなのに、身体は素直に甘い刺激を享受した。

　これ以上されたら本当におかしくなりそうだ。美羽は必死にシーツを掴んで、押し寄せてくる愉悦に耐える。

「ん、ん……っ」

「声、我慢してる？」

「ああッ……！　あ、ふぁ……っ、ん、やぁっ……」

　また布越しに尖りが吸われた。痛いほど強く吸って、痛みを宥めるようにやさしく舐めて。そうされるたび、お腹の奥がきゅんきゅん疼く。

　彼は誘惑するように、あちこちに口づけを落とした。最初は髪に、そしてこめかみに、ゆっくりとキスが重ねられていく。

　慧の舌が、敏感な首筋を再び舐め上げた。胸の先をクリクリと弄るのと一緒にそれをされると、快感が増幅される。喘ぎ声が止まらない。

「あっ、あぁん！　は、ぁっ、あああっ！」

「いやらしい顔」

「んっ、そんなこと……っ」

「かわいいって意味だ。もっと感じて」

「あ……っ、ん、それっ……んんっ」

　少し強めに摘ままれて、身体が疼く。

　首筋を這う舌と吐息が、蕩けてしまいそうに熱い。

　夫が自分の身体に欲情している。そのことが伝わってきて、うれしくて彼の首にそっと腕を回した。苦しそうな息をついた慧が、また胸の先を弄る。

「美羽……本当にかわいいな……」

「ああ……っ、それ、やぁっ……」

「気持ちいいんだろ。そろそろ全部見せてくれ」

　甘く囁かれる誘惑に、もう耐えきれなかった。

　……恥ずかしい。でも見られたい。もっともっと、深く触れてほしい。

　小さく頷くと、うれしそうに笑った慧が触れるだけのキスをくれた。

「気持ちいいことしかしない。だから、怖がらないで」

「ああっ……！」

　待ちかねたと言わんばかりに、肌襦袢の襟がぐっと押し開かれた。ブラをつけていない胸がふるりと零れる。

　ふっくらとした白い双丘を見つめ、慧が熱い吐息を漏らした。

「ああ、綺麗だ」

「慧さん、恥ずかしい……」

「こら、隠すな」

　胸を隠そうとしても、たくさん愛撫された身体は思うように動かない。両手が頭上でまとめて押さえつけられ、肌を隠すことはできなくなった。

　欲情した眼差しが、美羽の身体を舐めるように見つめている。

　見られないように身じろぎしたけれど、白い膨らみが誘うように揺れるだけで、逆効果だった。

「……っ、そんなに見ないで……」

「無理。俺にいやらしい姿にされてるところ、美羽もちゃんと見て」

　意地悪く囁く慧に、唇を噛んで涙目になった。

　ついさっきまで清楚な和服姿だったのに、今は薄い肌襦袢と裾除けだけの姿にされている。

　しかも純白の無垢な肌襦袢は、胸元だけが大きく開かれている。零れ出た膨らみは淫らに濡らされ、胸の先がつんと赤く尖って存在を主張していた。

「乳首真っ赤。食べられたい？」

「んぅ……っ！」

　胸の先がピンと弾かれる。触られたのは胸なのに、子宮の奥がずぐりと疼いた。

　しっかりと熟れて、男に食べられるのを今か今かと待っている身体。

　そんなものを自分が持ち合わせているなんて、慧と結婚するまでは知らなかった。恥ずかしいのに、快感に目を潤ませる妻を見て、慧はこの上なくうれしそうに笑っている。

「いっぱい気持ちよくなろうな」

「んっ、あ、あ……ッ」

　胸の先がゆっくり舐め上げられる。

　布越しの刺激も気持ちよかったが、直接愛撫されるのはたまらなかった。

　ぬるりとした舌が敏感な尖りをチロチロと舐め回し、時々抉るように弾かれる。やさしく甘噛みされて、美羽はビクッと震えた。

「噛まれるのも好きだよな」

「そんな……っ、ああッ……」

「好きだろ、そんなに腰揺らして」

「あ、は……っ、あぁん！」

　そっと歯を立てたまま、ちゅくちゅくと先端が嬲られた。反対側は唾液に濡れたままぬるぬると弄られ、わけが分からなくなるほどの快感に飲み込まれていく。

　強く吸いつかれ、足のあいだからトロリと熱いものが零れた。

　もうすでに、秘所は滴るほどに濡れている。下着が貼りついて不快だ。美羽は無意識に膝を擦り合わせて身を捩る。

「ああ、そっちも触ってあげないとな」

「えっ……や、慧さん……！」

　膝裏に手をかけた慧が、美羽の足を大きく開かせた。

　これでは裾除けがはだけて、下肢が剥き出しになってしまう。慌てて足を閉じようとしたのに、膝のあいだにはすでに彼の身体が入り込んでいて閉じられない。

「美羽……この下着……」

　下着を目にした慧が、驚いたように足のあいだを見つめている。彼の視線の先にあるのは、白いレースのＴバックだ。

「……あの、普通の下着だとラインが響くので」

　呆然と見つめられて、思わず言い訳するように小さく言った。

　着物のときは裾除けだけを身につけるという人もいるが、美羽はショーツがないと落ち着かない。でも下着のラインがくっきり見えるのも困る。だから着物を着るとき、ショーツはいつもこのタイプだった。

　美羽にとっては、あくまでも実用的な理由で身につけているもの。でも世間的にはやはり、これは扇情的な下着なのだろう。

　清楚な妻の、大胆な下着姿。

　それは彼を煽るのに充分だったらしい。目元を覆って「反則」と呟いた慧の声は、ずいぶん掠れていた。

「ああもう、ノーブラでこんなパンツ穿いて……エロすぎだろう、君は……！」

　はーっと大きなため息をついた慧が、美羽の膝裏を掴んだまま足を上げさせる。荒々しい手つきに驚いていると、彼はそのまま美羽の秘所にむしゃぶりついてきた。

「慧さん、やっ、お風呂入ってないのに……！」

「いいから」

「駄目ですっ、や、だめぇ……っ、あああぁっ！」

　こういう行為は、いつも風呂を済ませたあとだった。美羽がそうでなければ絶対嫌だと言ったから。それなのに、シャワーも浴びないままのそこに、夫が顔を埋めてくる。

　美羽は必死で足をばたつかせて抵抗するが、それも慧を興奮させたらしい。

　いつになく強引に下着がずらされ、蜜にまみれた花弁に吸いつかれた。卑猥な音を立てて、何度もいやらしく蜜が啜られる。

「ひ、ぁっ、あっ！」

「ああ……すっごい濡れてる。トロトロだな」

「いや、汚いから……っ、あ、やぁっ！」

「全然汚くないからじっとしてて。暴れるなら縛るぞ」

「そんな、ああぁ……ッ！」

　肉厚な舌の愛撫に、素直な花弁がまた新しい蜜を零す。彼はそれを味わうように、淫らにじゅるじゅると舐めしゃぶった。

　結婚するまで、性的に触ったことも触られたこともなかった場所。

　そこに顔を埋められ、舌で嬲られる快感は強烈すぎる。おいしそうに蜜を舐め取る音が恥ずかしくて、頭がクラクラした。

「着物の下は、いつもノーブラでＴバックだったのか？」

「ん、ん……っ、そうですね、だいたい……あああッ！」

「そんなエロい姿で他の男の前に立ってたのか、君は」

「あっ、だって……っ、ん、んんっ！」

　興奮している様子の慧は、美羽を詰るような声で言いながら、激しい舌遣いでそこをめちゃくちゃに舐めてくる。音を立ててしゃぶられ、思い切り吸い上げられ、意識が飛びそうなほど気持ちいい。

「邪魔だな、脱がせるぞ」

　荒々しい息をつきながら、慧が衝動を抑えるように低い声で言う。

　ぐっしょりと濡れた薄い下着が脱がされ、さらに足を大きく開かれた。

　トロリと溢れた蜜がシーツを汚していく。新しい蜜が零れるのを見て、慧の眼差しが一段と濃密な欲情に染まった。

「お尻まで濡れてる。こんなに濡らして……」

「んぅ……っ、あ、あっ……」

　再び埋められた彼の舌が、甘く蕩けた花弁の溝をゆっくり行き来する。

　熱い舌が襞のあいだに入り込み、一番敏感な尖りが探り当てられた。慎ましく奥に隠れていた小さな花芽を、彼は舌先で容赦なくつつく。

　びりびりと痺れるような刺激に、美羽は思わず背を反らした。

「ふ……っ、あ、あっ！　んっ、慧さ……っ」

「ああ、また溢れてきた」

「ひ、ぁ……っ、や、いじめないでぇ……！」

「いじめてない、かわいがってるんだよ。美羽のいいところ、もっと教えてくれ」

「んんんっ！」

　溢れる愛液をたっぷりとまとった指が、そっと花芽に触れる。

　それは触れるか触れないかくらいの、やさしい愛撫だった。でもぬるぬると蜜を塗られるたび、美羽は急激に追い詰められていく。

　愛撫を期待する淫らな芽は、もっとしてほしいと膨らんで、彼の指を求める。慧は根元から撫でるようにしてそこをかわいがり、快感の芽をじっくり育てていった。

　もう、そろそろ限界が近い。

　美羽はじっとしていられず、せわしなく腰を揺らす。

「慧さん、そこ変なの……っ、変になるからっ！」

「大丈夫、もっとよくなるだけだ。ほら」

「や、あ、あああぁぁっ！」

　膨らみきった花芽がぐりっと押されて、最後の仕上げをされた。

　頭の中が真っ白になって、全身がビクビクと震える。

「ん、ん……っ、あぁっ……」

「すっごく気持ちよさそうだな。かわいい」

　痙攣し続ける身体が、慧にしっかり抱きしめられた。やさしい夫の腕の中で、安心して目を閉じる。

　でも強い絶頂の余韻は、なかなか引いてくれなかった。

　いつまでもヒクつく淫芽が、微かな快感を美羽に与え続ける。その一方で、満たされることのなかった蜜洞も疼いていた。

　あんなに深く達したのに、身体はまだほしがっている。自分の貪欲さに恥じらって、美羽は頬を染めた。

「またほしくなった？　発情した顔してる」

「……っ」

　妻をもっと嬲ってやろうという、雄の眼差し。

　いつもクールな慧が、情欲に染まった目で自分を見ている。それだけで、美羽の蜜口はまたはしたなく蜜を零した。

「大丈夫、もう一度触るよ」

「ん、ああ……っ」

「まだ終わらない。じっくり時間をかけてしような」

「ふ、ぁっ、そこだめっ……！」

　もう一度、小さな花芽が指先で撫でられる。蜜にまみれたそこはさっきより濡れていて、摘まもうとする慧の指から逃げるようにぬるぬると滑った。

　いっそう敏感になった小さな芽が、またすぐに美羽を高みに押し上げていく。

　いやいやと首を振っても許されず、慧は執拗にそこを撫でた。痛々しいほど膨らんだ芽の付け根がクリクリと弄ばれ、美羽は身を捩る。

「ああ、そんなに動かないでくれ。濡れすぎてて摘まめない」

「やっ、あ……ッ、強くしないでっ……」

「ん、これ強い？」

「んっ、強くて……っ、ああぁー……っ！」

　余韻がくすぶる身体は、ぐりっと花芽を押されただけで再びあっけなく達した。

　意識が飛びそうになるのに、もっと感じろと言わんばかりの指先がそれを許してくれない。膨らみきった尖りがつつかれ、喜んだ蜜口が深いところへの挿入を求めるようにヒクついている。

「指挿れるよ、美羽」

「え、ゆび……？　あ、んぅ……っ」

「痛かったら言ってくれ」

「大丈夫……です……」

　彼との行為に慣れた身体は、もう指が入ってきても痛むことはない。トロトロになっている蜜洞は、彼の二本の指をあっさり受け入れた。

「力抜いてて。ゆっくり動かすぞ」

「ん……っ、は、い……」

　こちらを気遣いながらの手つきは慎重で、痛みはない。

　快感にきゅうきゅうと蜜襞が蠢いていることに気付いた指は、すぐに意地悪な動きになった。浅いところがじっくり撫でられ、美羽は腰を震わせる。

「ここ、美羽の好きなところだな」

「あ、あ……っ、そこっ……」

「うん。ゆーっくりトントンされるとすぐイくだろ、美羽」

「ああッ、あ、やぁ、んんー……！」

　長い指が、蜜襞のザラザラしたところをやさしく引っ掻くように刺激する。

　激しく出入りさせるでもなく、奥を探るでもなく、浅いところをやわらかな指遣いで抉られる。それだけで、美羽はあっさり達した。

「んっ、もう……っ、あああッ！」

「すごいな、ずっとイってるのか？」

「だって、慧さんが……っ、あ、あっ……！」

　蜜襞をかわいがる指の動きは、中がうねってぎゅうっと締めつけてきても、ずっと止まらない。

　それだけでなく、慧は胸の先を含んでちゅくちゅくとやさしく舐めた。甘い疼きが下肢へと伝わって、また蜜が溢れる。

「もうトロトロだな。ほら、もう一本挿れるぞ」

「あ、んんんっ！」

「ヒクヒクしてる。指、気持ちいい？」

「ん、いいっ……慧さんの指、気持ちい……っ」

「……っ」

「あっ、激しい……っ、や、ああぁぁっ！」

　三本の指が急にじゅぶじゅぶと激しく動き出して、蜜洞を容赦なく苛む。

　指が増えた分、快感も増した。押し広げられた蜜口が、ゴツゴツした指を歓迎するように吸いつく。

　胸の尖りを舐められながらお腹の奥まで長い指に嬲られ、また何度も押し上げられた。

　繰り返しやってくる絶頂。やがて耐えきれず、美羽は汗びっしょりになった身体をやわらかなシーツに沈めた。

「はぁ……っ、あ、あ……」

「ごめん、大丈夫か？　夢中になりすぎた」

　水を持ってきた慧が、口移しで飲ませてくれる。冷たい水がおいしく、甘い。彼のキスも。

「昨夜も無理をさせたのに、すまなかった。少し眠るといい」

「え、でも……」

　美羽の快感ばかりを優先して、彼のスラックスはまだ窮屈そうに膨らんだままだ。最後までしなくていいのだろうか。

　申し訳ない気持ちになるけれど、「おやすみ、愛してるよ」と髪を撫でられているうちに、瞼が重くなっていく。

　夫になった人の、男性らしい大きな手。お見合いの席でこの手を取ってよかった。今は彼のそばで、とても幸せだ。

　何度も思ったことをまた反すうしながら、美羽はトロトロと浅い眠りに落ちていった。







三








「本当に結婚したんだな。何の冗談かと思ったのに」

「私もまだ信じられないんだけど……トントン拍子に話が進んじゃって」

　この日、美羽は宵月庵の厨房で和菓子の試作をしていた。

　宵月庵の職人である悠ゆう斗とから、「定休日だけど厨房にいるから、暇なら顔出さないか」と連絡があったのだ。

　兄夫婦はまだ引っ越しを済ませておらず、祖父と母は出かけていて、母屋にも人の気配はない。定休日の厨房はとても静かだ。そこに、悠斗の不満げな声が響く。

「冷たいな、事前に知らせろよなー。いきなりあんな御曹司と結婚するなんてびっくりするだろ」

「ごめんって。本当にいきなりだったの」

「まあ幸せならいいけどさ。よかったな、おめでとう」

「ありがとう。それと、兄のことでいろいろ迷惑かけてごめんね」

　悠斗は美羽の、母方のはとこだ。

　子供のころから和菓子職人を目指していた悠斗は、休みのたびに一人で地下鉄に乗って宵月庵に来ていた。そして美羽と一緒に店に立ち、和菓子作りを学んできた。

　兄妹のように一緒に店を手伝ってきたこともあって、大人になってからも彼とは仲がいい。美羽にとって悠斗は、実の兄である朔也よりずっと兄らしい存在だ。

　昔から店に出入りしていた悠斗は、朔也が店の手伝いを一切せずに遊び歩いていたことも、跡取りの座を蹴って家を飛び出したこともよく知っている。「朔也さんかー」と言う声は、いかにも嫌そうだった。

「どの面下げて戻ってくるんだろうな、あの人。大旦那も大旦那だよ、今まで美羽のこと散々この店に縛りつけておいて、朔也さんが帰ってくるからって手のひら返してさ」

「おじいちゃん、お兄ちゃんのことかわいがってたからね」

　美羽は苦笑しながら、寒天に砂糖を溶かしていく。

　結婚後も何度か実家に顔を出しているが、兄とはあの日以来会っていない。働いていた店をクビになった兄は、早々に宵月庵で働き始めるかと思ったが、何だかんだと理由をつけてまだ働いていないのだ。

「お兄ちゃん、お店に顔を出してる？」

「いや。でも嫁さんのほうはしょっちゅう来るよ。仕事手伝うわけでもなく、店がボロいとか古くさい菓子ばっかりだとか、何だかんだと文句言って帰っていくな。そのわりには、大旦那からしっかりうちの和菓子もらっていくけど」

「ごめんね、嫌な思いさせて。お兄ちゃんたち、ここでちゃんと働くつもりあるのかなー……」

　身内である祖父や母はともかく、働いている職人たちには、兄夫婦のことで迷惑をかけたくない。洗い物を片付けながら、美羽は表情を曇らせる。

　でも悠斗は、美羽の言葉に「お人好し」と笑った。

「もうこの店の心配はいいだろ。それより美羽は旦那と仲良くやれよ」

「……うん、そうだね」

　慧と結婚して日々大切にされたおかげで、宵月庵の若女将でなくなったさびしさは、いつのまにかなくなっていた。

　たしかに悠斗の言うとおり、これからは実家の心配よりも、夫を支えて大切にすることを考えなければいけないだろう。

　悠斗が「ほら、美羽の新商品」と、固まったばかりの錦玉を出してくれる。

　錦玉は寒天を使って作る、ぷるぷるとみずみずしいゼリー菓子だ。ようかんで作った金魚や菖蒲、雪だるまなどを入れて作ることも多く、その店ごとの個性が楽しい。四季折々に表情を変える錦玉は、器用な悠斗の十八番でもあった。

「綺麗。お花見みたい」

　美羽は透明の錦玉をうっとりと眺める。

　半円形の錦玉には桜の花弁が入っている。塩漬けにした桜の花を全体にひらひらと散らし、着色したあんで作った黄色い菜の花を底の部分に入れた。

　菜の花畑に舞い散る桜。春めいていて華がある和菓子だ。

　美羽が提案した新商品だが、悠斗は思った以上に美しく仕上げてくれた。繊細な仕上がりに、思わずほうっとため息が漏れる。

「素敵、ありがとう。悠斗は細やかだよね、見た目によらず」

「一言多い」

　いかにも体育会系というゴツい見た目に反して、悠斗はかわいいものに目がない。だから美羽が提案する花や動物の和菓子も、「これかわいいな」と喜んで、いそいそと一緒に作ってくれる。

　この錦玉も自分ではなかなかうまく作れず、腕のいい悠斗に試作をお願いしていたのだ。

　前々から、ずっと楽しみにしていた試作品。

　さっそく一口試食してみると、ほんのりした塩気と桜の風味、甘さ控えめなあんが絶妙なバランスだった。

「いいね、これ。春の新作として出せればいいなと思ってたけど……間に合わなかったね」

「宵月庵に出す必要ないんじゃないか？　美羽の新商品が売れたから、大旦那はホクホクしてたけどさ。腹立つよな、美羽のこと店から締め出しておいて、ちゃっかりお前の和菓子は売り続けて儲けてるんだから」

「気にしてないよ、それは。おじいちゃんに追い出されたわけでもないし」

　おもしろくなさそうな悠斗の様子に、美羽は苦笑する。

　兄が跡取りになるという話を聞いて、悠斗は美羽以上に怒ってくれたのだ。その怒りはいまだ収まっていないらしい。

「あの猫の練切が売れて、私もすごくうれしかったし。やっぱりＳＮＳの影響ってすごいよね」

「変な宣伝打つより、ＳＮＳで話題になるほうがよっぽど売れるみたいだしな」

　かわいい猫の和菓子に自信はあった。たくさんの人に知ってもらえたら、きっと売れるだろうと。運よく誰かがあの和菓子の画像を拡散してくれたおかげで、作るのが追いつかないくらい売れたのだ。

　あんなふうに自分の商品が売れたときの喜びは、簡単に忘れられるものではなかった。こうして和菓子を作る楽しさも。

　これからも華やかな和菓子、かわいい和菓子を作りたい。いずれ何らかの形で、自分が考えた和菓子をもっとたくさん世に出したい。

　新しい暮らしが落ち着くにつれ、その気持ちも美羽の中でたしかなものになっていった。

　この錦玉も、商品としていつかどこかに並べられる日が来るだろうか。いや、絶対に並べたい。美羽は強くそう思いながら、美しい桜色を見つめる。

「今回は有名な人が画像載せてくれたからな。それで一気に拡散されたんだろうけど」

「有名な人？」

「東京のスイーツいろいろ載せてるアカウント。俺もフォローしてる」

　悠斗がスマホで見せてくれたのは、写真共有ＳＮＳサイトだ。該当のアカウントは、おいしそうなスイーツの写真をたくさん載せている。

　色とりどりのデコレーションカップケーキや、動物の形のドーナツ。水族館の水槽をイメージした、カラフルな魚がたくさん入ったフルーツのジュレ。

　たしかに悠斗が好みそうな、かわいいスイーツの写真が多かった。

「投稿してるの、どんな人なんだろうなー。いつもテンション高いし、たぶん高校生か大学生の女の子だと思うんだけど」

「えー、もう少し年上じゃない？　ちょうどこのとき、猫の練切買ってくれた人たちがいたんだよね。たしかみんな看護師さんだって言ってたけど」

「ふーん、看護師。かわいかったのか、その子たちは」

「食いつきすぎ。彼女に怒られるよ」

　悠斗の言葉は軽く流して、もう一度ＳＮＳサイトを眺める。

　今日投稿されているのは老舗茶舗のカフェメニューだった。小ぶりな和菓子を盛り合わせたワンプレートは愛らしく、いかにも女性受けしそうなメニューだ。

「カフェもいいよね、こういう和風でシックな雰囲気の。宵月庵ではできないけど」

「じゃあそのうち一緒にやるか。俺も宵月庵辞めることにしたから」

「……え？」

　大事な話をさらりと口にして、悠斗も錦玉を一口食べる。何も聞いていなかった美羽は、まじまじとその横顔を見つめた。

「うん、うまいな。さすが美羽」

「いや、さすが悠斗だよ。これ私のレシピよりちょっとだけ塩増やしたよね、こっちのほうが断然いいよ。……ねえ、それより本当に辞めるの？」

「朔也さんの下で働くなんてお断り。あと、もっといろんな店で修業してみたいし」

「そう……」

　母方の親戚である悠斗は、「跡取りは直系男子」という宵月庵のしきたりに、もともと批判的だった。長男である朔也より美羽のほうが素質があるとキッパリ言って、父方の口うるさい親戚を怒らせたこともある。

　今回のことで、悠斗もこの店に見切りをつけたのかもしれない。

　美羽が店に出なくなり、母も「今度こそ実家に帰ろうかしら」なんて真顔で言っている。そして悠斗も、そのうち店を辞めてしまう。

　それほど熱心に働くとも思えない兄夫婦が継いだら、宵月庵はどうなるのだろう。

　いや、それを口にしたらまた、「お前が心配することじゃない。お人好し」と悠斗に言われてしまうだろうけど。

「いつかやれるといいな、かわいい和菓子ばっかりの店」

「そうだね、いつかね」

　自分たちで店をやるなんて、そんなに簡単なことではないのは分かっている。

　でも夢みたいなことだとしても、少しずつ前向きに、自分のやりたいことを考えられるようになってきた。美羽はそのことにホッとしながら、悠斗と笑顔で別れた。





◇






　マンションに帰ると、慧はすでに帰宅していた。

　夕食はビーフシチューのつもりだったが、それも彼が作ってくれたらしい。いい香りが玄関まで漂っている。

「慧さん、おかえりなさい。今日は早かったんですね」

「美羽もおかえり。今日は外出先から直帰したんだ。夕食作っておいたよ」

「ありがとうございます。わー、おいしそう！」

　圧力鍋でやわらかく煮込んだ牛のほほ肉、バジルをたっぷり使ったカプレーゼ。グリーンアスパラのサラダもスモークサーモンのマリネも、レストランのように美しく盛りつけられている。

　料理が趣味だという慧は、時間さえあればよく食事の支度をしてくれる。

　美羽も料理は好きだけれど、こうして夫に作ってもらえるのももちろんうれしい。和食を好む美羽と洋食が得意な慧とで、お互いに教え合いながら一緒に料理するのも楽しかった。

「かわいいワンピースだな。買い物にでも行ってきたのか？」

「宵月庵に行ってきました。悠斗と一緒に、和菓子の試作を」

　お土産に持ち帰ってきた新しい錦玉を見てもらいたかったが、食後の楽しみにしようと冷蔵庫に入れる。

　扉を閉めたところで、慧が後ろから抱きしめてきた。冷蔵庫と夫とのあいだに閉じ込められて、美羽は身動きができなくなる。抱きしめられる腕の力強さに、何だかドキドキした。

「あの、慧さん？」

「妬けるな。俺がいないあいだに、他の男と会ってたなんて」

「はとこですよ、悠斗は」

　慧の言葉に驚いた。いつもクールで完璧に見える夫は、嫉妬という感情とは縁のない人だと思っていたから。

「はとこだって結婚できるだろ。しかも、腕がいい和菓子職人だと聞いている。もしあのまま美羽が店を継ぐことになっていれば、君はその彼と結婚したかもしれない」

「まさか。向こうもお断りだって言いますよ、絶対」

　慧の言葉に、美羽は苦笑した。

　法的には結婚が可能な親戚だとしても、悠斗は兄のような存在だったのだ。そして彼には、十年来の恋人もいる。

　たとえ祖父から「悠斗を婿にしろ」なんて言われたとしても、お互い即答で断っていただろう。

　……でもたしかに、あのまま跡取りになっていたら……たぶん誰か他の人と結婚していたんだな、私。

　兄が戻ってくるなんて言い出さなければ、近々自分はどこかの和菓子職人とお見合いしていたはずだ。慧との縁談が持ち上がることは絶対になかった。

　こうして慧と夫婦になった今、その可能性を考えると何だか不思議な気分になる。

「もしかして他の男のこと考えてる？」

「いえ、そんなこと……んんっ」

　顎をすくわれ、顔だけ後ろを向かされる。ひんやりした冷蔵庫に押しつけられながら、唇が塞がれて舌が入り込んできた。

　くちゅくちゅと奥まで探られて、飲みきれない唾液が零れる。

　いつもより息苦しい体勢は、キスも少し苦しい。早く逃れたいのに、舌を引っ込めようとするたびに強引に絡め取られて、全然逃げられない。

　それはやけに熱くて長い、執拗な口づけだった。

　口の中を舌先でいやらしく舐め回され、身体の熱が勝手に上がっていく。

「ん……ふ、ぁ……」

「しっかり立ってないと駄目だろ」

「だって……っ」

　何とか体勢を保とうと冷蔵庫に両手をついていたが、もうその手からはすっかり力が抜けている。美羽は慧の腕に支えられながら、震える足で立っているのがやっとだ。

「いい匂いがする、美羽。君はいつも甘い匂いだ」

　後ろから抱きしめていた慧が、ぐっと腰を押しつけてきた。

　スーツからラフな服装に着替えていた彼は、やわらかな生地のチノパンを穿いている。その生地越しにすっかり硬くなった昂りをグリグリと擦りつけられて、美羽の頬が染まった。

「え……慧さん、ここで？」

「嫌？」

「嫌では……ないですけど……」

　広々としたアイランドキッチンは、視線を遮る壁や棚がないので、リビングまで全部見渡せる。キッチンとダイニング、リビング部分まで合わせれば、三十畳以上あるゆったりとした造りだ。

　夫婦の行為は、寝室で秘めやかに行われるものだと思っていた。こんなに明るく広々とした部屋で抱かれると思うと、すっかり慣れたはずの行為にも緊張してしまう。

「大丈夫、俺しか見ていない。思いっきり乱れるところを見せてくれ」

「……ぁ、ん……っ」

　首筋に、ゆっくり何度もキスを落とされる。

　やわらかく食まれて、耳の後ろでもキスの音を立てて。弱いところをじんわりと炙るように、熱い唇が押し当てられていく。

　やがて美羽の声が甘さを帯びてくると、彼の愛撫にも熱が入った。

「ひ、ぁ……っ、あ、ああっ」

　首筋を舐め上げた舌が、そのまま耳孔を犯す。

　ぐちゅぐちゅと響く音と、彼の熱っぽい吐息。抱かれることに慣れた身体は、濃密な睦み合いの気配を悟って早くも潤っている。

　……キッチンでこんなこと……恥ずかしいのに。

　止めなければと思いながら、耳を責められ続けて身体に力が入らない。

　ワンピースの前ボタンが性急に外された。ふんわりした素材のワンピースとインナーが、パサッと頼りない音を立てて床に落ちる。

　下着だけになった身体の線を、大きな手が撫でていく。強引ではない、やわらかな手つき。

　でもそこにはたしかに官能の気配があった。これから抱くのだと思い知らせるような動きに、美羽の身体は勝手に高まってしまう。

「あ、やぁ……っ」

「まだ触ってるだけだよ」

「ん、そうなんですけどっ……」

「本当に敏感だな、かわいい」

　後ろから抱きかかえられたまま、収納カウンターの前に連れていかれた。「掴まってて」と言われて、棚板の縁を必死で掴む。

　木目が美しい一枚板で作られたカウンターの上には、最新のキッチン家電がいろいろ並んでいる。毎朝慧と一緒にパンを焼いたりコーヒーを淹れたりして、和やかに朝食の支度をするスペース。

　そんな場所で、今は自分だけが下着姿にされている。

　恥ずかしいのに、胸の膨らみを揉みしだかれると声を我慢することができない。膨らみを揺らされ、やさしく揉まれて、美羽は背をしならせた。

「あっ、ん……ぁ……っ！　んんんッ！」

　ブラの中に侵入してきた指に先端をクリクリといじめられて、思わず身を捩る。

　少し触られただけで、胸の先は従順に尖って形を変えた。もっと触ってほしいとねだるように。

　夫に触れられるとすぐに淫らになってしまう自分の身体が恥ずかしい。一旦熱を冷ましたいのに、意地悪な指は敏感な尖りを逃がしてくれない。

「二人きりだったのか？」

「あ、はぁ……っ、え、二人きり……？」

「今日、はとこと」

「ん、二人、でした……んんんッ！」

　なぜか低くなった声に、正直に答える。その途端、両側の胸の先を強く摘ままれた。

　痛みを感じるか感じないかくらいの力加減。それをされると身をくねらせてよがってしまうのに、彼は容赦なく赤い尖りを押し潰す。

「ふ……っ、ぁっ、慧さん……っ！　それっ……」

「これが好きだろう、君は」

「ん……っ、あ、あっ！　んんんっ！」

　首を振って強い快感に耐えようとしたが、無駄だった。後ろから回された大きな手は、敏感な先端を執拗に嬲って、美羽を追い詰めていく。

　胸を責めながら、耳朶がちゅくちゅくと舐めしゃぶられた。慧の吐息が首筋を撫で、身体がビクビクと震える。

　胸と耳を同時に愛撫されるのは苦手だった。すぐに高まってしまう、美羽の弱いところ。それを知り尽くしている夫は、責める手をまったく緩めてくれない。

「心配だな。こんなにいやらしい身体で、他の男と二人きりになるなんて」

「あ、あ……っ！　そんなことっ……」

「そんなふうに腰を揺らして、男を誘惑して……悪い子だ」

「ちが……っ、そんな……ああっ……！」

　耳元で責めるように囁かれ続けて、そんな言葉の意地悪さにも感じてしまう。低い声音に漂う、彼の嫉妬と独占欲。もっともっと彼のものにされたかった。

　……気持ちいい。あちこち気持ちよくて、変になりそう……っ。

　しっかり抱きしめたまま激しく愛撫されて、お腹の奥は我慢できないほど疼いていた。空洞のままの蜜壺が、早く隙間なく埋めてほしいとヒクヒクしながら蜜を零す。

　はしたないと思うのに止められない。美羽は自分から腰を揺すって、慧の昂りにそっと身体を押しつけた。

「もうほしい？　そんなに誘惑されると、俺も我慢できなくなるんだが」

「……っ、ほしっ……、慧さん……っ」

「は、かわいいな……」

　ブラが外され、膨らみがあらわにされる。

　きゅうきゅうと強く摘ままれた先端は、痛々しいほどにピンと尖っていた。そこはいつもなら慎ましい色なのに、今は愛撫を誘うように真っ赤になっている。

　耳元で「いい眺め」と囁きながら指でやさしく弾かれ、膝が震えた。

「ん、お願い……はやく……っ」

「もっとたくさん気持ちよくなってからだ。君が誰のものか、しっかり覚えて」

「そんな、ああぁ……っ」

　お預けされた蜜襞が、また物欲しげに蜜を零した。彼の手がそこに伸びてくる。

　でもショーツの上から割れ目に触れた指は、クロッチ部分をただやさしく行き来するだけだ。すぐにでも貫けそうなほど濡れているそこが恥ずかしい。

「いつから濡れてた？　ぐしょぐしょだな」

「……っ」

　辱めてくる慧に、何も言い返せないまま唇を噛む。今日は最初から濡れていたのだ。少し息苦しいキスをされたときから——いや、キスを予感したときから、すでに。

　この身体は、いつからこんなに淫らになったのか。下着を穿いていなければ、もうとっくにキッチンの床を汚してしまっていただろう。

　ショーツ越しの指は、敏感な尖りもそっと撫でる程度で、決定的な快感はくれない。

　布越しに探られる指が、遠すぎてもどかしかった。もっと深く、気持ちいいところを触ってほしい。美羽は切ない気持ちで、助けを求めるように振り向く。

「あっ、やぁ……っ、慧さん……」

「ん？　物足りない？」

「……っ、ん、たりないっ……」

　素直にコクコクと頷くと、「何がほしい？」と囁かれる。

　満たされず熱が籠もっていく身体が熱い。縋りついている棚板が手汗で滑って、慌ててぎゅうっと握り直した。

　ゆっくりゆっくり動かされる指に焦らされて、身体は早く早くと疼いている。

　意地悪い問いかけに、涙目になる。でももう、羞恥を感じる余裕もなくなっていた。

「ぅ、あ……っ、ゆ、び……」

「ん？　指がなに？」

　ショーツの上から敏感な芽を小さく弾かれる。「あッ」と媚びるような声が出た。疼きに耐えながら、「お願い」と囁く。

「ゆび……っ、いれてくださいっ……」

「いいよ。いっぱいしような」

　ショーツが手早く脱がされた。

　汗ばんでいた下肢が、外気に触れてスースーする。はぁっと熱っぽいため息を漏らすと、ご褒美だと言わんばかりに二本の指がすぐに入り込んできた。

　いやらしい音を立てて、蜜口が男の指を受け入れる。ヒクヒクと喜ぶ蜜襞の動きを楽しむように、彼はゆっくりと中まで侵入してきた。

「ぐっちゃぐちゃ。聞こえる？」

「んんっ……！　あっ、そんなに音立てたら……っ」

「仕方ないだろ、美羽が濡らしたんだから」

「そんな……っ、ああっ！」

　蜜口に小刻みに出し入れされる指は、ぬちゅぬちゅと音を立てて美羽の羞恥を煽った。膨らんだ尖りを撫でられ、腹側にあるザラザラしたところが擦られる。慧はそこを何度もやさしく引っ掻いた。

「あっ、そこっ……、だめ……っ」

「駄目？　何が駄目？」

「ひ、ぁっ、駄目、何か出ちゃうから駄目ですっ……！」

「いいよ、出せばいい」

「やぁっ、本当に出ちゃ……っ、だめ、あ、あ！」

　切羽詰まった美羽の声に、指の動きが早くなる。じんじんと脈打つような熱が広がって、蕩けそうに熱い。

　二本の指は、美羽の制止などものともせずに、好き放題に蜜壺を荒らした。

　やさしく撫でられて安心していると激しく嬲られ、もっと貪りたいと思うと刺激を緩められる。予測のつかない動きに翻弄され、気がつけばどんどん高みに押し上げられていた。

　追い立てるような快感から逃げたくて身を捩っても、それはただ自分を苦しめるだけだ。思いがけずいい場所に彼の指を導いてしまい、美羽は甘く啼かされ続ける。

「や、あぁ……っ、そんなに、っ、しないで……っ」

「ん……？　ああ、もうイきそうだな」

「あ、あっ……イく、い、くぅ……っ！　あ、ああぁぁっ！」

　ぎゅうっと彼の指を締めつけた直後、大量の蜜が零れた。パシャパシャッと床を濡らす水音が耳に届き、自分の淫らな反応に目眩がする。

「は……っ、やだ、わたし……」

「ほら、休んでる余裕はあるのか？」

「ああッ、まって……っ、まだ、ああっ！」

　指での蹂躙はまだ始まったばかりだ。それを思い知らせるように、彼の指がまた激しく動き始めた。

　興奮して腫れぼったくなった蜜襞が、慧の指でぐちゅぐちゅと掻き混ぜられる。

　達したばかりの中は熱い。でも彼の指はもっと熱かった。身体の奥から溶かされているようで、蕩けた蜜肉が甘えるように夫の指にしゃぶりつく。

「深くするよ」

「んっ、ああぁぁっ！」

　ゆっくり出し入れされていた指が、根元までずっぷり埋められた。

　彼の身体の一部が、自分の深いところまで入っている。そう思うだけで、またトロトロと甘い蜜が零れた。

「ああ、奥が熱いな……あとでここ、いっぱい突こうな」

「ふ、ぁ……っ、もう、ほしい……っ」

「駄目、もっとほしくなってから」

「ん、ぁっ、んんんー……！」

　逞しい彼の熱杭で思い切り突かれたいのに、まだ指は抜かれない。

　長い指が浅いところへ移動する。美羽の好きな場所がゆっくり擦られた。慧に教えられた、気持ちいい場所。

　そこをやさしく引っ掻くようにしながら、彼は親指で花芽にも触れた。ぐーっと押し込むように追い詰められて、身体が震える。

「あっ、やだ、もうっ……またイく、イくからぁ……っ」

「ああ、またいっぱい出せばいい」

「ふ、ぁっ、あああぁっ！」

　ゴツゴツした指でぐりっと抉られて、関節がいいところに当たる。熱い蜜が吹き出し、また床をびしゃっと濡らした。

　指が抜かれないままぐにぐにと中を探られ、そのたびに残滓が床に滴っていく。

　一体どれだけ濡らしてしまったのか。彼の手や床がぐっしょりと濡れているのも、蜜壺がまだ物欲しそうに蠢いているのも、たまらなく恥ずかしい。

　立っていられなくなって、後ろから抱きしめる腕に支えられる。強い快感に痙攣した身体は、いつまでも小さな波が引かなかった。

「ん、ん……っ」

「なかなか収まらないのか？　かわいいな、そんなに震えて」

　宥めるように言いながらも、彼はまた指を動かす。美羽はぶるりと震えた。

「あっ、まだだめっ、んんッ……！」

「そう？」

「だ、めっ、んん……っ、あ、あぁっ！」

　再び動き出した指が、今度は膣奥を抉る。

　行為に慣れないうちは、奥を突かれるのが辛かった。内臓を押し上げられるような異物感と、大きなものをグリグリと押し当てられる鈍い痛み。

　うまく快感を拾えない美羽の涙目に気付き、慧は決して無理をせずに時間をかけて奥までほぐしてくれたのだ。

　すっかり慣れた今では、奥に触れられると快感に腰が揺れる。もっと奥まで満たしてほしいと自分の中がうねって、恥ずかしいほどだ。

　強い絶頂を味わったばかりなのに、長い指に深いところまでかわいがられて、またはしたなく果てを目指してしまう。立て続けの絶頂に、もう少し我慢しなければと思っても、身体は言うことを聞かない。

　美羽は掴まっているカウンターに縋りついた。ひんやりとしたケヤキの棚板が、甘い汗でしっとりと濡れている。

「ああっ、や、またイっちゃ……っ！　慧、さん、あああぁ……！」

　達し続けている身体は快感に従順で、彼の指にまたあっさりと押し上げられてしまう。美羽は何の抵抗もできないまま、強い愉悦に飲み込まれた。

　ガクガクと膝を震わせながら、背を反らす。息が乱れて苦しい。

　カウンターにぐったりともたれていると、後ろから腰を掴まれた。いつのまにかきちんと避妊具をつけた彼の昂りが、美羽のお尻に押しつけられる。

「そろそろ中に入ってもいいか？」

「んっ、いれて、ください……っ」

　ドキドキしながら、何度も頷いた。

　自分からお尻を突き出すような体勢にされて、美羽は頬を染めた。夫はこの場で立ったまま貫くつもりらしい。後ろから挿入されたことは今までなく、ほんの少し不安になりながら彼を振り向く。

「慧さん、これ……」

「しっかり支えてるし、やさしくするから」

「はい、分かりました……ん、ぅ……っ！」

「痛かったらすぐに言って」

「は、いっ、ああぁ……っ」

　反り返った先端が花弁に押し当てられた。太く逞しい彼の楔が、濡れた溝をゆっくり行き来する。

　慧が勢いに任せて性急に入ってくることは、今までなかった。いつもこうして、蜜の溢れる花弁に自分のものを擦りつけ、心の準備ができるのを待ってくれる。

　いや、もしかしたらこれも焦らされているのかもしれない。妻がそれだけで感じるのを分かっているくせに、慧は何度も執拗にそれをしてくるのだから。

　膨らんだ先端が敏感な花芽を捏ねるたび、美羽は声を我慢できずに身悶える。そしてねだるように腰を揺らしてしまう。

　妻の痴態に、彼はうれしそうにふっと笑った。

「興奮してる？　もうすぐ入るよ、美羽のほしかったもの」

　耳元で囁く慧の声も、興奮に掠れている。

　ぐちゅっと音を立てて、彼の先端が美羽の蜜口をつついた。前に回り込んできた手が淫芽をつるりと撫で、高い声が出てしまう。

「んっ、ほしいですっ……慧さんがほしい……っ！」

　顔だけ振り向いて、涙目で懇願する。

　しんと静まったキッチンに、慧が喉を鳴らす音が大きく響いた。

「挿れるぞ。力抜いて」

「ん、うん……っ、あ、ああッ……」

　ずぷっと卑猥な音を立てて、大きく膨らんだ先端が入ってくる。みちみちとゆっくり押し広げられていくのが気持ちよくて、それだけで軽く達してしまう。

　美羽が最初から感じているのは、慧にも分かったらしい。

　達している最中の蜜洞に自身の熱杭を押し込みながら、彼は熱いため息を零した。

「あー……イってる美羽の中、気持ちいいな。ぐちょぐちょで、こんなにうねって……」

「わ、たしも……気持ちい……」

　自分が入っていくのを思い知らせるように、彼は時間をかけて楔を埋めていく。

　張り出した先端の傘の部分が、蕩けた蜜襞を掻き分けるようにゆっくり入ってきた。その大きさや質感、温度まで刻みつけられていくようで、美羽の身体の熱も上がっていく。

　隙間なく満たされ擦られる感触は、指でされるときとは比較にならなかった。浅いところを抉るように行き来されて、また床に蜜が垂れる。

　身長差があるので、腰の位置を調整してもまだ彼は動きにくいようだ。でもその少しだけ不自由な動きが、いつもと違うところを刺激する。

　じっくり時間をかけて高められた身体は、もう何をされても気持ちがいい。奥までみっちり埋め込まれたときには、軽い絶頂を味わい続けて、もう息も絶え絶えだった。

「んぅ……っ、あ、あっ……」

「全部入った。痛くないか？」

「だいじょぶ、です……ん、んっ」

「よかった。ゆっくり動くよ」

　少しだけ引き抜かれて、勢いよく奥まで押しつけられる。彼の先端と自分の子宮口が、くちょくちょと音を立てて擦りつけられた。それが何度も繰り返され、美羽は背をしならせる。

　いつもより深いところまで、彼が届いているような気がした。

　さっきより膨らんだ先端に奥をグリグリされて、喜んだ蜜洞が彼のものに吸いついて離れない。

「それ……っ、深くてっ……」

「うん……深いな……」

「ん、気持ちいいですっ、気持ちい……っ、あああぁっ！」

　美羽の言葉に安心したらしい慧が、さらに奥まで押し込んでくる。

　一番奥に擦りつけながら、いやらしい蜜に濡れた花芽もクリクリと嬲られた。熱くて硬いものでみっちりと満たされたままそれをされると、すぐに我慢ができなくなる。

「ここ、本当に弱いんだな。ちょっと触っただけできゅんきゅんさせて……」

「はっ、あ、あぁん！」

「自分で触って」

「え、自分で……あ、やぁ……っ」

　キッチンカウンターに縋っていた手が取られ、自分の秘部に導かれる。

　彼と繋がっているところの上部にある、小さな淫芽。そこを自分で弄れと言われて、美羽は動揺した。

「指先でそっと触って。傷付けないように」

「そんな……や、できませ……」

「触らないなら抜くけど、いいのか？」

「……っ」

　慧が小さく腰を揺らす。

　彼の昂りは奥まで埋められたまま、動かしてはもらえない。激しく突かれる快感を知っている身体が疼いて、ねだるように新しい蜜を零す。

　困って振り向いても、彼はただ黙ってこちらを見つめるだけだ。言うとおりにしなければ、たぶんほしいものはもらえない。

　美羽は強い羞恥に唇を噛みながら、そろりと自分の秘部を撫でる。

　慧に触られるとおかしくなる、快感の塊である場所。触ってみるとほんの小さな芯なのに、全身にびりりと電流が走った。

「んっ、あ……」

「気持ちいい？」

「……」

「どう？　美羽」

「ああッ……気持ち、いいです……！」

　返事を促すように胸の先を摘ままれ、恥ずかしいことを大声で言わされてしまう。

「ゆっくり撫でて。そう、やさしく」

「んぅ……っ」

「上手だ。そのまま触ってて」

「あ、あっ……や、もう……っ」

　バスルーム以外で触れたことのない場所を、自分の指で触っている。しかも、慧のものをずっぷりと埋め込まれたまま。

　信じられないくらい恥ずかしいのに、たしかな快感を得ているそこは、彼の昂りをきゅうきゅう締めつける。勝手に蠢く蜜壺は、気持ちいいところをもっと触れと急かすように、美羽にじわじわと快感を与え続けた。

　はぁっと吐き出した息は熱く、悩ましかった。

　ここを触っているだけでも達してしまいそうだ。自分だけで勝手に気持ちよくなっている浅ましさに頬を染めつつ、ねだるように腰を揺らすのもやめられない。

　やがて慧も、それに応えるようにゆるゆると腰を動かし始めた。

「んっ、あ、あああっ！」

「は、気持ちいいな……美羽、かわいい。美羽……」

「あぁん！　や、んぅ、ああ……ッ！」

　しっかり腰を掴んで打ちつけられる。

　先端が抜けてしまいそうなほど腰を引いて、奥の奥まで押し込まれて。繰り返し繰り返し、それをされた。

　大きな雁首が、さっき指で探られた気持ちのいいところをゴリゴリと抉っていく。待ちかねた快感を与えられた蜜壺が、ぎゅうぎゅうとうねって彼を締めつけた。

　最奥は慧の長大な欲望で擦られ、小さな花芽は自分の細い指先で繊細に撫でている。恥ずかしいところを自分で弄っているという後ろめたさが、なおさら興奮を増幅させた。

　何度も奥を突かれて、限界が近い。後ろから抱きしめられていても、今にもくずおれそうだ。

　美羽は涙目で、夫に降伏を伝える。

「あっ、だ、めです……もう、わたし……っ！」

「ああ、俺もだ……美羽っ……」

　後ろから抱き込むようにされて、激しく腰が打ちつけられた。余裕のない声と欲に任せた荒々しい動きに、気持ちまで高まっていく。

　逞しい腰遣いで、執拗に最奥が嬲られる。大きな快楽の波が、すぐそこまで来ていた。

「あっ、はげし……っ、ひ、ああああぁっ！」

「くっ……美羽……！」

　ひときわ強く奥を突かれて、派手に達した。目の前がチカチカして何も考えられない。一瞬息をすることも忘れて、深い愉悦に溺れた。

　長引く絶頂に朦朧としながらも、一番深いところで膜越しに射精されているのを感じた。彼の昂りが震えるたび、ドプッと力強く男の欲が吐き出されている。

　中に出されているわけではないのに、微かに伝わるその熱だけで感じてしまう。

　避妊具の中にたぷたぷと彼の精が溜まっていく。これを飲みたかったのにと、蜜襞がきゅうきゅう締まって吸いついた。慧が小さく呻く。

「こら、締めるな……」

「だって……気持ちよくて……」

　美羽も、行為の余韻にふるふると震えた。自分の最奥で愉悦に溺れる夫の熱を、幸せな気持ちで受け止め続ける。

「あ……いっぱい出て……」

「ん、まだ出る……じっとしてて……」

　後ろから美羽を抱きしめたまま、気怠い声で慧が言う。髪に頬擦りされて、愛おしさが増した。

「美羽、愛してるよ」

「……はい、私もです」

　やがて射精が落ち着き、慧が髪を撫でてくれた。やさしい囁きに頬が緩む。何度も軽いキスを落として甘やかしてくれる、大好きな夫。

　頬に口づけられて、自分からも触れたくなった。少し顔をずらして、そのまま彼の唇を奪う。

　美羽から仕掛けた初めてのキスだ。唇をそっと離すと、慧は驚いて目を見開いていた。いつも冷静な彼の、こんな顔はめずらしい。

「……美羽、君は」

「だって……私もしたいです。慧さんに」

　恥ずかしくて、囁くような声になってしまった。俯いていると、まだ自分の中にいた夫の楔が、また力を取り戻し始める。

「え……え？」

「これは美羽が悪い」

「そんな……っ」

「ああ、ゴムを替えないとな」

　ずるりと引き抜かれたそれは、薄い膜の中で白濁にまみれたまま、また硬く勃ちあがっていた。夫の強い欲望を見せつけられて、美羽の喉が小さく鳴る。

「どこがいい？」

　顎をすくわれ、やさしく問いかけられる。

　でもやさしいのは言葉だけで、欲情に染まった眼差しはギラギラしている。そんな表情で甘い声を出されても、嫌な予感しかしない。

「ダイニングテーブル、ソファ……風呂でもいいな」

「え……」

「たまには外でしてみるか？　バルコニーで声を押し殺してセックスするのも燃えそうだが」

「……いえ、ベッドで！　ベッドでお願いします！」

　なぜか自分から大声で二度目をねだる形になってしまった。「了解」と意地悪な笑みを浮かべた夫に抱き上げられ、寝室に運ばれる。

　その夜は寝室でも散々貪られて、気絶するように眠った。

　楽しみにしていたビーフシチューは、結局翌日まで食べることができなかった。






四








「まあ、終わってみればまずまずの数字だったか」

「かなり健闘したかと思います。一月二月と目標未達でしたが、今年のひなまつりは直前でかなり伸びましたね」

「商品開発部がずいぶん頑張ってくれたな。思い切ってテコ入れして正解だった」

　広々とした本社会議室で試算表を眺めながら、慧は手元のコーヒーを一口飲んだ。

　決算月は五月なので、今期もあとひと息だ。売上がガクッと下がった月があったことで上層部をずいぶんやきもきさせたものの、最終的にはほぼ例年並みの数字に落ち着きそうだった。もう少し悪い結果になることも想定していたので、これなら上々だろう。

「期間限定商品も、軒並みよかったですね。せとかのタルトがおいしかったわー……」

　年間の生産計画を眺めながら、秘書がうっとりと頬を緩めた。

　慧と同年代の女性秘書は、おそろしく仕事ができるしよく食べる。毎日自社のケーキを二個ずつ食べているのは「自社製品へのリスペクト」らしいが、少々食べ過ぎではないだろうか。今も余った試作品がまたひとつ彼女のお腹に収まったところだ。

「よく食べるな」

「あら、おかげさまで毎日馬車馬のように働かされておりますので。しっかり食べないと身体が持ちませんもの」

「食べて元気が出たところで、いくつか頼みたいことがあるんだが」

「愛媛の農地視察と埼玉工場の設備計画ですね。視察は来週で調整してもよろしいでしょうか。もちろん日帰りで」

　慧は黙って頷いた。こちらの考えていることが読まれているのではないかと思うほど、有能な秘書は話が早い。

　まあ、ニヤニヤしながら「もちろん日帰りで」なんて言うところは、少々憎たらしいのだが。でもたしかに日帰りで調整してもらいたいのが本音だ。

「ふふ、専務がこんなに家庭を大事にされるとは思いませんでした」

「……結婚後も、仕事はしっかりやっているつもりだが」

「もちろん存じております。この仕事量をほぼ定時までにこなされているんですもの、他の社員たちにもいい刺激になるでしょう」

「昔はいくら仕事をしても苦にならなかったが……定時で帰りたいという気持ちが分かるようになったな」

「女性に興味がないと思われていた専務が、もうすっかり愛妻家でいらっしゃいますね」

　慧が堅物だとか鉄壁だとか冗談まじりに言われていたのは、浮いた噂が一切なく、どんな美女のアプローチも冷ややかに躱していたからだろう。実際女性は苦手で、美羽以外の女性に興味を持ったことはなかった。

　そんな自分がお見合い当日に結婚を決め、いそいそと定時で帰っていくようになったのだ。秘書がからかいたくなるのも無理はない。

　……子供のころは、まさか美羽と結婚するとは思っていなかったが。

　手元の書類を眺めながら、慧は幼いころの美羽を思い出す。

　美羽は慧によくなついて、しょっちゅう一緒に遊びたがった。祖父や母親は店が忙しく、兄はいつもテレビゲームに夢中。遊び相手がいない美羽は、庭の片隅で一人で遊んでいることが多かった。

　さびしそうな横顔が妙に気になって、幸いお互いの家も近かったので、学校帰りはできるだけ美羽の家に寄るようにしていたのだ。

　習い事が多く、それほどたくさん遊んでやれるわけではなかったが、顔を出せば美羽は本当にうれしそうに笑った。

「慧くん、いらっしゃい。お勉強頑張ってきた？」

「頑張ってきたよ。それ、柏餅？」

「そう、柏餅。この石白くて綺麗でしょ。さっき見つけたの」

「じゃあ柏餅四個ください」

「はい、少々お待ちください」

　葉っぱを巻いた石を、美羽は楽しそうに縁側に並べる。

　ままごと遊びに出てくるのは、いつも和菓子だ。

　美羽の兄である朔也は古い店を馬鹿にして寄りつかないようだが、美羽は宵月庵の和菓子が大好きで、店の手伝いもよくしている。一緒に縁側でおやつを食べながら、「うちの和菓子が一番おいしいでしょ？」とはにかみながら言う姿は、とても愛らしい。

　慧自身も歴史ある会社の社長令息で、いずれ会社を継ぐことが決まっている人間だ。親の会社にも、その会社の商品にも強い愛着を持っている。だから誇らしげに家業のことを語る美羽の姿に、すぐに親近感を持った。

　ずいぶん年下の女の子だが、美羽と過ごす時間は嫌ではなかったのだ。

　潔癖だった少年時代、顔や家柄目当てで近付いてくる同じ学校の女子たちには、ほとほと嫌気がさしていた。落ち着いた物腰の慧は年上の女性から言い寄られることも多かったが、それも気持ち悪かった。

　でも美羽は控えめで愛らしく、純粋に自分を慕ってくれる。慧にとって美羽は特別で、とても心が和む存在だった。

「かわいいわよねー、美羽ちゃん。一生懸命だしいい子だし、いずれ慧のお嫁さんに来てもらえたらいいのに」

「あら、いいわねぇ。宵月庵のお嬢さんならちょうどいいじゃないの、家族ぐるみでお付き合いしている相手だし」

「七歳も年下ですよ、あの子は」

　勝手に盛り上がっている母と祖母に、慧は苦笑する。美羽のことはかわいいと思っていたが、それはあくまでも小さな子供に対する慈愛だ。七歳年下の女の子を恋愛対象にする趣味はなかった。

　でもその後、祖父同士もいつのまにか勝手に盛り上がっていたらしい。

　両親とともに海外生活をしていたころ、日本にいる祖父から連絡があったのだ。「美羽ちゃんとの縁談を進めないか」と。

　まだそんな話があったのかと、慧は驚いた。「美羽を嫁に」などと言っていたのはずいぶん昔の話で、祖父母も両親も本気で言っているとは思っていなかったのだ。

「あの子はまだ高校生ですよね？」

「ああ、だからまだ本人には言っていないがね。結婚は美羽ちゃんが大学を卒業してからになるだろうし。でも彼女の祖父も母親も乗り気だしな、話だけでも詰めておいていいんじゃないかと思って」

「今どき高校生のうちに結婚相手が決まるなんて、時代錯誤でしょう」

「無理に話を進めるつもりはないよ。でも慧も来年には帰国だ、そろそろ結婚相手の候補がいてもいいだろう。そういうつもりで少しずつ親交を深めたらどうだ」

　会社にメリットのある結婚というわけではなく、縁談を無理強いするつもりもなく、ただ二人の相性がいいのではということで持ち上がった話らしい。

　内気で奥手な美羽と、仕事ばかりで堅物の慧。どちらも恋愛結婚には縁遠いように見えたのだろう。

　祖父としては純粋に二人のためにと思っている話で、そもそも美羽が嫌だと言えばそこで終わる話だ。そう思えば、慧にもその場で断固拒否する理由は見当たらなかった。

「彼女の気持ちを尊重してくださいよ」

「分かっている。じゃあ、一応話を進めていいな？　まずは久しぶりにゆっくり会ってみて、それから決めればいい」

　祖父はそう言って電話を切った。

　それからしばらく、慧は日本に住む美羽のことをなつかしく思い出していた。

　今まで帰国することは何度かあっても、いつもスケジュールが慌ただしく、なかなか知人友人に会う予定までは入れられなかった。

　だから慧の中では、美羽はまだ小さな女の子のままだ。もう高校生になった彼女は、どんなふうに成長しているだろうか。

　美羽と改めてお見合いをして、何ヶ月か交際してお互いのことをよく知り、そして結婚するのも悪くないような気がした。幼い彼女を女性として見たことはもちろんなかったが、人として好ましいと思っていた下地はある。

　いずれ誰かと結婚しなければいけないなら、美羽と結婚するのもありだ。いや、もちろん彼女が同じように思ってくれればの話だが。

　いつのまにか、慧はそう思うようになっていた。

　……そのうち結婚するなら、会社だけでなく家庭も大切にしないといけないな。もっと業務の効率化を考え、仕事と家庭を両立できるようきちんと成果を上げなければ。

　生真面目な慧は、そんなことまで考えていたのだ。何だかんだ言いつつ、美羽との再会を楽しみにしていたのかもしれない。

　でも帰国後すぐに顔を合わせた美羽の祖父は、気まずそうに頭を下げた。「慧くんと美羽の縁談だが、なかったことにしてもらえないだろうか」と。

　事情を聞けば、仕方のない話だった。

　二百年以上続く老舗を跡取り不在のままにはできない。和菓子職人の婿を取ることになった美羽と、次期社長である慧。どう考えても条件が合わなくなったのだ。慧の家族も「そういうことなら」と納得せざるを得なかった。

　結局縁談はそのまま流れた。

　美羽の耳には入らないうちに。そして、慧の気持ちを置き去りにしたままに。

「いらっしゃいませ、慧さん。今日はいいお天気ですね」

　宵月庵を訪れるたび、何も知らない美羽は笑顔で慧を迎える。子供のころと変わらない、無邪気で愛らしい笑顔で。

　でも慧は、昔のように彼女と話すことができなくなった。挙動不審なのは自分でも分かっていたが、知らないあいだにすっかり大人の女性になった美羽に、どう接していいか分からなかったのだ。

　いざ再会してみれば、彼女はまぶしいほど好ましい女性に成長していた。楚々とした着物姿も、早く一人前になろうと頑張る姿も、いつも慧の気持ちを強く揺さぶる。

　兄のわがままで若女将の座を押しつけられ、いきなり人生設計を変えられても、文句ひとつ言わず店のために尽くす美羽。その状況にやるせないものを感じながらも、若女将として真摯に努力する姿には、抗いがたい魅力を感じた。そしてそのたび、自分には手を伸ばせない相手なのだと思い知らされることになった。

　それからはずっと、鬱々としていた。

　美羽への想いを持て余しながら、埋め合わせのように持ち込まれる縁談を断り続け、ただただ仕事にのめり込んでいた日々。

　だから、彼女が店の跡取りではなくなったと聞いたとき、本当に驚いたのだ。

　美羽の努力が報われなかったことへの憤りもたしかにあった。それでも、再び美羽との縁が結ばれるかもしれないという期待は止められなかった。

　そしてその期待どおりになったとき——彼女の祖父が「一度こちらから断っておいて、本当に申し訳ないが」と言いつつ美羽との縁談を持ってきたとき、慧は恥ずかしいほど前のめりにその話を受けたのだ。

　家族からは「今すぐにでも婚姻届を出しなさい」と言われていたが、そんなことは言われるまでもない。慧も、今度こそは絶対美羽を逃がすつもりはなかった。

　お見合いのあと、すぐに婚姻届を出したいと告げれば、美羽は戸惑った表情を見せた。

「婚姻届……もう出すんですか？」

「俺としてはすぐにでも出したい。モタモタしてるうちに君に逃げられたら困るからな」

「逃げませんよ、私」

「逃げる気がなくても、縁談なんていつ破談になってもおかしくないだろ」

　実際最初の縁談は、あんなに簡単に流れたのだ。慧はそっと唇を噛む。

　海外にいたころから美羽との結婚を考えていたと言ったら、気持ち悪いと思われるだろう。自分でも気持ち悪い。だから口にはしないが、五年もくすぶり続けた想いがようやく結実するところなのだ。性急になるのは許してほしい。

　祈るような気持ちで、美羽の返事を待つ。

「私はいいですけど……本当に、結婚相手は私でいいんですか？」

「君がいい。何度でも言うが、俺が結婚したい女性は美羽だけだ」

「……分かりました」

　恥ずかしそうに俯いた美羽が、小さく頷く。

　その機を逃すはずがなかった。善は急げとその日のうちに区役所に行き、婚姻届を提出した。

　そのときの自分を思い返すと、慧は苦笑いが漏れる。本当に余裕がなかった。美羽を手に入れたいと、実はかなり必死だったのだ。

「専務、会長が明日にでもお食事をご一緒できないかとおっしゃっていますが」

「明日は会食の約束はなかったな。お受けしてくれ」

「念のため確認いたしますが、ご昼食でよろしいでしょうか」

「今後その確認は不要だ」

「かしこまりました。会食のご予定は、今後はできる限り勤務時間内で調整いたします」

　長い付き合いの秘書が、生ぬるい目でこちらを見ている。彼女が言いたいことは分かっているが、あえて無視してタブレットを開いた。

　今朝玄関で見送ってくれた妻の、ふんわりした笑顔を思い出す。あの笑顔を守るためなら、自分は何だってするだろう。

「……そろそろ害虫駆除も必要だな」

　有能な秘書には知られないよう、小声でそっと呟く。

　まずは、目の前のことからひとつずつ。慧は今日も定時で帰宅するべく、溜まったタスクを迅速に処理していった。





◇






「おかえりなさい、お仕事お疲れさまでした」

　ほぼいつもの時間に帰宅した慧を、美羽は玄関で出迎えた。

　今夜の夕食は、慧の好きな唐揚げだ。彼が帰ってきたら二度揚げしようと思い、エプロン姿のまま待っていたのだ。

　慧は「家事はそんなに頑張らなくていいんだぞ、俺もやるし」と気遣ってくれるが、美羽は彼のために家を整え、食事の準備をするのが楽しい。喜んでくれると分かっているからなおさらだ。

　ビジネスバッグを受け取って、踵を返す。お腹を空かせているだろう夫のために、早く揚げ物を済ませたい。

　でも、慧はその場で美羽を抱きしめた。後ろからぎゅうぎゅうと抱きしめられて、重いビジネスバッグを落としそうになる。

「……慧さん？」

「会いたかったよ、美羽」

「朝会ったばっかりですよ」

「一日中会いたかった」

　新婚らしい会話にクスクス笑っていると、彼の腕の中で身体の向きを変えられた。頬に手を当てられ、ゆっくりと唇が重なる。

「慧さん、夕食は？」

「うん……」

　はっきりしない返事をしながら、慧は美羽の髪を結んでいるシュシュを外した。

　料理のためにまとめていた髪が、夫の手でゆっくりほどかれる——「食事はあとでいいよ」と言うように。

　もう一度唇が重なった。もうすっかり慣れた深いキスだ。

　教えられたとおりに口の中に彼の舌を招き入れると、入り込んできた舌がちゅくちゅくと淫らなキスの音を立てた。

「ん……っ、慧さん……」

「ずっと我慢してたんだ、触らせてくれ」

「あっ……ふ、ぁ……っ」

「美羽……」

　名前を呼ばれ、身体の奥がきゅんとした。彼が欲情しているときの、切なそうな声音。

　その声に励まされるように、自分もそろりと舌を動かした。美羽からも舌を絡めると、慧はうれしいらしい。最近知ったそれを思い出し、必死でキスに応える。

　深い口づけで散々美羽を翻弄してから、彼は唇を離した。頬がやさしく撫でられる。

「積極的だな、キス」

　普段はあまり感情をあらわにしない慧が、うれしそうに言って笑みを見せる。その小さな笑顔に胸がいっぱいになった。

　夫は行為のあいだ、美羽にいろいろ言わせたがるし、させたがる。美羽は恥ずかしがってばかりだけれど、もっと積極的になったほうが彼は喜ぶのかもしれない。

　もっともっと夫を喜ばせたい。自分にもできるだろうか。美羽はキスの余韻にぼんやりしながら、彼の首に縋りつく。

「慧さん、も」

「ん？」

「気持ちよく、なって……？」

　つま先立ちして、彼の首筋に唇で触れた。痕をつけないよう気をつけながら、慎重に吸いつく。

　自分の唇が、夫の肌でキスの音を立てている。それは思いのほか興奮する行為だった。彼が吐息を乱しているから、なおさらそう感じるのだろう。

　何度も繰り返しキスをする。慧がいつもしてくれるように、指先で彼の耳朶をやさしく弄んだ。一瞬息を詰めた慧が、はぁっと熱い吐息を漏らす。

「……っ、美羽」

「私もしたいです、慧さんが気持ちいいこと」

　美羽はおそるおそるスラックスに手を伸ばした。オーダーメイドのスーツはしっくりと身体の線に馴染んでいて、上質な生地は手触りもいい。今日は積極的に触ってみようと、スラックスの前の部分をそっと撫でた。

　今まで自分からそこを触ったことはない。慧に導かれて触ったことはあるが、案外すべすべした感触で驚いた記憶がある。

　興奮していない状態の夫のものがどういう形状なのか、美羽にはよく分からなかった。でも今、彼のそこは窮屈そうにスラックスの生地を押し上げている……ような気がする。

　……脱がせたほうがいいのかな。あんまり大きくなると、辛そうだけど……。

　布地の上から撫でさすりながら、慧をチラリと見上げる。

　慧は欲情に潤んだ眼差しでこちらを見下ろしていた。突然積極的な愛撫を仕掛けてきた妻に戸惑いながらも、止めるつもりはないらしい。

　嫌がってはいないようだと判断して、ベルトに手をかける。なかなか外れないベルトが、カチャカチャと耳障りな音を立てた。

　この部屋は最上階で、ワンフロアに一部屋だけなので、玄関の外を誰かが通ることはない。

　でも玄関で夫のスーツを脱がせているなんて、何だか悪いことをしている気分だ。美羽は小さく喉を鳴らす。

「脱がせてくれるのか？」

「脱がせたいんですけど……」

　立ったままで相手のベルトを外すのは、初心者にはなかなか難しかった。困ったようにまた慧を見上げると、ふっと笑った彼がベルトを外してくれる。

「続きは？」

「えっと、私がしますので……そこに座ってください」

「了解」

　慧は壁にもたれ、片膝を立てて広い廊下に座った。そのまま楽しそうにこちらを見ている。

　……お仕事から帰ってきたばっかりの慧さんに、何してるのかな。しかも、廊下で。

　一瞬考えたが、夫のそこはもうパンパンに膨らんでいて苦しそうだ。それを見ると、真面目な美羽は「何とかしなければ」と思い詰めてしまう。

　慧の足のあいだに座り、スラックスに手を伸ばした。 膨らんだ部分に引っかからないように気をつけながら、ゆっくりファスナーを下ろす。

「は……美羽にこんなことされたから、もう勃った」

「……っ」

　自分のしていることが、慧を欲情させている。今までにない種類の興奮を感じながら、彼の前を寛げた。

「濡れて、ますね……」

　濃いグレーのボクサーパンツは、先端の部分がじわりと濡れている。下着を押し上げているその部分に、おそるおそる触れた。

　大きな膨らみがビクリと跳ねる。美羽は驚いて手を引いた。

「い、痛かったですか？」

「……いや。大丈夫だ」

　気まずそうに口を押さえた慧が小さく言う。恥ずかしそうに目を伏せる彼の姿に、お腹の奥がきゅうっと疼いた。

　いつも執拗に美羽を啼かせたがる慧の気持ちが、少し分かったような気がした。大好きな人が、こちらのすることひとつひとつに反応して快感を得ているのだ。そんなの、もっともっと頑張りたくなるに決まっている。

　……触ってもいいかな。今までそんなにじっくり触ったことはないけど……。

　慧に協力してもらってスラックスとジャケットを脱がせた。高価なネクタイも汚してしまいそうで、彼に外してもらう。

　下着をずらすと、太いものがぶるんと勢いよく飛び出してきた。すでに完全に昂っているそれを、思わずまじまじと見つめる。

　……これが、慧さんの。

　初めてきちんと見た男性器は、どことなく淫らな形状だった。

　ぷっくりと膨らんだ先端の部分は大きく傘を張り、硬そうな幹の部分には太い血管が幾筋も浮き出ている。痛々しいほど太く張り詰めたそこは、先端から零れた男の蜜で濡れていた。

　美羽は息を詰めて、慧の大切な部分を見つめる。

　女性を貫くために硬く大きくなる場所。膨らんだ雁首と幹との段差も、逞しく太い幹も、いつも美羽を愉悦の波に突き落とす場所だ。こうしてじっくり見つめていると、何だか身体が疼いてしまう。

「あの……触ってもいいですか？」

「……いいよ」

　先端の部分に、指でやさしく触れる。

　ぷっくりと膨らんでいるそこはとても熱く、蜜が零れてぬるぬるしていた。その蜜を伸ばすように指先で撫でると、先端の小さな穴からまた溢れてくる。

「美羽……気持ちいい。もっと触ってくれ」

　呻くように言う声は、快感を得ている証だろう。

　美羽はボコボコと太い血管が浮き出た竿をそっと握る。雁首との段差の部分に触れると、彼のものはうれしそうにビクビク震えた。

　ここがいいらしいと当たりをつけ、裏筋をやさしく撫でる。その部分に蜜を塗りつけると、慧が小さく喘いだ。

「ん……美羽、もっと強く」

「強く……」

「うん、こんなふうに」

　もどかしげに言いながら、彼は美羽の手を導いた。幹の部分をきゅっと掴まされ、その上から慧に握られて、熱く脈打つ肉塊を扱くように動かされる。

「っく、美羽……あ、美羽……っ」

　うわごとのように自分の名前を呼びながら、慧は苦しそうな表情で目を閉じている。

　美羽の手を使って自慰をしているようなその姿に、こっそりドキドキした。微かな呻き声に当てられ、美羽の秘部も潤っていく。

　手の中にある逞しい雄が、ぐちゅぐちゅと音を立てながらまた硬度を増した。彼のものは硬いだけでなく、奥の奥まで届いてしまうほど長い。美羽の小さな手には収まらないそれを、慧と一緒に擦り上げる。

　されるままに手を動かしながらも、その淫らな膨らみから目を逸らすことができなかった。早くこれに貫かれたいとねだるように、身体の奥からトロリと蜜が零れる。

　……こんなに硬いのに、先端はやわらかい。全部トロトロに濡れてる。ちょっとだけ舐めたら、どんな味がするんだろう。

　淫らな衝動と、男性の身体への好奇心。美羽は慧と一緒に手を動かしながら、息を詰めて彼のその部分を見つめる。

　中学高校と女子校だったが、いやむしろ女子しかいなかったからなのか、案外みんなあけすけな話をしていた。「口でされるのが嫌な男の人はいない」と断言したのは、高校時代の友人だっただろうか。

　あのころは、そんな場所に口をつけるということが信じられなかった。

　でも今こうして夫のものを目の前にすると、口淫への嫌悪感はまったくなかった。

　こんなに欲情して膨らんで、舐めてほしいと言わんばかりに蜜をダラダラ零しているのだ。むしろ自分から口に含みたいと、喜ぶことは何でもしてあげたいと、尽くしたい気持ちでいっぱいになってしまう。

　美羽は手を動かしながら、彼の足のあいだに顔を近付けた。

　その様子に、慧が慌てた声を出す。

「こら、美羽」

「……全然上手じゃないと思いますけど」

「駄目だ、君にそんなことはさせられない。……っ、だめ、だっ……」

　慧に引き剥がされる前に、彼の昂りに不器用に舌を這わせた。

　どうしていいか分からず先端をペロペロと舐めると、頭上で慧の掠れた声が聞こえた。彼が本当に気持ちいいときに出す、切羽詰まった声。

　友人の言葉は本当だったのかもしれない。いつもはクールな慧が、喘ぎ声をこらえるように唇を噛んでいる。彼もこれが嫌いではないようだ。

　手と舌とで同時に愛撫するのは刺激が強すぎるのか、彼は手で扱く動きをやめてしまった。もっと追い詰めたくて、美羽はいっそう頑張って先端を舐め回す。

　上目遣いで慧の様子を見ると、彼の昂りがまたぐっと嵩を増した。とぷりと溢れてきた蜜はしょっぱくて、お世辞にもおいしい味ではない。それなのに舐めれば舐めるほど美羽も興奮して、もっとほしくなる。

「っ、く、美羽……っ」

「んん……気持ち、いいですか……？」

「……ああ、よすぎておかしくなりそうだ」

　懸命に奉仕している妻の髪を、慧は何度もやさしく撫でる。彼は努めて意識して、やさしく撫でていたのだ。そうでないと、興奮のあまりとんでもなく手酷いことをしてしまいそうだったから。

　ふぅっと熱い吐息を漏らしながら、慧は口淫している妻を視姦した。拙い奉仕から与えられる快感はもどかしいが、むしろそれが興奮する。

　艶やかな黒髪をほどいた美羽は、清楚で品がある。真っ白なエプロンをまとった姿は愛らしく、いかにも新妻という雰囲気で男心をくすぐった。

　そんな初々しい妻が、今は猫のように四つん這いになって、夫の性器にしゃぶりついているのだ。小さな赤い舌が、膨らみきった男の欲望を宥めるようにチロチロと動いている。舐めやすいように身体の向きを調整しているのか、時折細い腰をくねらせているのがひどく淫らだ。

　本当は、彼女が苦しくて涙目になるほどに深く咥えさせたい。喉奥まで突っ込んで溢れるほど射精して、全部飲ませたい。この細い腰を掴んで、美羽が泣き叫んでも構わず何度も何度も犯したい。

　宝物のように大切に思っている妻に、慧は自分でも戸惑うような乱暴な欲を抱いていた。それほど彼女からの愛撫は強烈で、甘美だったのだ。

「っ、ぁ……っ、美羽……」

　もっと味わい尽くしたい気持ちを抑え、美羽の頭を撫でる。そろそろやめてもらわないと、彼女が泣くまで貪ってしまうような気がした。

　性的なことには淡泊なつもりでいたが、美羽に対する欲は底なしだ。慧には充分にその自覚があった。

「は……っ、美羽。もういい、ありがとう」

「……え？」

　慧にそっと引き剥がされ、夢中で舌を使っていた美羽はぼんやりと顔を上げた。

　彼は少し困ったようにこちらを見ている。さっきまで欲情しきった顔で、食い入るように美羽の口淫を見つめていたはずなのに。

　……本当は、あんまり気持ちよくなかったのかな。下手すぎて嫌になった？

　口には出せないまま眉を下げた美羽に、「違う」と慧が苦笑する。

「気持ちよすぎた。今度は俺が美羽をかわいがりたい」

　不敵に笑った彼に抱き上げられる。

　慧の胸に背中を預けるようにして、彼の膝に乗せられた。後ろから抱きしめられ、髪や首筋にキスが落とされる。

「床、冷たいだろ。ここに座ってて」

　小さく頷くと、エプロンの上からやわやわと膨らみを揉まれた。毎日のように揉まれて感じやすくされた胸は、服の上からの愛撫でもすぐに快感を拾い始めてしまう。

「あ、あ……っ、慧さん……」

「もう気持ちよくなってるのか。かわいいな」

　美羽の反応を見るようにそっと触れていた手は、すぐに意地悪く両側の胸の先をつつき始める。布地の下で、先端が尖っているのが自分でも分かった。指先で引っかけるようにそこをカリカリと擦られ、だんだん変な気分になってくる。

「や、ああ……ひ、ぁ……っ」

　襟ぐりから彼の右手が侵入してくる。エプロンと服、下着まですり抜けて、大きな手が膨らみを捉えた。

　いつもは家でもきちんとした服装を心がけているけれど、今は揚げ物が終わったら着替えるつもりで、くったりとしたコットンのワンピースを着ていた。襟の開いたその服が彼の手の動きを妨げることはなく、自在に動く指先が胸の先をクリクリといじめる。

「あっ、んんんっ……は、ん……っ」

「いつからこんなに尖らせてた？　まだ触ってないのに、いやらしいな」

「んんっ、そんなこと……っ、あ、あっ！」

　意地悪な指先が、きゅうっと尖りを摘まむ。赤くなった耳が彼の唇に食まれた。胸と耳を一緒にされるのは駄目だと分かっているくせに、夫はいつもそれをする。

「もしかして、俺のを舐めるだけで感じてたのか？　早く挿れてほしいと思ってた？」

「……っ」

　図星を指されて、美羽は頬を染めた。

　慧の逞しい雄を愛撫しているあいだ、自分の秘部は溢れるほど蜜が零れて、トロトロになっていた。

　彼からは全然触れられていない。愛撫しているのは自分のほうだ。それなのに、むしろ直接触れられないからこそ興奮して、濡れてしまったのだ。

　早く、自分の奥深くまでこれを埋めたい。

　そんな淫らなことを思っていたなんて、彼には知られたくなかったのに。

「どれくらい濡れてるか、確かめたい。いい？」

「っ、だめ、です」

「そんなに濡れてるのか。かわいいな、君は」

　後ろからやさしく抱きしめられて、耳元に口づけが落ちてくる。たくさん甘やかすように、繰り返し口づけられて、「好きだよ」と言われた。

　ぐしょぐしょの秘部に触られるのが恥ずかしくて身を硬くしていたのに、とっておきの愛の言葉みたいに「触らせて」と囁かれて、とうとう身体の力が抜けてしまう。

「触りやすくしてくれるか。たくさん美羽を気持ちよくできるように」

「ん……は、い……」

　膝裏を掴まれ、ゆっくり足が開かれていく。ふんわりと広がっていたワンピースの裾がめくれて、白い太腿が剥き出しになった。

　背中を向けているので彼には見えないはずだが、膝を立てて大きく足を開くこの体勢は、やっぱり恥ずかしい。

　身じろぎしているとショーツが脱がされ、指が襞に触れた。蜜で溢れた花弁が掻き混ぜられて、ビクビクと震える。

「ひ、ぁ……っ、あ、あぁん！」

「すっごい濡れてる。もうほしくなった？」

「ん、ほしい……っ、んんっ、あああ……っ！」

「あげるよ、すぐに」

　蜜口に指が入ってくる。二本の指が準備を施すように、くちょくちょとやさしく奥まで出入りした。

　挿入を待ちわびている蜜洞は、ゴツゴツした指がいいところに当たるたび、もっともっととヒクついて貪ろうとする。自分の身体の貪欲さに恥じらいながらも、腰が揺れるのを止められない。

「ん、んッ……！」

「ああ、ここ好きだな」

「ああっ、ん、そこ好き……っ」

「じゃあもっとしようか」

「ふぁっ、あぁんっ！　あ、あっ……！」

　指が増やされた。濡れそぼっているそこは、指が三本になっても圧迫感はまったくない。

「今、ちょっとイった？」

「んんっ！」

「またイきそうだな。かわいい……美羽……」

　後ろを向かされ、口づけられる。やさしく唇を舐められてうっとりした。

　慧のキスはいつも甘い。蜜襞にはゆっくり指が出し入れされていて、口の中は熱い舌にぬるぬるとかわいがられている。身も心も溶けそうだった。

「イきたい？」

「っ、い、きたい……ですっ」

「いいよ。かわいい声で啼いてくれ」

「ああッ……！」

　ゆるゆると動いていた指が、明確に追い立てようとする動きに変わった。じゅぶじゅぶと激しく掻き混ぜられて、美羽は背を反らす。

　後ろから抱きしめてくるもう片方の腕に縋って、快感を逃がそうとする。でももう、大きな絶頂が逃げられないほど近くまで迫っていた。

「あ、あああっ！　わたし……もう……！」

「ああ。いいよ、イけ」

「っ、んぅ……っ、ああああぁッ……！」

　弱い場所をぐっと押されて、思いのほか深く達した。

　頭の中が真っ白になり、膝がガクガク震える。びしゃびしゃと飛沫が零れる音がして、瞼をギュッと閉じた。

　長引く余韻に、美羽は荒い呼吸を繰り返した。うなじに当たる彼の吐息も熱い。

「あ……ごめんなさい……」

　少し呼吸が整ったところで、床も彼の足も汚していることに気付いた。

　夫の膝で、自分だけ快楽を貪ってしまった。消え入るような声で謝りながら、エプロンのポケットに入れていたハンドタオルで夫の足を拭う。

　でもすぐにその手を掴まれ、彼と対面になるように抱き直された。

「そんなに感じてくれてうれしいよ。かわいい君に……愛しい妻に汚されるなんて、夫の特権だ。もちろん全然汚くもないが」

　普段は淡々としている慧の眼差しは、妻を見つめるときだけは蕩けるように甘い。

　彼は触れるだけの口づけをして、美羽の着ているものを全部脱がせていく。

「美羽が思っているよりずっと、俺は君のことが好きだよ。何もかもがかわいくて愛しい。たぶん、ちょっと気持ち悪いと思われるくらい」

「そんなこと……私も、慧さんのこと好きです」

　彼の足のあいだでビクビクと脈打っている昂りに触れる。そこはさっきあんなに綺麗に舐め取ったはずなのに、またぬるぬるした蜜で濡れていた。

　早く抱きたいと美羽を求めて震える、愛しい人の身体の一部。

　その先端をそっと撫でていると、自分も着ているものを脱ぎ捨てた慧が、避妊具を取り出す。スラックスのポケットに入れていたらしい。

「……持ち歩いてるんですか？」

「抱けるものならいつでも君を抱きたいからな。……ここで抱いていいか？」

　頷いて、自分から彼の唇を塞ぐ。

　手早く避妊具をつけた慧が、「自分で挿れてくれないか」と目を細めた。

「え、自分で……？」

「そう、こうやって」

　腰が持ち上げられ、慌てて彼の肩に掴まる。導かれるまま、彼の昂りを目がけて腰を下ろした。

　美羽の花弁に、反り返った楔がぐちゅりと触れる。蜜で濡れそぼった秘所はうまく先端を飲み込むことができず、ぬるりと滑らせた。

　勢いよく溝を滑った熱杭が、膨らんだ淫芽を押し潰す。思いもよらないタイミングで強い快感を与えられ、腰が引けた。

「んっ、あ、あぁ……！」

「こら、焦らすな」

「焦らしてな……っ、んんっ……」

　何とか挿れようと頑張っているのに、ぬるぬると滑ってばかりでなかなか蜜口にはまり込んでくれない。

　待ちきれないと言わんばかりに、慧がもう一度しっかり腰を掴んだ。うまくいいところにあてがわれ、力強く先端がめり込んでくる。

　ずぷずぷと蜜襞を押し広げてくるそれは、いつもより大きい。思わずもう一度腰が引けてしまう。

「んんッ……はい、って……っ」

「ああ、気持ちいいな……逃げないで、ゆっくりでいいから挿れてくれ……」

　掠れた声にコクコクと頷いて、少しずつ腰を落としていく。痛みはないが、声も出ないほどの圧迫感だ。

　熱く熟れた蜜壺を擦りながら、深いところまで入ってくる長大な楔。

　体勢のせいか、いつもと入る角度が違う。それに、ずいぶん深いところまで入っているような気がした。

　何とか根元まで埋め込んで、美羽は安堵と興奮のため息をつく。

　こうして対面で座って繋がると、慧との距離が近い。ちゅ、ちゅっと、触れるだけの甘いキスをされて、また濡れてしまう。

「かわいい……好きだよ、美羽……」

「私、も……」

　愛おしげに見つめられて、蜜壺がきゅうっと締まる。

　動いてほしい。熱いもので、もっとたくさん愛されたい。ねだるように見つめると、「美羽が動いて」とやさしく囁かれた。

「好きなように動いて、いいところに当ててくれ」

「いいところ……」

「分からない？」

　腰が掴まれ、いきなり下から突き上げられた。どちゅん、と奥を突かれて、軽く達してしまう。

　その場所を覚えさせるように、彼は何度も突いてきた。ぐちゅぐちゅと子宮を押し上げるように突かれるたび、美羽は悶えることしかできない。

「ん、ああ……ッ！　あ、あっ！」

「ここ好きだろう。しっかり自分で奥まで突いて」

「ん……っ、それ、もうっ、ああっ……！」

「あと、こっちも」

「や、ぁ、あああぁー……っ！」

　位置がずらされ、浅いところを小刻みに突かれる。いつも声が嗄れるほど啼かされるところが、大きく膨らんだ昂りにグリグリと抉られた。

「あ、やぁぁっ！　慧さん、それイっちゃう……っ」

「いいよ、ほら」

「あ、だめ、イく、イくぅ……っ！」

「はっ、美羽……！」

「ひ、ぁ、やあぁぁー……！」

　胸元にじゅうっと強く吸いつかれて、我慢できなくなった。彼は何度も口づけ、赤い花弁のような痕を散らしていく。

　執着の証を残されているようで、肌を吸われるたびにビクビクと震えた。なかなか高みから下りられないのに、彼はまた力強く奥を突いてくる。

「や、もう……っ！　イったばっかりだからぁっ……！」

「知ってる……もっと気持ちよくなろうな……っ」

「気持ちよすぎるからだめっ、　おかしくなっちゃ……っ、ぬい、抜いてぇっ！」

「……っ、そんなこと言われて、抜くわけないだろ……！」

　怖いほどの快感に思わず口にした拒絶の言葉は、夫を興奮させるだけだったらしい。

　妻を犯すことに興奮しきった彼の熱杭が、またぐんと嵩を増した。大きく膨らんだ先端が、子宮を突き上げてくる。

　その快感と衝撃に、美羽はまたぶるぶると震えながら深い絶頂を味わった。

「は……ぁっ、ん……あああ……ッ！」

「あー……すっごい締まって……っ」

「慧さ、動いちゃだめっ……あぁ、や、ぁ……！」

「いいんだ、ここ」

「ん、ん……っ、よすぎて、もうっ……」

　密着した腰が揺らされ、慧の腕の中でまた達してしまう。

　もう、自分で動くどころではなかった。何度も波に飲まれて、わけが分からなくなるまで啼かされる。膜越しの射精を受け止めるころにはもう、美羽の意識は絶え絶えだった。
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　翌日の夕方、帰宅してバッグを開けた美羽は、実家に忘れ物をしたことに気付いた。

「あー……ノート、実家に忘れてきてしまいました」

「ノート？」

「私がいつもレシピを書いているもので……」

「ああ、和菓子のイラストがたくさん描いてあるノートだな」

　今日は「わらび餅がたくさん残ったから取りに来て」と母から電話があり、宵月庵に顔を出したのだ。

　わらび餅は美羽の好物だ。みずみずしくやわらかなわらび餅は賞味期限が短く、当日売れないものは廃棄になる。これは大変だと、急いで取りに行った。

　母や悠斗と話し、思いついたことをいくつかノートに書き込んで、そのまま店に忘れてきてしまったらしい。

　美羽はソワソワと時計を見上げる。

　明日また実家に行ってもいいが、落書きの延長のようなこともいろいろ書き込んであるので、中身を誰かに見られたら恥ずかしい。それに、美羽にとってはアイディアを書きためてある大切なものだ。手元にないのは落ち着かなかった。

　どうせ地下鉄に乗ればすぐの距離だ。ささっと取ってこようと、身支度をする。

「慧さん、私ちょっと実家に行ってきます」

「じゃあ車を出そう」

「えっ、送っていただくような距離ではないですから。どうせ近いので、地下鉄で行ってきます」

「駄目だ、夜道で何かあったらどうするんだ」

　美羽は慌てた。わざわざ車を出してもらうような距離じゃないし、まだまだ人通りも多い時間帯だ。こんなことで慧を煩わせたくなかった。

「たまには頼ってくれてもいいだろう。雨も降っているし」

「でも」

「じゃあこうしよう。これから夜のドライブデートだ。帰りにどこかで明日の朝食べるパンを買ってくる。それならいいだろう」

「……分かりました。じゃあなるべく早く帰ってきましょうね」

　断ったところで、もう車のキーを手にしている彼は、一緒に行くと言って譲らないだろう。ここで押し問答しているより、さっと行ってきたほうが早い。

　……それに、デートって言われると、ちょっとうれしい。

　忙しい慧とは、事前に予定を立てて外出することはあっても、こんなふうにフラリと出かけることは今までなかった。美羽はこっそりドキドキしながら、慧の助手席に乗り込む。

「あれ、和菓子の新商品がメモしてあるノートなのか？」

「そうですね、分量とか意匠とか、ほとんど落書きみたいなものですが」

「やっぱり今でも和菓子のアイディアは大切にしてるんだな。もし美羽が自分で店をやりたいなら、いくらでも出資することはできるが……」

「いえいえ、慧さんにお金を出してもらおうなんて思ってませんので！」

　こうして妻として大切にされているだけで、もう充分に分不相応だ。この上、慧に店まで出してもらったらいたたまれない。

　それだけは絶対に、慧の力は借りたくなかった。

　もう少し今の暮らしが落ち着いたら、新しい仕事を始めるつもりだ。いずれ自分の店をやるなら、もっと和菓子の勉強をしてお金も貯めて、きちんと自分の力で実現したい。

　……もしかしたら、悠斗と店をやるかもなんて言ったら、また嫉妬されるかもしれないけど。

　でももうすぐ悠斗も結婚するし、嫉妬される理由もなくなるだろう。悠斗は宵月庵を辞めて転職するのを機に、長年付き合っていた女性と結婚するのだと言っていた。

　そして母も、本当に実家に帰るつもりらしい。母の実家である和菓子店は、今は叔母が一人で切り盛りしている。これからは姉妹二人で店をやるのだと、母は張り切っていた。

　宵月庵の跡取り問題をきっかけに、少しずついろいろな状況が変わりつつある。美羽が抜けた穴は母や悠斗がうまくフォローしてくれているようだが、その二人もいなくなれば、宵月庵はどうなるのだろう。

　もっともそれは、美羽が気にしても仕方のないことだが。

　それより自分も頑張らなければと思いながら、美羽は見慣れた街並みを眺める。

「あれ、店の前に車が停まってるな」

「……ああ、兄夫婦ですね」

　もうすでに閉店時間は過ぎているので、客の車ではない。

　目立つスポーツタイプのセダンには、見覚えがあった。

　仕事を転々としていた兄には貯金なんてあまりなさそうなのに、兄夫婦は車や住むところには見栄を張りたがる。今住んでいるのは賃貸物件とはいえ高級住宅街として知られるエリアだし、目立つエンブレムのついたあの外車も当然それなりの価格だろう。

　早く実家に戻れば家賃もかからないのに、兄嫁がリフォームしてほしいと言い出してなかなか引っ越し準備が進まないのだと、母は呆れていた。

　今日も祖父と兄嫁がリフォームの相談でもしているのだろうか。美羽は小さくため息をつく。

「すみません、すぐ戻ってくるので待っていていただけますか」

「一人で大丈夫か？」

「はい。さっと行ってノートだけ取ってきます」

　店の近くに車を停めてもらい、美羽だけ降りる。

　兄夫婦と顔を合わせるのは面倒だった。最近兄嫁が「なんか新しい和菓子考えてよ」と何度も言ってくるのだ。どうやら猫の練切を考えたのが美羽だと知り、他にもアイディアを出させようと思っているらしい。

　もちろんそんなことをする義理はないと遠回しに断ってはいるが、いつもしつこく言ってくるので、できるだけ兄嫁とは顔を合わせないようにしていた。

　……ノートはたぶん、職人さんたちの休憩室に忘れちゃったんだよね。おじいちゃんに声をかけて、ノートを回収したらすぐに帰ろう。

　美羽はそっと裏口の引き戸に手をかけた。

　兄たちは裏口から入るとき、鍵のかかりが悪くて面倒だと言って、いつも施錠しない。不用心だからその都度施錠してほしいと言っているのに、いつもそのままだ。

　たしかに今日は鍵のかかりが悪かった。家全体のリフォームはともかく、こういう細かいところはあちこち修理が必要になっている。そろそろきちんと直すよう祖父に言うべきだろうかと思いながら、仕方なく鍵を開けたままで廊下を進む。

　でも、祖父の部屋に辿り着くより早く、人の気配に気付いた。

　店の職人たちが着替えや休憩に使っている、広々とした和室。ノートを置き忘れたその部屋で、兄嫁のみちるが一人で何かしている。

　何度も響く、小さな電子音。スマホで写真を撮っている音だ。

「あの……何してるんですか……？」

　背後から声をかけると、みちるがビクリと肩を震わせた。

　テーブルの上には、美羽のレシピが書かれたノートが開かれていた。そのページにスマホを向けたまま、彼女がゆっくりと振り向く。

「そのノートは、私のものです。何をされているんですか？」

　震える声で言いながら、呆然とみちるを見つめた。

　初めて会ったときから、苦手なタイプだとは思っていた。美羽に対して常に横柄な態度で接し、それでいて「売れそうな和菓子のアイディアちょうだいよ」と言うときには猫撫で声を出す。

　でも、それにしても。こんなふうにコソコソと、人のアイディアを盗むなんて……そこまでする人だとは思っていなかった。

　美羽の言葉に、みちるは盛大に舌打ちした。

「別にいいでしょ。あんたはもう、こんなの必要ないじゃない」

「必要ないって……」

「あーあ、あんたはうまくやったわよね。あのケーキ屋の御曹司と結婚するなんて。私もこんなボロい和菓子屋の息子より、そっちと結婚したかったなー」

「……兄のことが好きで結婚されたんですよね？」

　兄嫁の不満げな言葉に、美羽は思わず眉をひそめる。

　正直、美羽も兄のことはそれほど好きではない。それでも一応血の繋がった身内だ。目の前で兄が悪く言われるのは、あまりいい気分ではなかった。

「東京の老舗だっていうから、お金持ちだと思ったのよ！　あんたの兄貴、うちは金持ちだからいざとなったら実家に帰れば遊んで暮らせるって言ってたし！　どうするのよもう、借金もあるのにここの給料なんて本当に少ないみたいだし！」

「そんなに儲かってはいませんよ。兄はこのお店の経営状況、全然分かっていなかったでしょうけど」

　急に八つ当たりのように喚き始めたみちるに、美羽はおそるおそる言い返す。

　原材料費は年々高騰しているし、素材にこだわればそれだけ原価も上がる。今はまだ常連客たちが買い支えてくれているが、そのほとんどは高齢だ。遠方から来てくれる客も年配の方が多い。

　顧客の高齢化がさらに進んで、今の常連客たちの足が遠のけば、店はどうなるか分からない。

　だからこそ美羽は、今のうちに客層を広げ、若い人たちにも売れる和菓子を作りたいと模索してきたのだ。

　兄は一体、どんな勘違いをしていたのか。

　日々の暮らしに困るようなことはもちろんないけれど、こんな小さな家族経営の店なのだ。どう見たって遊んで暮らせるような状態ではないだろう。

「なによ、生意気ね……！　あんたは何の苦労も知らないお嬢様育ちで分かんないかもしれないけど、お金がいるのよ、こっちは。じゃんじゃん売れる和菓子、もっと考えなさいよ」

「そんなこと言われても……」

　もう自分は若女将ではない。だから、宵月庵の新商品を考えなければいけない理由はない。どうしてそんなことも分からないのだろうか。

　美羽は、困惑してみちるを見つめる。

　さっき彼女が撮影していたレシピだって、喜ぶ人たちの顔を想像しながら、何十回も試作して考えた大切なものだ。簡単にあげられるものではない。

「帰ります。私のノート、返してください」

「はあ？　逃げるの？」

　恫喝するようなみちるの大きな声に、身体が震える。今まであまり悪意を向けられたことのない美羽は、彼女の乱暴な物言いが怖かった。

　でも、今こうしているあいだにも、慧を待たせてしまっているのだ。「一人で大丈夫か」と言っていた彼は、なかなか戻ってこない美羽のことを心配しているだろう。

　慧のことを考えると、波立っていた気持ちが落ち着いてくる。

　以前の美羽なら、ノートをみちるに取られても、そのまま泣き寝入りしていただろう。もしかしたら急かされて断りきれずに、いくつか新しい和菓子のアイディアを考えて渡していたかもしれない。

　でももう、そういうことはやめなければ。

　夫が大切にしてくれる自分を、美羽自身も大切にしなければと思う。そんなふうに思えるようになったのは、慧に愛されて自信がついたおかげだ。

　美羽は震える手をしっかり握りしめ、口を開いた。

「夫を待たせていますので、早くノートを返してください。写真も消してください、今この場で」

　小さな声で、それでもキッパリと言った。言いなりになるつもりはないと、みちるをまっすぐ見つめる。

　いかにも気の弱そうな美羽が、そんなことを言うとは思っていなかったのだろう。毅然とした態度を見せたことで、みちるは逆上したらしい。

　ノートを取ろうとした美羽の手が叩かれる。バチンという派手な音がして、手の甲にひりひりとした熱が広がった。

「本当に生意気！　もうここには来ないでよ、あんたの顔なんか見たくないわ！」

　みちるの手が、ノートを持ったまま振りかぶられる。

　叩かれる、と思って、とっさに俯いた。顔が腫れれば慧に心配をかける。そう思って、なるべく顔を庇うように下を向いたのだ。

　でも、痛みはいつまでもやってこなかった。

　代わりに「妻への暴力はやめてもらおうか」という低い声がする。

「え、慧さん……？」

「遅いから迎えにきた」

「ごめんなさい、私——」

「鍵が開いたままだったよ、不用心だな。俺の大切な妻に何かあったらどうするんだ？」

　甘く蕩けるような眼差しで見つめられ、夫の腕に閉じ込められる。

　いつもなら思わず赤面するような場面だった。

　でもそうならなかったのは、みちるに言って聞かせるように「俺の大切な妻」と言った響きが、明らかに不穏だったからだ。

　いつから聞いていたのか、彼はすでに状況を把握しているようだった。慧は見たこともないような冷ややかな目で兄嫁を見据えた。

「新商品を考えるのは時間も気力も使うものだ。みんな身を削るような思いで、何とかヒットに繋がるようにと頑張っている。それを簡単に盗むなんて、絶対にやってはいけないことだ」

「な……っ、関係ないでしょ、あんたには！」

「こんな手癖の悪い人間を、大切な妻の身内にしておくわけにはいかないからな。お前は他にも、人として絶対にしてはいけないことをしているはずだ。俺に暴露される前に、自分の口で説明したほうが賢明だと思うが」

「……っ」

　みちるが顔色を変えて黙る。

　……人として、絶対にしてはいけないこと？

　その言葉の意味がよく分からず、美羽は首を傾げた。

　美羽が知っている限り、慧とみちるは結納のときに軽く顔を合わせただけのはずだ。それなのに、慧は彼女の何かを知っている。そしてそれを知られたくなかったらしいみちるは、青ざめた顔でこちらを睨んでいる。一体何があったのだろう。

　しばらくそのまま、誰も何も言わないままで、慧とみちるが睨み合っていた。

　やがてそこに、パタパタとかわいらしい足音が聞こえてくる。開けっぱなしの襖から、小さな男の子がひょこっと顔を出した。

「ママ、いた」

「あれ、美羽と慧くんも来てたのか。何の騒ぎだ？」

　この子と遊んでいたのだろう、のんびりとした口調で祖父も現れる。みちると美羽、慧というめずらしい組み合わせに、祖父は不思議そうに目を瞬かせた。

「ご挨拶もせず上がり込んで失礼いたしました。ちょっと美羽さんの忘れ物がありまして、取りに伺いました」

「あの、慧さんが車を出して、連れてきてくださったの」

「ああ、そうだったのか。面倒をかけたな。よかったらお茶でもどうだ」

「いえ、今日はこれで失礼します。またゆっくり伺いますので」

　祖父と話している慧は、完全にいつもどおりの穏やかな表情だ。みちるに向けたさっきの言葉は、一体何だったのか。

「ねえ、だれ？」

　ワンピースの裾がつんつんと引っ張られる。興味津々という表情で、男の子がこちらを見ていた。美羽は不思議な気持ちでその子を見つめる。

　……この子が、兄の子供。私の……甥？

　もともと子供は嫌いではない。いずれは自分の子供がほしかったし、姪や甥ができればさぞかわいいだろうと思っていた。無邪気にこちらを見ている小さな男の子は愛らしい顔立ちで、もちろん悪意なんて微塵も感じない。

　それなのに、なぜかこの子をかわいいと思えなかった。

　赤ちゃんのころを知らないからだろうか。兄に子供がいると聞いて驚いたが、実際に会ってみれば肉親への情が湧くような気がしていたのに。

　どうしてもピンと来ないまま男の子と見つめ合っていると、みちるが彼を抱き上げた。

「いいのよ、この人たちもう帰るから。私たちも帰りましょ」

　さっきまであんなに刺々しかったみちるは、子供にはやさしげな笑顔を見せる。

　そんな顔もできるんだなと思いながら見ていたら、みちるは慧と美羽のことをものすごい目で睨んで、子供を抱いて部屋を出ていった。

　……ああ、分かった。あの子、みちるさんにそっくりなんだ。

　今までは兄嫁の憎々しいような顔ばかり見ていたから、気がつかなかった。笑顔になると、あの男の子とみちるは本当によく似ている。

　……あまりよく思っていない兄嫁に似てるから、あの子のこともかわいいと思えなかったのかな。あの子は何も悪くないのに……。

　さっきあんなふうにやり合った直後だ。みちるにそっくりな子供をかわいいと思えなかったのも仕方ない。でも何の関係もないあんな小さな子に、よそよそしい態度を取ってしまった。

　自分の心の狭さを申し訳なく思いながら、美羽は慧とマンションに戻った。

　

　

　でもそれからしばらく経って、美羽は衝撃的な事実を知ることになった。

　兄とみちるが離婚したのだ。そして甥だと思っていたあの子は、実は兄の子供ではなかった。それを聞いて、美羽は本当にびっくりした。

「よくもまあ、そんなに簡単に騙されたものよね」

　実家に寄った美羽に、母はお茶を飲みながら苦々しい表情で言った。

　もともと、みちるには他に恋人がいたらしい。

　その恋人に捨てられた直後に妊娠が判明した兄嫁は、困っていたのだという。自分一人では子供なんて育てられない。浪費癖が激しく、カードの支払いや借金に常に追われている。誰でもいい、誰かを頼らなければ。

　そう思っていたみちるは、前々から自分を口説いていた朔也に狙いを定めた。

　有名な老舗和菓子店の長男だということは知っていたし、本人も羽振りがよかった。こっそり訪ねてみれば、店は老舗と呼ぶにふさわしい佇まいだったし、店の奥にある実家も広々とした敷地に建っている立派なものだった。

　藁にも縋るような思いだったみちるは、「実家に戻れば遊んで暮らせる」という彼の言葉を鵜呑みにした。そして朔也と交際を始め、すぐに妊娠したと打ち明けたのだ。

　うまくいけば自分は老舗の若女将。そして自分の息子は老舗の跡取りになれる。

　家庭環境があまりよくなく、悪い仲間とばかりつるんできたみちるにとって、有名和菓子店の長男である朔也との結婚は魅力的なものに思えたらしい。

　本当のことを知った朔也はすっかり気落ちして、実家で寝込んでいるという。好きになった女性と結婚して子供を育てていたのに、自分の子供ではなかったというのだから、まあ気落ちするのも無理はないが。

　美羽もまさかこんなことになるとは思っていなかった。いまだに信じられず、首を傾げる。

「子供のこと、みちるさんが自分から話したの？  そんなこと、黙っていたら絶対分からないでしょ？」

「子供のことは隠していい家に嫁ぐんだって、あちこちで自慢していたらしいわ。秘密にして墓場まで持っていけば、こんなことにならなかったのにね。悪い仲間に本当のことをバラすって脅されてたみたいよ」

「そんな……」

「そのこともあって、もう隠しきれないって思ったんでしょう。素行調査の結果も見せたら、あっさり白状したわ」

　母はのんびりお茶を飲みながら、何でもないことのように言う。

　素行調査。あまり耳慣れない言葉だ。

「みちるさんのこと、こっそり調べたの？」

「うちが依頼したんじゃないわよ。慧くんが依頼して、結果をうちにも回してくれたの」

「慧さんが？　どうしてそんなこと……」

　そういえば以前みちると対峙したとき、慧は「人として絶対にしてはいけないことをしている」と彼女を糾弾した。

　あのときにはすでに、みちるの子供のことを掴んでいたのだろう。「人として絶対にしてはいけないこと」。たしかにそのとおりだった。

「みちるさんは美羽にとって義姉になるわけだから、あちらでも一応調べたんでしょ。次期社長夫人の周りにおかしな人間が入り込んでたら、慧くんだって困るじゃないの」

「そっか、それもそうだね」

「あなたも身辺のことには気をつけなさいよ。立場ある人と結婚したんだから」

「はい、気をつけます」

　今の美羽の立場は、大企業の次期社長の妻だ。

　もし周囲に不届きな者がいれば、慧に——場合によっては慧の会社に、多大な損害を与える可能性もある。

　そのリスクを考えれば、妻の義姉であるみちるの素行調査をしたことも妥当だろう。そして調査の結果、とんでもない事実が明るみに出たのだ。

「おじいちゃんもすっかり元気なくなっちゃったね」

「お義父様、あの子のことずいぶんかわいがってたからね。まさか血が繋がってないとは思わないわよね……」

　祖父は兄が戻ってくることも、兄夫婦の子供が男の子であることも、本当に喜んでいたのだ。これでしばらくは宵月庵も安泰だと。

　曾孫である男の子は、いずれ店の跡取りになる予定の子。そのつもりで大切にかわいがっていたら、その子とは血が繋がっていなかった。さすがの祖父も、大きなショックを受けたらしい。

「もういいわ、跡取りの話はやめましょ。あとはもうお義父様たちが好きなようにするでしょ。直系男子とやらが二人もいるんですもの、この先はあの二人が力を合わせてやっていけばいいじゃないの」

　たっぷり皮肉を込めながらも、そう言って笑った母の表情は晴れ晴れとしていた。

　祖父は母に「もう少し女将の仕事を続けてほしい」と言ったが、母はそれをキッパリと断った。そしてさっさと兄に店主の座を譲ってしまった。

　もうすぐ母は実家に戻る。宵月庵でいろいろな苦労があった母も、これからは自由に、幸せになってほしい。

　しみじみと思いながら、美羽は実家を出た。





◇






　夜の寝室は、すでに淫靡な空気に満ちていた。

　ベッドサイドの小さな明かりを灯しただけの、薄暗い部屋。静かな室内は、美羽の荒い息遣いだけがはっきり聞こえる。

　慧は早々に美羽のパジャマと下着を剥ぎ取ると、その背中をヘッドボードに寄りかからせた。そのままほっそりとした足を大きく開かせる。

　足のあいだに入り込んだ夫に、全部見られてしまう体勢。そして美羽自身にも、自分が何をされているかが逐一見えてしまう体勢だ。

「慧さん……っ、これ、恥ずかしい……」

「なんで？　もう濡れてるから？」

「んん……っ」

　慧はじっとそこを見つめている。触られてはいない。舐められてもいない。ただ見られているだけなのに、肌にチリチリとした疼きを感じる。

　これ以上濡らしたくないのに、そんな美羽の願いとは裏腹に、蜜口からはまたトロリと新しい蜜が垂れる。

　何も言わないまま、濡れ具合を確かめるように秘裂が指でつーっと撫でられた。

　その指遣いも彼の口調もやさしいけれど、ひどくいじめられているような気分になる。

　一人で勝手に濡らしたことを思い知らせるように、くちゅ、くちゅっと微かな音が立てられた。表情を変えないままそこを見られ続けて、羞恥が募る。

「何に興奮した？　キスして、脱がせただけなのに」

「っん、あ……ん、あああッ！」

　慧が足のあいだに顔を埋めてくる。じゅるっと蜜を吸われて、高い声が出た。

　家でリラックスしている夫の姿を見るのは好きだ。整髪料をつけていないサラサラの髪も、濃紺のパジャマを着た姿も、今は自分だけが見られるもの。

　でもそのサラサラの髪が、今は自分のあらぬところで揺れている。そのことが恥ずかしくてたまらない。

「ひ、ぁ……っ」

「全然集中してないな。考えごと？」

「……っ、ごめんなさい、あ、やぁ……っ」

「他のこと考えてるのに、それでもこんなにダラダラ垂らしてるのか」

「そんなっ、あ、あああっ！」

　敏感な芽が、舌のザラザラしたところでベロッと舐め上げられる。わざとザラザラを擦りつけるように、何度もそれをされた。

　快感が強すぎて逃げたい。

　でも慧は、逃がさないと言わんばかりに美羽の腰を掴む。

　淫らだと言われるのは分かっていても、しっかり腰を掴んだまま施される口淫に、秘部を彼の舌に押しつけるようにして感じてしまう。

「ん、ん……っ、あっ、あ！」

「ああ、こんなにヒクヒクして……」

「ふぁ……っ、いわない、で……っ」

　蜜口がチロチロと舐められた。甘い舌遣いに溶けてしまいそうだ。

　いやらしいと自分でも思うそこは、舌がそっと触れるだけでもヒクついて、中へ中へと誘ってしまう。

「中も舐めてほしい？」

「っ、だめ、だ、め……っ、あ、ああっ！」

　熱い舌先が、蜜口からくぷっと入ってきた。蜜肉を味わうように襞を掻き分け、くちくちと中まで舐められてしまう。

　……やだ、中まで舌が……っ。

　それは目眩がするほど淫らな快感だった。

　自分でも見たことのない場所を見られ、さらにはぬるりとした舌にまさぐられている。

　そんなところまで舐められている衝撃と興奮で、呼吸が乱れた。思ったより深いところまで届いてしまう舌先が、蜜に濡れそぼった襞を抉るように舐める。蜜壺の中を執拗に舐め回され、美羽は身体をビクビクと震えさせた。

「もう二本入りそうだな」

「え……？　あ、んんっ！」

　唇を離した彼が、今度は指を蜜口にあてがった。

　骨張った指がぬぷ、と入ってきて、ゆっくり奥を目指す。早くもグズグズになっている蜜壺はあっさりそれを受け入れ、喜んでぎゅうぎゅう締めつけた。

「ん……ぁ……っ、あぁっ」

「中もトロトロだな……我慢できなくなりそうだ」

「我慢、しないで……っ」

　身体の奥がもっとほしいと疼いている。早く奥まで繋がりたい。その焦燥が、美羽を大胆にさせた。

　夫の頬を両手で挟み、引き寄せる。

　ぎこちなく重ねたキスは、すぐに奪われるようなものに変わった。彼の口に舌が含まれ、ゆっくりと嬲られる。

　くちゅくちゅと音を立てられているあいだも、熱を帯びたような視線を感じた。見られていると思うと恥ずかしいのに、蜜口にゆるゆると出し入れされる指も口の中を舐め回す舌も気持ちよくて、微かな喘ぎを漏らしてしまう。

「ん……は、ぁ……っ、んんっ」

「ふ、かわいい顔」

　下唇を執拗に吸われて、唇が離れた。

　ぽってりと腫れた唇から、はあはあと湿っぽい吐息が漏れる。慧が赤くなった頬をするりと撫で、美羽の中から指を引き抜いた。

「もう少しかわいがりたかったが……ちょっと限界だ」

　彼は性急に自分の着ているものを脱ぎ捨てる。少しずつ、艶やかな肌やくっきりとした筋肉の輪郭があらわになった。

　風呂を済ませたばかりの慧からは、自分と同じボディソープと彼自身の肌の香りがする。美羽を興奮させる、いい香りだ。

「美羽を抱けると思うと、すぐにこうなるな」

「ぁっ、ああぁっ！」

　自分も裸になった慧が、硬く勃ちあがったものをそのまま美羽の秘所に押しつけてきた。蕩けそうなほど熟れた蜜襞に、彼の熱杭がグリグリと擦り合わせられる。

　あまりの快感に、美羽は高い声を上げて仰け反った。

「慧さ……っ、あ、これ……っ」

「ん……気持ちいい？」

「ああっ、きもち、いいですっ……！」

　慧はいつも必ず避妊をしていた。こんなふうに、何ひとつ隔てるものがない状態でその部分が触れ合うのは、これが初めてだった。

　欲情して膨らみきった彼の昂りが熱い。その熱を味わっていると、慧は荒い息をつきながらゆっくり腰を揺らし始める。

「ああ、挿れてないのに気持ちいいな。トロトロだ……」

「あっ、あ！　やぁん……っ！」

　じゅぶ、じゅぷっといやらしい音を立てながら、慧の昂りが花弁のあいだを行き来する。　挿入されているときのように腰を振られ、でも蜜洞は満たされないままで、おかしくなりそうだった。

　敏感になった溝を擦り上げられ、膨らんだ先端に淫芽が押し潰される。こっちにも早くほしいと、中が疼いてきゅうきゅうと蠢いた。

　慧はそのヒクつきを楽しむように、蜜口に先端をあてがう。入口だけがぐちゅぐちゅと嬲られ、美羽の息が上がった。

「擦るだけでどんどん濡れてるぞ。そんな蕩けた顔して……」

「んん、もう……っ、我慢できな……っ」

　思わず中に招き入れるように腰を上げ、彼のことを誘惑してしまう。先端がくぷっと埋まりそうになり、慧が慌てて腰を引いた。

「こら、避妊しないと」

「や、慧さん……」

　離れていこうとする彼の腰に両足を絡めて、しっかり抱きしめた。

　熱い昂りの先端が、また美羽の蜜口にくちゅっと当たる。さっきより深い、どちらかが少し腰を揺らしたら入ってしまいそうな角度で。

「慧さんも、子供ほしいですよね？」

　今まで聞けなかったことを、思い切って口にする。

　結婚してすぐのころ、祖父に「慧くんのご両親もこれで安心だろう。美羽は一日も早く会社の跡取りを生まないとなぁ」と言われたことがあった。

　祖父としては何気なく、悪意などなく口にした言葉だっただろう。

　でもそのころの美羽はまだ、自分が宵月庵の跡取りでなくなったことに傷付いていた時期だった。そして分かってはいたが、これからは慧の会社の跡取りを生み育てろと言われるのだと改めて実感した。

　跡取りという言葉を聞くだけで、息が詰まって苦しくなったのだ。でもすぐに、慧がやさしく肩を抱いてくれた。

「私は会社の後継者がほしくて結婚するわけではありませんので」

　彼は美羽を甘い眼差しで見つめてから、「今後のことは夫婦できちんと話し合います」と祖父にキッパリ言ってくれたのだ。

　棘のある口調ではなかったが、そこには「夫婦で話し合うべきこと、美羽に決める権利があることには一切口出ししてくれるな」という牽制が含まれていた。美羽にさえ分かるほど、ありありと。それ以来、祖父の口から不用意な発言が飛び出したことは一度もない。

　次期社長として当然子供は期待されているはずだが、慧は子作りについて今まで何も口にしなかった。それはきっと、あの祖父の発言があったからだろう。

　あれから少し時間が経って、今は美羽も気持ちが前向きになっている。

　跡取りを生まなければというプレッシャーはなく、ただ純粋に好きな人の子供がほしいと思えるようになっていた。慧とのあいだに子供が生まれて家族が増えたら、きっと楽しいだろうと。慧に愛されて穏やかな暮らしをしているうちに、自然とそういう気持ちになっていったのだ。

「すぐにはできないと思いますけど……もし子供ができたら……うれしい、です」

　ドキドキしながら、願いを口にする。夫も同じことを願ってくれたらいいのにと思いながら、彼を見上げた。

「……本当に？」

　低い声で囁いた慧は、怖いほど真剣な表情でこちらを見つめている。

「美羽はいいのか、本当に」

「私はいつ子供ができてもいいと思ってます」

「分かってると思うが、俺は会社の跡取りがほしくて子供を望んでるわけじゃない」

「私もです、慧さんの子供がほしくて……んんん……っ」

　いきなり食らいつくようなキスをされた。熱っぽい吐息を分け合いながら、また彼のものに蜜口をつつかれる。

　でも、さっきまでの動きとは全然違った。

　間違えて入ってしまわないようにという理性は、もうそこには感じられない。猛々しく隆起した彼のものは、くちゅ、ぐちゅっと音を立てて美羽を追い立てる。時々少しだけ先端が入ってくるのが、たまらなく気持ちよかった。

「あっ、それ……っ、ああっ」

「そんなにいいのか？　ここ、グリグリすると腰が浮いて……」

「っ、あ、いいっ……もっと……っ」

「は……いやらしいな……」

　避妊具なしで密着するのは、ゾクゾクするような快感だった。

　これから何も隔てるものなく彼と繋がる。いつも膜越しに感じる彼の熱を、自分の中で受け止めるのだ。

　想像するだけで、またはしたなく濡れた。これからの行為に期待して、身体が熱くなる。

「あ、あっ……んんっ！」

「美羽、駄目だ……挿れたくて、もう……っ」

　慧の息も荒い。いつもならまだ余裕たっぷりに美羽を翻弄するのに、美羽の首筋に吸いつく強さは痛いほどだった。

　彼の興奮を感じて、濃厚な蜜が零れ落ちる。それが慧の先端をトロリと濡らし、花弁が誘うように絡みつく。

　息を詰めた彼が、美羽の鎖骨に歯を立てた。

　痛みがないように手加減しながらも、熱い吐息からはもう興奮を抑えきれなくなっていることが伝わってくる。

「美羽、すなまい……限界だ……っ」

「え……ぁ、あああッ！」

　切羽詰まった声で謝られた次の瞬間には、先端がずぶっと勢いよく入り込んできた。そのまま一気に最奥まで貫かれる。

　深いところをゴリッと抉られ、あまりの衝撃に目を見開いた。ものすごい圧迫感で、うまく息ができない。

「あ……っ、や、ああっ、慧さんっ……」

「入ってる。ほら」

「ひぁっ、あぁん！」

　膝裏が持ち上げられ、腰が浮いた。

　少しだけ抜けかけたものが、またずっぷりと最奥まで埋められる。奥まで入っているところを見せつけるように、逞しい漲りが目の前でじゅぶじゅぶと出入りさせられた。

「見える？　つけてないよ、今日は」

「ん、ん……！　慧さんの、熱くて……っ」

「ああ、熱いな……美羽の中も溶けそうだ……」

「あ、ああっ！　ん、ぁっ！」

　避妊具をつけていても、彼の熱もその形も充分に味わっているつもりだった。

　でも何も隔てるものなく繋がってみると、生身の挿入は今までとは全然違った。

　ふっくらと膨らんだ先端にも、ボコボコと血管が浮き上がっている逞しい幹にも、美羽の蜜襞が直接絡みついている。

　お互いのいやらしい蜜が混ざり合っていると思うと興奮した。もっと味わいたいと、欲張りな蜜洞はきゅうきゅうと彼を締めつける。

「はぁ、っ、あん……っ」

「っ、最初からそんなに締めるな。手加減してくれ」

　慧が小さく呻いて、汗ばんだ髪を邪魔そうに掻き上げる。苦しそうに伏せた眼差しが色っぽい。

「生で挿れられるの、気持ちいいんだな」

「……っ、ん、気持ちい……」

「俺も気持ちいい。ゆっくり楽しみたいが、そんな余裕はないな……」

　悔しげに言いながら、慧は抉るように奥まで押し込んでくる。彼の昂りは長く、いつもより硬く大きく膨らんで、美羽の中を激しく責め立てた。

　膨らみきった先端が、コリコリとした子宮口に押しつけられる。

　蕩けるほど濡れた蜜洞に締めつけられる快感は強烈なようで、慧は腰を揺らしながら何度も小さく呻いた。

「ん……ここに出したいと思ってたよ、ずっと」

「え？……あ、ん……ああっ……」

「君のここに全部注いで、子供ができるまで朝も夜もなく犯し続けたいと……本当にそうしたらどうなるだろうと、何度も考えた」

　朦朧としながらも、美羽は慧の言葉に小さな笑みを見せる。

　美羽にとって、子供のころの慧はとてもやさしいお兄さんだった。大人になってからは寡黙で冷静な人だと思っていた。そんなに激しいことを考えるイメージはなかったのだ。

「慧さんも、そんなこと考えるんですね」

「ん？」

「結婚前は堅物って言われてたって」

「ああ……でも実際にはそんなことないだろう。君に関しては何ひとつ冷静じゃないし清廉でもない。本当は、閉じ込めて汚して俺だけのものにしたくてたまらなかったよ」

　美羽を誘惑するように、ゆるゆると腰が揺らされる。

　激しく出し入れされるのもいいけれど、彼の形を教え込まれるようにゆっくり擦りつけられるのもたまらなかった。「愛してるよ」と口づけられて、うっとりと目を閉じる。

「たぶん、手加減できないんだけど。朝まで犯していいか？」

　囁く声が低くなって、その不穏な響きに身体が震える——怖いわけではなく、期待で。

　ここに出したいと、受け入れてほしいと乞うように、最奥がグリグリ突き回された。剥き出しの彼の欲が熱い。早くその熱と溶け合いたくて、美羽のそこはうれしそうに蠢いている。

　急かすように彼の腰に両足を絡めた。早く犯されたい。全部ほしい。

　熱に浮かされたように、彼の耳元で囁いた。

「して、ください……っ、赤ちゃんできるまでいっぱいしてっ……」

「……美羽……ああもう、くそっ」

「あっ、あああぁっ！」

　小さく毒づいた慧が、激しく奥をひと突きした。

　さっきまで穏やかに睦み合っていたので、油断していた。彼の熱杭は、奥の奥まで入り込んできて美羽をおかしくさせる凶器だ。ガツンと子宮を揺らすほどに押し込まれて、あまりの気持ちよさにクラクラする。

「は、ぁ……っ、あ、あ！」

「くっ、美羽……っ」

「ん、あぁ……っ、あぁん！」

　挿入の衝撃から一息つくまもないまま、慧は荒々しく腰を振り始める。

　先ほどの言葉どおり、手加減はまったくなかった。

　甘えたように絡みつく内襞を、ねじ伏せるように強く抉る。掻き出された二人分の甘い蜜が、くしゃくしゃに乱れたシーツにダラダラと零れた。お尻も背中も濡れて気持ち悪いのに、そのことにますます興奮する。

「中出ししてほしくてねだってるのか？　そんなに締めつけて……」

「あ、っ、だってっ……いっぱい出してほし……っ」

「……っ、煽るな……本当にぐちゃぐちゃに犯すぞ……！」

　目の色を変えた慧が、がりっと美羽の首筋を噛む。いくつも散らされる執着の証と、窒息しそうな深い口づけ。

　唇を塞がれて、喘ぎで快感を逃がせないまま、強く身体を揺さぶられた。重い衝撃がずんずんと送りこまれて、彼の口の中で悲鳴に近い声を漏らす。

「美羽、愛してる……美羽……」

「ん、ん……っ、わたし、も……」

　唇を離して、キスができそうな距離で囁き合う。

　結局そのまま、我慢できないと言わんばかりにまた唇を塞がれた。キスが甘い。お互いの汗でじっとり湿った肌が隙間なくくっついて、気持ちよかった。

　ばちゅっと突かれた衝撃で、唇が離れる。

　愉悦に潤んだ視界の中で、夫と目が合った。彼は発情した雄の獰猛さを隠さないまま、力いっぱい腰を打ちつけて美羽を執拗に犯す。

「ん、ぅん……っ、慧さん、激しい……っ」

「っ、そんなに締められて、加減できるわけないだろ……！」

「だって、きもちい……っ、も、イっちゃうっ……」

「あー……俺もイくっ、出すぞ、美羽……！」

「ああッ、や、もうっ、イく、イく……っ！」

　大きな嬌声も、身体の震えも止められない。しっかりと抱き合ったまま、二人一緒に高みに押し上げられる。

　慧の先端が大きく膨らむ。射精を予感した身体が甘く震えて、一滴も零すまいときゅうぅっと締まった。

「あっ、美羽っ……！」

「ひ、あ、あああぁぁっ！」

　ぐっと子宮口に押しつけられた彼の熱杭から、すごい勢いで精が吐き出された。美羽の子宮に叩きつけるように、びゅくっ、びゅくっと何度も白濁が迸る。

　男の射精を初めて受け入れた蜜壺は、その衝撃と熱に喜んでぎゅうぎゅう蠢く。彼に注がれるたび、美羽も微かに達して身体を震わせた。

　自分の中でじわじわと広がっていく熱に、朦朧とする。

　中で出される快感は、思った以上だった。甘く汚された子宮が、もっと飲みたがって貪欲に疼く。

「はぁ……悪い、激しくした。大丈夫か」

「ん……大丈夫です。……っあ、あ……っ」

「……まだイってる？」

「慧さんが、動くから……」

　まだトクトクと注がれているような感じがするのは、気のせいだろうか。

　もうさすがに出てはいないだろうが、彼のものは美羽の中でヒク、ヒクッと余韻を楽しむように動いている。

　達したばかりで敏感な蜜壺は、そんな小さな動きにも感じてしまう。彼のものがヒクつくたび、いいところに当たってしまうのだ。

「やらしいな、終わったばかりなのに、一人でまたそんなに感じて……」

「あっ、だめ……揺らさないでっ」

　ゆるゆると腰を動かされ、美羽は慌てた。

　たっぷりと出された白濁が、今にも零れそうになっている。中出しされてドロドロになっている蜜洞が、ぐじゅっと生々しい音を立てるのも恥ずかしかった。

「ひ、ぁ……っ、だめっ」

「零れそう？　大量に出たからな」

「や、本当に零れちゃいますから……っ」

「何だそれ、煽ってるのか？」

　長い射精のあとでぐったりと美羽の胸に頭を乗せていた慧が、その体勢のままで胸の先をペロッと舐めてくる。

　全身敏感になっている美羽は、「あっ」と大きな声を出して顎を跳ね上げた。

「やぁっ、いたずら、しないで……！」

「するだろ。俺の精液零さないようにもぞもぞして……この中、俺が出したのでいっぱいになってると思ったら、もう……」

「あ、あぁん！」

　いつのまにか硬度を取り戻していた彼の漲りが、また美羽の最奥を抉った。

　慧は身を起こし、指が食い込むほど強く胸の膨らみを掴んだ。押し出された胸の先を、くちゅくちゅとしゃぶる。

「あっ、慧さん……っ、もう、やめっ……」

「駄目。ぐちゃぐちゃに犯すって言っただろ」

「そんなっ、あ、ああッ！」

　身体はクタクタでもう無理だと訴えているのに、淫らな蜜口はもっとほしいとヒクついて、太い楔をうれしそうに締めつける。

　ゆっくりと奥を突きながら、慧が不敵に笑った。

「子供ができるまでしてほしいんだろ？　期待に応えないとな」

「あっ、やぁ……っ」

　大きく腰を回され、淫芽が擦れる。「ああっ」と背を反らすと、首筋に口づけられた。弱いところを的確に狙ってくる愛撫に、結局すぐ陥落してしまう。

　その夜は明け方まで睦み合って、溶け合う熱に溺れた。





◇






　美羽が悠斗の転職先である有名和菓子店に出入りするようになったのは、それから数ヶ月後のことだった。店主が美羽の和菓子をいたく気に入ってくれて、その店で商品化しようという話になったのだ。

　改めて何十回も試作し、店の職人たちと調整を重ね、ようやく発売に向けて動き出したところだ。無事に形になってきて、美羽は心からホッとしていた。

「よかったな、うまくいきそうで」

「本当にね。いろいろありがとう、悠斗」

「俺は何もしてないよ。あのサイトで話題になったのが大きかったよな」

　悠斗が「あのサイト」と言ったのは、写真共有ＳＮＳサイトだ。あの、猫の練切の画像を載せてくれたアカウント。

　今では美羽も、そのアカウントの投稿を毎日眺めている。

「わ、見て。たくさん反応来てる」

　スマホでお目当てのアカウントの画面を開く。最新の投稿は和菓子の画像だった。

　ういろうで作った、一口サイズのデコレーションケーキ。やわらかく練った白あんをクリームのように絞り、和菓子素材で作った色とりどりの花もふんだんに飾っている。華やかなケーキを模した和菓子が何種類も作られ、白木の重箱に詰められていた。かわいらしい和菓子のプチフールだ。

　昨日投稿されたこの画像も、すでにたくさんの「いいね」がついていた。

「このアカウントが、まさかね……」

　悠斗が苦々しい口調で言う。その視線の先にあるのは、画像につけられた「妻の和菓子」というハッシュタグだ。

　このアカウントが慧のものだと知ったのは、もうずいぶん前のことだ。「それ、俺のアカウントだぞ」と言われて、美羽はきょとんとした。

　かわいらしいスイーツの画像と、テンション高めのコメント。そして目の前で無表情にコーヒーを飲む夫。どう考えても、彼がこれを投稿したとは思えなかった。

「え、だって……え？」

「最初は備忘録代わりに食べたスイーツを載せているだけだったんだが、いつのまにかフォロワーが増えてしまったな」

「ほ、本当ですか？　だってそんな……絶対女性のアカウントだと思ってたのに」

「俺だとばれないようにしたかったからな。気付かれたら面倒だろう、スイーツ関係は同業者ばかりだし。あくまでも個人の趣味だから、好きなようにやりたかったんだ」

　平然としている慧に、美羽は驚きのあまり何も言えなかった。

　たしかに、いくつか心当たりはあった。猫の練切の画像が投稿されたのは、慧が買ってくれた直後だ。カフェの写真が投稿された日に、その店のスイーツを買ってきてくれたことも何度もあった。

　美羽の中でこのアカウントと慧は、まったく結びつかなかった。だから「話題のスイーツを買ってきてくれたんだな」と思った程度で、深く考えなかったのだ。でも慧がその画像を投稿していたのだと思えば、いろいろ納得がいく。

　おそらく、フォローしている人たちも女性のアカウントだと思っていたのだろう。

　初めて「妻の和菓子」というハッシュタグを使った日、「え、男性のアカウントだったの？」という反応でコメント欄はざわついていた。ついでに言えば「このアカウントは大学生か高校生の女の子だと思う」なんて言って盛り上がっていた悠斗も、実は慧のアカウントだと打ち明けると、かなりがっかりしていた。

「よかったんですか、男性だっていうことがばれてしまって」

「ひっそりと趣味でやるには、フォロワーが増えすぎた。せっかくだから、このアカウントはもっと有意義に使うべきだろう」

　そう言って、慧は頻繁に「妻の和菓子」の画像を投稿してくれるようになった。美羽が家で試作した和菓子は着々と拡散され、おかげで有名和菓子店の店主に、美羽の和菓子を知ってもらうことができたのだ。

　そして「ぜひうちで商品化したい」と熱心に言ってくれた店主と美羽とを、悠斗が仲介して引き合わせてくれた。いつか何らかの形でもう一度自分の和菓子を世に出したいと思っていた美羽にとって、本当にありがたい縁だった。

「……幸せだな、本当に」

　店主や職人たちに挨拶してから店を出て、ポツリと呟く。

　宵月庵の跡取りでなくなったときは、もうどこにも居場所がないような気がしていた。こんなに楽しい気持ちで和菓子を作っている未来は、まったく想像していなかったのだ。

　結局宵月庵は母と悠斗以外にもう一人の職人が辞めてしまい、いまだに落ち込んでいる兄はまったく戦力にならず、今は深刻な人手不足らしい。若女将として戻ってきてほしいと祖父は弱々しく言ったが、美羽は今度こそはっきりと断った。

　実家にいたころは、ずいぶん狭い世界で生きていた。そのことが、今となってはよく分かる。宵月庵でなくても……いや、宵月庵でないからこそ、作れる和菓子がある。今はそのことに、毎日ワクワクしていた。

　もう宵月庵への未練はまったくない。これからは、自分の居場所は自分で決めるのだ。

　当面の仕事のことは、夫の意向や自分の体調と相談して決めたいと思っている。悠斗の店の職人たちが「うちでしばらく働かないか」と熱心に誘ってくれているし、いつか悠斗と店をやるという夢も諦めていない。この先、楽しみなことばかりだ。

「慧さん、お待たせしました」

　公園の脇に慧の車を見つけ、助手席に乗り込む。

　一週間の出張から戻ったばかりの夫とは、ずいぶん久しぶりに会うような気がした。彼は出張帰りで疲れているはずなのに、「一秒でも早く会いたいから」と近くまで迎えに来てくれたのだ。

「お疲れさま。順調だった？」

「はい、おかげさまで。慧さんも出張お疲れさまでした」

　慧は美羽がシートベルトを締めるのを見守りながら、「せっかくだから、このままデートするか」と表情を緩めた。

「昼にはちょっと早いけどどこかで食事して、映画でも観よう。水族館や買い物でもいいし」

「いいですね。私、慧さんに見せたいものもあって」

「何だろう。新しい和菓子？」

「それもあるんですけど、もうひとつ」

　言いながら、美羽は頬を染めて俯く。

　バッグの中には、店主が持たせてくれた和菓子の試作品が入っている。——そして、慧の出張中に受け取ったばかりの母子手帳も。

　そんなことは何も知らない夫は、「じゃあまず食事だな」と軽いキスをして、車を発進させる。久しぶりのキスに美羽の頬も緩んだ。

　……幸せだな、本当に。

　口には出さずに、もう一度しみじみ思う。

　子供ができたと告げたら、普段クールな夫はどんな顔をするだろう。そのときのことを楽しみに想像しながら、美羽は自分のバッグを大切に抱え直した。






あとがき








　こんにちは、りりすです。このたびは「蜜甘婚　〜極上夫は新妻を甘く淫靡に可愛いがりたい〜」をお読みいただき、ありがとうございます。

　濃蜜ラブルージュ様ではこちらが二作品目となりました。こうしてまたご縁をいただくことができ、とてもうれしいです。

　

　ヒロインは実家の老舗和菓子店で働く若女将。店の跡取りとして頑張ってきたのに、突然その座を追われ、ヒーローとお見合い結婚することになり……というストーリーです。

　ケーキ屋さんのヒロインは以前書いたことがあり、いつか和菓子屋さんで働くヒロインも書いてみたいなと思っていましたが、この作品でその夢が叶いました。和菓子屋の若女将（すぐに若女将ではなくなってしまいますが……）、書いていてとても楽しかったです。

　ヒロインの美羽は、ずっと「いい子」で家のために生きてきました。でも家を出て結婚し、ヒーローに愛されて自信をつけ、少しずつ変わっていきます。その変化や成長もしっかり書いてあげたいと思っていました。

　実家のしがらみから離れて広い世界に飛び立った美羽が、これからどんな景色を見ていくのか。ラストシーンではまだまだスタートラインに立ったばかりですが、絶対にすごく幸せになるんだろうなと思いながら、登場人物たちのその後を想像しています。

　最後になりましたが、この作品のためにお力添えいただきました皆様に謝辞を。

　まずは美しいカバーイラストを描いてくださった、すみ先生。私にとっては初めての和服ヒロインで、どのようなイラストになるのかとても楽しみにしていました。憧れの漫画家様に美麗で色っぽい表紙を描いていただき、感無量です……！　本当にありがとうございました。

　また、この作品を執筆しているあいだは家庭の事情でバタバタしておりまして、担当様にも大変ご迷惑をおかけしました。〆切を二回も遅らせてしまったのはさすがに初めてです……。無理のないスケジュールを組み直してくださった担当様、制作に携わっていただいた皆様のおかげで、何とか形にすることができました。心から御礼申し上げます。

　そして何より、ここまで読んでくださった読者の皆様。たくさんの作品がある中、この作品をお手にとっていただけたこと、大変うれしく思っております。どうか少しでもお楽しみいただけますように。

　またどこかでご縁があれば幸いです。ありがとうございました。







りりす
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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